
巻 号 西暦 
昭

和 
月 記事 著者 頁 

- 1 1931 6 1 創刊の言葉    1 

- 1 1931 6 1 アルピニズム  書上喜太郎 2 

- 1 1931 6 1 テイロール紀行  シュネーハーゼ 6 

- 1 1931 6 1 雪崩観察法に就て  森田勝彦 12 

- 1 1931 6 1 登山綱の使用に関するヒント  藤木九三 18 

- 1 1931 6 1 スキー礼讃  アーノルド・ラン（南寛訳） 22 

- 1 1931 6 1 スキーの準備と用具  中川新 31 

- 1 1931 6 1 なんせんす・おぶ・トザン（一） 茹小豆   38 

- 1 1931 6 1 一般スキー術解説  中川新 39 

- 1 1931 6 1 
スキー地案内（上州地方、信越地方、北陸地方、

関西地方、東北地方、北海道方面）  
  45 

- 1 1931 6 1 簡単なスキー用語    49 

- 1 1931 6 1 寝言一題  小島六郎 51 

- 1 1931 6 1 スキー登山家の真正なるスキー術獲得の為に  高橋次郎 55 

- 1 1931 6 1 新刊紹介 竹節作太氏著「新しいスキー術」  鈴木勇 68 

- 1 1931 6 1 冬の赤沢岳登攀記  森田勝彦 69 

- 1 1931 6 1 北信牧場と菅平  馬場忠三郎 74 

- 1 1931 6 1 蔵王山のスキーコース  三浦博雅 82 

- 1 1931 6 1 青木小屋日記より  斎藤陽吾 93 

- 1 1931 6 1 笹ケ峰牧場    98 

- 1 1931 6 1 新刊紹介 吉井修七氏著「丘陵スキー術」  小笠原勇八 102 

- 1 1931 6 1 雑録、雑報    103 

- 2 1931 6 3 山と人生  チンメルマン 2 

- 2 1931 6 3 雪崩の流動について  舟田三郎 5 

- 2 1931 6 3 スマイスの雪崩論（一）  スマイス（森田勝彦訳） 11 

- 2 1931 6 3 海外山とスキー消息    16 

- 2 1931 6 3 登山史上の人、ツイグモンデイ小伝  小出博 20 

- 2 1931 6 3 カメツト峰の登高史（一）  藤木九三 26 

- 2 1931 6 3 スキー地をめぐる  Ｙ・Ｏ生 36 

- 2 1931 6 3 老アルピニストの夢  高野鷹蔵 40 

- 2 1931 6 3 霧が峯と美ヶ原  高畑棟材 42 

- 2 1931 6 3 山と雪の知識    42 

- 2 1931 6 3 やまなみ  伊藤秀五郎 44 

- 2 1931 6 3 野地温泉  小野崎良三 45 

- 2 1931 6 3 日本登山・スキー界    45 

- 2 1931 6 3 私の十勝岳  加納一郎 46 

- 2 1931 6 3 鉢森山  川保義重 47 

- 2 1931 6 3 山と人の思出  吉沢一郎 48 

- 2 1931 6 3 棒小屋沢の水  冠松次郎 49 



- 2 1931 6 3 惹かるゝもの  丘哲朗 51 

- 2 1931 6 3 涸沢の雪質の一例  桑田英次 54 

- 2 1931 6 3 （講座）アールベルグ派の技術（二）  高橋次郎 61 

- 2 1931 6 3 モダーン、スキー術の紹介    70 

- 2 1931 6 3 新しいストック、テクニツク  中村敬 73 

- 2 1931 6 3 春夜、山を思ふ  菅沼達太郎 75 

- 2 1931 6 3 カンチエンジユンガのスキー  スマイス 76 

- 2 1931 6 3 最近の登山記録  小笠原生 82 

- 2 1931 6 3 岳聯報告批判  斎藤謙三 86 

- 2 1931 6 3 ふをあでいず、すきい、だいありい  麻生寿美子 88 

- 2 1931 6 3 炉辺雑話    94 

- 2 1931 6 3 冬の富士山  西野藤吉 96 

- 2 1931 6 3 四月の白馬岳  黒田正夫 100 

- 2 1931 6 3 雨飾行  荒木勇 104 

- 2 1931 6 3 登山とスキー実習会予告    108 

- 2 1931 6 3 生藤山と其附近  松井幹雄 109 

- 2 1931 6 3 二月の谷川岳  伊東虎夫 114 

- 2 1931 6 3 上越国境とスキー  角田吉夫 118 

- 3 1931 6 5 山と漂泊  伊藤秀五郎 2 

- 3 1931 6 5 岩登りの精神  藤田信道 8 

- 3 1931 6 5 海外登山界消息    22 

- 3 1931 6 5 名登山家の片鱗、若きマロリー  小出博 24 

- 3 1931 6 5 カメツト峰の登高史（二）  藤木九三 30 

- 3 1931 6 5 

日本登山界展望 粟ヶ岳の遭難、金北山の遭

難、白馬岳の遭難、一般山岳会活動、三月四月

の学校山岳部活躍  

  38 

- 3 1931 6 5 金峯山と両神山  高畑棟材 38 

- 3 1931 6 5 山の人々と語る    43 

- 3 1931 6 5 播隆上人の古記録発見について  笠原烏丸 46 

- 3 1931 6 5 「山の名」雑考  西村鎮彦 50 

- 3 1931 6 5 春の南アルプス伝説農牛  平賀文男 55 

- 3 1931 6 5 街の登山者は語る  高橋文太郎 58 

- 3 1931 6 5 新刊批評 杖痕    60 

- 3 1931 6 5 丹沢の山々  田抗安太郎 61 

- 3 1931 6 5 新刊批評 ＲＣＣ報告第四輯  小島六郎 67 

- 3 1931 6 5 秩父渓谷歌  西宮元之助 68 

- 3 1931 6 5 脈うつ綱─ギド・レイ氏の岩登りの文学─  河合亨 70 

- 3 1931 6 5 私の冬山単独行  加藤文太郎 75 

- 3 1931 6 5 最近の登山記録    81 

- 3 1931 6 5 
印象のスキーと春の丸池ヒュッテ スキー登山実

習会の記  
  83 



- 3 1931 6 5 志賀高原の思出  宮本忠治 83 

- 3 1931 6 5 横手山と鉢山  青木良蔵・安藤次二 84 

- 3 1931 6 5 春のシー・クルス  一柳佳子 85 

- 3 1931 6 5 後記  小笠原勇八 87 

- 3 1931 6 5 室内スキーに就て  泉掬次郎 88 

- 3 1931 6 5 西穂高岳、奥穂高岳新登攀  五十嵐俊治 91 

- 3 1931 6 5 積雪期の西穂高岳登路  五十嵐俊治 93 

- 3 1931 6 5 三峠岩場覗き  石田三郎 97 

- 3 1931 6 5 雪の飯豊山  広瀬一次 104 

- 3 1931 6 5 小金沢山黒岳附近  小野崎良三 106 

- 4 1931 6 7 明日の登山のために  水野祥太郎 2 

- 4 1931 6 7 登山者と国立公園問題  宇都宮嵩 7 

- 4 1931 6 7 岩登の注意  藤田信道 11 

- 4 1931 6 7 播隆院護持仏の発見について  笠原烏丸 16 

- 4 1931 6 7 台湾の山々  伊藤彦一 24 

- 4 1931 6 7 台湾の山略図  伊藤彦一 25 

- 4 1931 6 7 ジヤンダルム飛騨尾根  伊藤愿 28 

- 4 1931 6 7 二日案としての木曽駒ヶ岳  柳沢誠四郎 32 

- 4 1931 6 7 
山のニユース 関東学生登山聨盟、山岳会山小

屋、一般山岳界活動  
  32 

- 4 1931 6 7 原始境尾瀬について  八島稔 39 

- 4 1931 6 7 ソンメルシー時代実現か  小笠原勇八 46 

- 4 1931 6 7 夏季に於けるスキーの保存法  沢柳生 50 

- 4 1931 6 7 ルックサック物語り  菅沼達太郎 55 

- 4 1931 6 7 明治時代の山登り  白井光太郎 56 

- 4 1931 6 7 新刊批評 高畑河田氏共著「東京附近の山々」  鈴木勇 65 

- 4 1931 6 7 案内賃其他  別所梅之助 67 

- 4 1931 6 7 玉作と平蔵  茨木猪之吉 67 

- 4 1931 6 7 山案内者の純情  加賀爪鳳南 69 

- 4 1931 6 7 エロといふ言葉の無かつた頃  菅沼達太郎 70 

- 4 1931 6 7 槍ヶ岳天狗の屋敷  穂刈三寿雄 71 

- 4 1931 6 7 上高地の昔を語る  丸山尚 73 

- 4 1931 6 7 朗なマこアの群  たもつ生 78 

- 4 1931 6 7 一商人の山日記  好日山荘 80 

- 4 1931 6 7 山の音画「モンブランの嵐」    84 

- 4 1931 6 7 「モンブランの」主題歌    86 

- 4 1931 6 7 今年の夏山近況  Ｙ・Ｏ生 87 

- 4 1931 6 7 フランスアルプスの山旅  山口宇多子 90 

- 4 1931 6 7 ジエー、エフ、ハーデイ冒険の一夜  堀竜雄 95 

- 4 1931 6 7 ヒマラヤの登山史（一）  福田雄 102 

- 4 1931 6 7 山の人々と語る  鈴木生 108 



- 4 1931 6 7 寄稿家のスナツプ    109 

- 5 1931 6 9 ウヱストンの「日本アルプス」邦課  小島烏水 2 

- 5 1931 6 9 登山意識の把持についての一試論  辻荘一 6 

- 5 1931 6 9 山を恋ふる日  吉田絃二郎 15 

- 5 1931 6 9 次高山初縦走を争ふ  伊藤彦一 20 

- 5 1931 6 9 紅葉の奥秩父  田部重治 22 

- 5 1931 6 9 神津牧場の淡彩的ノート  尾崎喜八 24 

- 5 1931 6 9 銀山平、尾瀬沼、清水峠  小島六郎 27 

- 5 1931 6 9 美ヶ原を思ふ  小林三郎 34 

- 5 1931 6 9 秋色美の苗場山と清津峡  大平晟 39 

- 5 1931 6 9 山のニユース    39 

- 5 1931 6 9 各山岳会々報抄    47 

- 5 1931 6 9 登山服装ア、ラ、モード  菅沼達太郎 50 

- 5 1931 6 9 秋山点景  冠松次郎 51 

- 5 1931 6 9 山とお天気  黒田正夫 61 

- 5 1931 6 9 エーデルワイスとみやまうすゆき草  山下一夫 67 

- 5 1931 6 9 地蔵仏登攀史  三谷慶三 68 

- 5 1931 6 9 英独ヒマラヤ登山隊の活躍    71 

- 5 1931 6 9 時の偶語    74 

- 5 1931 6 9 南アルプス雑話  平賀文男 76 

- 5 1931 6 9 古典レヂスター  榎谷徹蔵 83 

- 5 1931 6 9 登山の一転換  沢柳誠四郎 91 

- 5 1931 6 9 穂高岩登の会報告  鈴木勇 91 

- 5 1931 6 9 上高地地廻党の抗議    92 

- 5 1931 6 9 山岳図書合評    94 

- 5 1931 6 9 新線開通後の上越国境踏査記  小笠原勇八 97 

- 5 1931 6 9 ヒマラヤの登山史（二）  福田雄 110 

- 5 1931 6 9 寄稿家のスナツプ    118 

- 6 1931 6 12 一九三一年の登山界を送る  小笠原勇八 2 

- 6 1931 6 12 スキー廻転法の体系に就て  水野祥太郎 9 

- 6 1931 6 12 スマイスの雪崩論（二）  スマイス（森田勝彦訳） 15 

- 6 1931 6 12 雪に向つて  
ヘンリー・ヘーク（荒井道太

郎訳） 
21 

- 6 1931 6 12 冬季高峻山脈スキー登山  舟田三郎 26 

- 6 1931 6 12 特殊なスキーに就て  小秋元隆邦 31 

- 6 1931 6 12 最近山岳スキーのアウトライン  小笠原勇八 32 

- 6 1931 6 12 シユナイダーをアールベルグに訪るの記  斎藤由理男 38 

- 6 1931 6 12 新刊紹介 藤木氏「雲表」を読む  鈴木勇 49 

- 6 1931 6 12 最近の冬山とスキーを語る座談会  

書上喜太郎・小島六郎・五

十嵐俊治・藤田信道・上村

篤・鈴木勇・小笠原勇八 

50 



- 6 1931 6 12 一二〇キロの山野滑走を語る  大谷徳三 66 

- 6 1931 6 12 雪崩に巻き込まれた記  佐藤清里 71 

- 6 1931 6 12 スキー界人国記（一）  小島六郎 72 

- 6 1931 6 12 二つの峠  加納一郎 80 

- 6 1931 6 12 すきい断想  佐山済 88 

- 6 1931 6 12 スキーやるなら野沢のいでゆ  立岡頼一 91 

- 6 1931 6 12 目新しいスキー場那須岳  中村敬 93 

- 6 1931 6 12 上越の山岳スキーと登山記録  編集部 96 

- 6 1931 6 12 苗場山と其北方スキーコース  松木喜之七 100 

- 6 1931 6 12 苗場山と其附近スキーコース図  松木喜之七 104 

- 6 1931 6 12 冬の尾瀬沼（上）  八島稔・渡辺国造 109 

- 6 1931 6 12 尾瀬沼スキー地図  八島稔 111 

- 6 1931 6 12 内外登山界消息    117 

- 6 1931 6 12 新刊紹介 部報会報    124 

- 6 1931 6 12 寄稿家のスナツプ    127 

- 7 1932 7 2 山の日本魂  小笠原勇八 2 

- 7 1932 7 2 アルピニズムの私見  粟田直躬 8 

- 7 1932 7 2 第一・二次雪崩の非定型的発生の問題  永野祥太郎 14 

- 7 1932 7 2 どんな戦術でカメツトに登つたか  藤田信道 18 

- 7 1932 7 2 べルラ・トーラ（訳章）  
ヘンリー・ヘーク（荒井道太

郎訳） 
23 

- 7 1932 7 2 何故雪は降らないのか  六郎生 27 

- 7 1932 7 2 最近山岳スキーのヒント  小笠原勇八 28 

- 7 1932 7 2 諾威にスキーを学びて  斎藤由理男 31 

- 7 1932 7 2 第二回のスキーオリンピツク選手を送つて  富永正信 37 

- 7 1932 7 2 白銀の乱舞〔その紹介と批評〕    41 

- 7 1932 7 2 スキー人国記─其二─  小島六郎 45 

- 7 1932 7 2 春・山を想ふ  四谷竜胤 51 

- 7 1932 7 2 武蔵国御岳詩  杉本誠之 54 

- 7 1932 7 2 乗鞍岳の春山としての価値  高田茂 55 

- 7 1932 7 2 奥那須の三斗小屋  中村敬 60 

- 7 1932 7 2 冬の尾瀬（下）  八島稔 62 

- 7 1932 7 2 神の田圃よりせる白馬岳  横尾直行 75 

- 7 1932 7 2 春の八幡平  松島春治 79 

- 7 1932 7 2 冬の富士山  長沢英夫 85 

- 7 1932 7 2 
火花散るシユプールの跡 インターカレヂスキー

大会・全日本選手権会・オリンピツク冬季大会  
編集部 91 

- 7 1932 7 2 今冬の上越国境・蓬峠  鈴木勇 95 

- 7 1932 7 2 冬の槍・穂高縦走  立教大学山岳部 100 

- 7 1932 7 2 
内外登山界消息 スマイスの新計画・全国登山団

体動静・其他  
編集部 101 



- 7 1932 7 2 改題の言葉    104 

- 7 1932 7 2 アルピニズムの会    104 

- 7 1932 7 2 季節の言葉  草場恒 105 

- 7 1932 7 2 寄稿家スナツプ    106 

- 7 1932 7 2 アルピニズム（１９３１年）総目録  国岡徳太郎 107 

- 8 1932 7 4 山のヤング・ゼネレーション  小笠原勇八 6 

- 8 1932 7 4 五月の山に於けるスノウクラフト  渡辺公平 10 

- 8 1932 7 4 山岳語に関する私考（遺稿）  三谷慶三 16 

- 8 1932 7 4 山岳小説 謎の墜死  山上雷鳥 20 

- 8 1932 7 4 春の山を詠ふ  山本蒼天 27 

- 8 1932 7 4 谷川岳附近  福田雄 28 

- 8 1932 7 4 野反池の五日間  角田吉夫 36 

- 8 1932 7 4 野反池附近略図  角田吉夫 37 

- 8 1932 7 4 駒ヶ岳・中ノ岳・八海山  矢吹頼多 41 

- 8 1932 7 4 藤原の山々  得田甚次 44 

- 8 1932 7 4 宝川溯行朝日岳・笠ヶ岳ヘ  和井田二郎・日野重蔵 48 

- 8 1932 7 4 上越国境に於けるショートスキーとグリセード  上田徹雄 48 

- 8 1932 7 4 第一回アルピニズムの会報告    52 

- 8 1932 7 4 春咲く山草  山下一夫 55 

- 8 1932 7 4 岩場としての妙義  吉田元 57 

- 8 1932 7 4 妙義登山図  吉田元 58 

- 8 1932 7 4 苗場山日記より  中村緑 61 

- 8 1932 7 4 オリムピツクを語る スキー競技界を顧みて  小川勝次 63 

- 8 1932 7 4 オリムピツク余話  高木三郎 63 

- 8 1932 7 4 オリムピツクを語る 選手の口から  山田午郎 67 

- 8 1932 7 4 オリンピツク選手歓迎会に出席して    68 

- 8 1932 7 4 スキー人国記 其ノ三  小島六郎 72 

- 8 1932 7 4 同人の頁    78 

- 8 1932 7 4 山岳人印象記 小島鳥水氏  小島六郎 78 

- 8 1932 7 4 山岳人印象記 藤木九三氏  渡辺公平 80 

- 8 1932 7 4 一商人の山日記  好日山荘 82 

- 8 1932 7 4 雪の蓼科山と霧ヶ峰  両角政人 86 

- 8 1932 7 4 霧と山彦  高須茂 91 

- 8 1932 7 4 五月の月山と蔵王  後藤幹次 92 

- 8 1932 7 4 春の笊ヶ岳紀行  山下一夫 98 

- 8 1932 7 4 一般山岳会渭息    102 

- 8 1932 7 4 学校山岳部の冬山の収獲と春季計画    103 

- 8 1932 7 4 山とスキーのニュース    105 

- 8 1932 7 4 読者の声    108 

- 8 1932 7 4 寄稿家スナツプ    109 

- 9 1932 7 6 山の文学二つ─故大嶋・芥川両氏の作品から─  栗田直躬 2 



- 9 1932 7 6 若き登山者の言葉  
ヂアン・コスト（ふじしまとし

を訳） 
10 

- 9 1932 7 6 
輝ける冬期穂高のパイオニヤー・ワーク 奥穂高

岳南壁  
国塩研二郎 17 

- 9 1932 7 6 奥穂高岳川側概念図  小川登喜男 22 

- 9 1932 7 6 
輝ける冬期穂高のパイオニヤー・ワーク 「こぶ」

尾根よりジヤンダルムヘ  
小川登喜男 23 

- 9 1932 7 6 
輝ける冬期穂高のパイオニヤー・ワーク 奥穂高

東北山稜と前穂高北尾根─単独行─  
今井友之助 28 

- 9 1932 7 6 
輝ける冬期穂高のパイオニヤー・ワーク 前穂高

北壁  
桑田英次 30 

- 9 1932 7 6 前穂高北壁概念図  桑田英次 31 

- 9 1932 7 6 山岳小説 謎の墜死（前承）  山上雷鳥 32 

- 9 1932 7 6 大槍小舎遭難事件に就て  田中敏雄 38 

- 9 1932 7 6 レコードになつた南北両アルプスの歌    38 

- 9 1932 7 6 常念岳一ノ沢遭難報告  水野祥太郎 44 

- 9 1932 7 6 遭難と山の統制  小島六郎 46 

- 9 1932 7 6 塚田清治の思出  青山澄 49 

- 9 1932 7 6 若き登山者に与ふ  ギド・レイ 51 

- 9 1932 7 6 登山相談所開設    53 

- 9 1932 7 6 中部高山に産する黄色「スミレ」に就て  山下一夫 54 

- 9 1932 7 6 礼義其他  田辺主計 57 

- 9 1932 7 6 婦人と登山  黒田米子 62 

- 9 1932 7 6 欧羅巴人の山に憧れる心と日本人のそれ  斎藤由理男 67 

- 9 1932 7 6 山岳人印象記 冠松次郎氏  山下一夫 71 

- 9 1932 7 6 剣の大瀑行  塚本繁松 72 

- 9 1932 7 6 お奨めしたい山の本    77 

- 9 1932 7 6 東俣渓谷  平賀文男 78 

- 9 1932 7 6 土室川雑考  小池幸保 87 

- 9 1932 7 6 土室川略図  小池幸保 89 

- 9 1932 7 6 
最新登山学教程（特集）第一章準備 登山の準備

運動  
出口林次郎 98 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第一章準備 装備  西岡一雄 99 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第一章準備 食料に就て  渡辺公平 103 

- 9 1932 7 6 
最新登山学教程（特集）第二章技術 岩─特に登

山網を用ひして岩登り─  
舟田三郎 104 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第二章技術 雪  小笠原勇八 109 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第二章技術 山稜  渡辺公平 112 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第二章技術 谷  森堅一 114 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第三章実習 北アルプス  鈴木勇 116 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第三章実習 南アルプス  渡辺公平 122 



- 9 1932 7 6 
最新登山学教程（特集）第三章実習 中央アルプ

ス  
山下一夫 124 

- 9 1932 7 6 中央アルプス概念図  山下一夫 126 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第三章実習 八ヶ岳連峰  両角政人 129 

- 9 1932 7 6 
最新登山学教程（特集）第三章実習 秩父の山と

谷  
原全教 131 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第三章実習 関西の岩場 中村勝郎 134 

- 9 1932 7 6 最新登山学教程（特集）第三章実習 東北の山  後藤幹次 139 

- 9 1932 7 6 
最新登山学教程（特集）第三章実習 九州に於け

る主要登山コース  
加藤数功 145 

- 9 1932 7 6 
最新登山学教程（特集）第三章実習 北海道─日

高山脈の山々に就て─  
徳永正雄 147 

- 9 1932 7 6 夏期登山地概況    150 

- 9 1932 7 6 一般山岳会消息    152 

- 9 1932 7 6 学校山岳部の春季収穫と夏山計画    154 

- 9 1932 7 6 山岳ニュース    155 

- 9 1932 7 6 読者の声    158 

- 9 1932 7 6 寄稿家スナツプ    159 

- 10 1932 7 8 独逸山岳界の近況  高橋健治 2 

- 10 1932 7 8 ナンガ・パルバツトを想ふ  藤木九三 11 

- 10 1932 7 8 若き登山者の言葉（前承）  
ヂアン・コスト（ふじしまとし

を訳） 
17 

- 10 1932 7 8 荒沢より東尾根カクネ里  児島勘次 22 

- 10 1932 7 8 荒沢より天狗鼻尾根鹿島槍  谷博 24 

- 10 1932 7 8 鹿島槍・カクネ里略図  山児島勘 24 

- 10 1932 7 8 新刊紹介 山上雷鳥氏「アルプス伝説集」  鈴木勇 29 

- 10 1932 7 8 明神岳南面ルンゼ登攀  三輪俊一 30 

- 10 1932 7 8 明神岳南面略図  三輪俊一 31 

- 10 1932 7 8 全国の山岳・スキー人に願ふ    33 

- 10 1932 7 8 山と唄など  豊島政夫 34 

- 10 1932 7 8 卑怯者よ去れ  小島六郎 36 

- 10 1932 7 8 上高地キヤンプ騒動 岳種々相  Ｓ・Ｏ・Ｓ 36 

- 10 1932 7 8 上高地キヤンプ騒動 関西学生山岳連盟に就て  Ａ・Ｂ・Ｃ 38 

- 10 1932 7 8 新刊紹介 菅沼達太郎氏「山岳服装近代色」  小島六郎 40 

- 10 1932 7 8 新刊紹介 黒田初子氏「婦人の山とスキー」  森田勝彦 40 

- 10 1932 7 8 
一日二日の山案内 １御坂の山々・２蓼科山と二

子池・３雲取山の登降路・４谷川岳の登路一つ  
編集部 42 

- 10 1932 7 8 山の秋・心の秋  西村鎮彦 48 

- 10 1932 7 8 山の伝説の興味（一）  三木秀夫 51 

- 10 1932 7 8 一の俣小屋に於ける常習登山者の服装  菅沼達太郎 54 

- 10 1932 7 8 山岳人印象記 槙有恒  森田勝彦 59 



- 10 1932 7 8 土室川雑考（二）  小池幸保 60 

- 10 1932 7 8 谷川岳オヂカ沢  
稲葉充・上田徹雄・八木欽

一 
64 

- 10 1932 7 8 谷川岳オヂカ沢図  稲葉充 67 

- 10 1932 7 8 秩父鶏冠山  原全教 69 

- 10 1932 7 8 秩父鶏冠山近傍図  原全教 74 

- 10 1932 7 8 丸の大源太山  甲斐伊之助 80 

- 10 1932 7 8 事実小説 マツターホーンの北壁を挙づ  山上雷鳥 84 

- 10 1932 7 8 一般登山団体消息    122 

- 10 1932 7 8 山のニユース    122 

- 10 1932 7 8 新刊紹介 今井徹郎氏「山は生きる」  中村貞治 124 

- 10 1932 7 8 新刊紹介 手塚順一郎氏「山の写真の写し方」  Ｏ・Ｂ 124 

- 10 1932 7 8 レコードになつた大菩薩の唄    126 

- 10 1932 7 8 「山岳読本」編纂について    127 

- 10 1932 7 8 寄稿家スナツプ    128 

- 11 1932 7 10 糸瓜遊技解義  園村暢二 2 

- 11 1932 7 10 スキー体操─スキー技術の基礎となる─  斉藤由理男 11 

- 11 1932 7 10 初登山に寄す  今西錦司 18 

- 11 1932 7 10 想ひ出─小槍登攀其他─  佐藤久一郎 23 

- 11 1932 7 10 小槍のルート  佐藤久一郎 24 

- 11 1932 7 10 小槍と中山彦一  平賀文男 26 

- 11 1932 7 10 初期の北海道の冬山  加納一郎 29 

- 11 1932 7 10 一九二四年に於ける積雪期の白根三山  桑原武夫 31 

- 11 1932 7 10 滝沢谷の追憶  四谷竜胤 34 

- 11 1932 7 10 上越線全通以前  角田吉夫 38 

- 11 1932 7 10 アルプス登山史１  小出博 42 

- 11 1932 7 10 山の映画「青の光」を見る  小島生 48 

- 11 1932 7 10 スチール・エツヂスキーの問題  斉藤由理男 50 

- 11 1932 7 10 街の雑音    50 

- 11 1932 7 10 奥秩父遭難の手記  鳥谷寅雄 55 

- 11 1932 7 10 秩父吟詠  山本蒼天 59 

- 11 1932 7 10 山の弁当（サンドウヰツチの作り方）  ＡＢＣ子 60 

- 11 1932 7 10 
峠の秋を尋ねて 大峠・半原越・清水峠・仙元峠・

大菩薩峠・小仏峠・木賊峠・犬越路  
東京山嶺会 62 

- 11 1932 7 10 「山岳読本」編纂について    67 

- 11 1932 7 10 
山の伝説の興味─山姥と日本アルプスの蘢─

（前承）  
三木秀夫 68 

- 11 1932 7 10 スキー人国記─其の四─  小島六郎 72 

- 11 1932 7 10 土室川雑考（伝説編）三  小池幸保 76 

- 11 1932 7 10 
日本で一番はやく滑れるスキー地 氷の試練場

にもなる初多の富士山  
小林太刀夫 82 



- 11 1932 7 10 
日本で一番はやく滑れるスキー地 断然素敵な立

山室堂附近  
椙山正雄 83 

- 11 1932 7 10 
日本で一番はやく滑れるスキー地 氷河滑降を夢

みる白馬大雪渓  
小笠原勇八 85 

- 11 1932 7 10 
日本で一番はやく滑れるスキー地 新雪の乗鞍

岳と木曽御岳  
高田茂 87 

- 11 1932 7 10 スキー用具撰択のヒント─初心者のために─  海野治良 90 

- 11 1932 7 10 山岳人象記 今西錦司氏  四谷竜胤 93 

- 11 1932 7 10 各期の八ヶ岳（赤岳鉱泉を中心としての）  中村知一 94 

- 11 1932 7 10 八ヶ岳二図  中村知一 97 

- 11 1932 7 10 初冬の穂高から槍、燕へ  立花勝郎 101 

- 11 1932 7 10 野呂川より秋の北岳  渡辺公平 105 

- 11 1932 7 10 日光の裏山（太郎山・両真名子・女峰）  中村貞治 109 

- 11 1932 7 10 日光の山と谷  中村貞治 110 

- 11 1932 7 10 寄稿家スナツプ    124 

- 11 1932 7 10 ヒユツテ（読者通信）    126 

- 11 1932 7 10 全国登山・スキー界展望    127 

- 12 1932 7 12 山岳我観─一九三二年より三三年への展望─  小笠原勇八 8 

- 12 1932 7 12 エベレスト第四次遠征  
ヤング・ハスバント（藤田信

道訳） 
13 

- 12 1932 7 12 女流スキーヤー雑談会  

黒田米子・小笠原勇八・豊

島正子・森田勝彦・今井喜

美子・小島六郎・森田寿美

子・甲斐伊之助  

18 

- 12 1932 7 12 脱線スキー物語  太田四洲 32 

- 12 1932 7 12 転んでばかり  弓館小鰐 37 

- 12 1932 7 12 スキー地投票当選発表    41 

- 12 1932 7 12 思ひ出の沼尻  富永正信 42 

- 12 1932 7 12 菅平と子供  今井喜美子 43 

- 12 1932 7 12 北海道の夜汽車で  小笠原勇八 45 

- 12 1932 7 12 白樺小舎の一日  甲斐伊之助 47 

- 12 1932 7 12 五色温泉の横顔  黒田米子 48 

- 12 1932 7 12 妙高あたり  山田午郎 50 

- 12 1932 7 12 伊吹山頂の粉雪  海野治良 51 

- 12 1932 7 12 東北ところどころ  笠原勇 53 

- 12 1932 7 12 或年の鹿沢  森堅一 54 

- 12 1932 7 12 那須大丸の印象  中村敬 56 

- 12 1932 7 12 関・をけさ・燕  渡辺公平 57 

- 12 1932 7 12 岩原の三印象  野村嚢一 58 

- 12 1932 7 12 新春の野沢スケツチ  山梨喬 59 

- 12 1932 7 12 志賀高原  鈴木勇 61 



- 12 1932 7 12 赤谷入の思出  石山礼之助 62 

- 12 1932 7 12 霧ヶ峯エピソート  小島六郎 64 

- 12 1932 7 12 スキー日記の唄  松田牧之助 65 

- 12 1932 7 12 黒田正夫氏の「登山術」を批判す  西岡一雄 66 

- 12 1932 7 12 西岡一雄氏の批判に答ふ  黒田正夫 76 

- 12 1932 7 12 第四次エベレスト遠征ニユース    85 

- 12 1932 7 12 一般山岳団体消息    87 

- 12 1932 7 12 山とスキーのニユース    88 

- 12 1932 7 12 ヒユツテ─読考通信    90 

- 12 1932 7 12 寄稿家スナツプ    93 

- 13 1933 8 1 雪庇  田中敏雄 6 

- 13 1933 8 1 
北大の堅陣・早大の新鋭─興味ある一九三三年

のレース界展望─  
富永正信 12 

- 13 1933 8 1 
新しきザイルの「結び」と其の応用（１）─アルプス

の不幸に対する自助並救助に関する新方法─  
カール・プルジツク 18 

- 13 1933 8 1 盛況なりし「スキーの寳演と映画の夕」    27 

- 13 1933 8 1 ステム・ボーゲンの研究  小秋元隆邦 28 

- 13 1933 8 1 霧ケ峯スキー講習会    33 

- 13 1933 8 1 山岳スキーに於ける杖の補助  堀井民次郎 34 

- 13 1933 8 1 山・人・雪  岸本貞一 39 

- 13 1933 8 1 一般登山団体消息    39 

- 13 1933 8 1 夜明の富士山  羽太文夫 42 

- 13 1933 8 1 霧ヶ峰スキー行  小島六郎 43 

- 13 1933 8 1 アルプス登山史Ⅱ  小出博 46 

- 13 1933 8 1 ナンガパルバットに挑む  
エリザベス・ノールトン（藤

木九三訳） 
52 

- 13 1933 8 1 ナンガパルバツト略図    52 

- 13 1933 8 1 座談会 関東学連は何処へ行つた！  

河合亨・阿部二郎・町田立

穂・小笠原勇八・鈴木勇・小

島六郎・甲斐伊之助 

60 

- 13 1933 8 1 山とスキーのニユース    67 

- 13 1933 8 1 但馬の山旅から  梓川雄 70 

- 13 1933 8 1 初冬の穂高日記  川森時子 75 

- 13 1933 8 1 ひとり山旅漫想  中村テル 80 

- 13 1933 8 1 ヒユツテ（讃者通信）    86 

- 13 1933 8 1 寄稿家スナツプ    88 

- 14 1933 8 2 
新しきザイルの「結び」と其の応用（下）─アルプ

スの不幸に対する自助並救助に関する新方法─ 
カール・プルジツク 6 

- 14 1933 8 2 計画・シーツール    13 

- 14 1933 8 2 クリスチヤニヤの要領  高橋平 14 

- 14 1933 8 2 平行椽スキーの研究  堀井民次郎 18 



- 14 1933 8 2 ステール・エツヂに就て  奥村正義 20 

- 14 1933 8 2 新刊紹介 額田敏氏著「山岳写真の写し方」    21 

- 14 1933 8 2 山の男  石井波平 22 

- 14 1933 8 2 アルプス登山史３  小出博 28 

- 14 1933 8 2 登山団体消息    32 

- 14 1933 8 2 春の山とスキー  佐藤清里 33 

- 14 1933 8 2 峠の茶屋其の他  吉沢一郎 33 

- 14 1933 8 2 Ｎ君とスキーワツクス  Ｈ・Ｎ・Ｓ 36 

- 14 1933 8 2 スキー講習会日記  小島六郎 42 

- 14 1933 8 2 霧ヶ峰嵐  ＸＹＺ生 45 

- 14 1933 8 2 帰つて来てから  会員一同 47 

- 14 1933 8 2 奥日光スキー行  小島生 47 

- 14 1933 8 2 スキーソング霧ヶ峰    51 

- 14 1933 8 2 山登りと山生活を如何に考ふべきか  小笠原勇八 52 

- 14 1933 8 2 登山・スキー界ニユース    54 

- 14 1933 8 2 積雪期の伯耆大山  堀竜雄 55 

- 14 1933 8 2 伯耆大山二図  堀竜雄 56 

- 14 1933 8 2 二月の鳳凰山行  鈴木喜太郎 61 

- 14 1933 8 2 北千島の山  同志壮大学山岳部 67 

- 14 1933 8 2 北千島諸島概念図  同志社大学山岳部 70 

- 14 1933 8 2 新刊紹介 泉掬次郎氏著「スキー」    82 

- 14 1933 8 2 新刊紹介 小島六郎氏「解り易いスキー術」    82 

- 14 1933 8 2 寄稿家スナツプ    82 

- 15 1933 8 3 登山界に投げつける  小島六郎 6 

- 15 1933 8 3 スキー遭難事件 遭難顛末  西園富吉 11 

- 15 1933 8 3 スキー遭難事件 遭難の批判  秋山太一郎 16 

- 15 1933 8 3 アルプス登山史（４）  小出博 19 

- 15 1933 8 3 
新鏡遂に老巧を制す─全日本学生スキー戦続批

判─  
中川新 25 

- 15 1933 8 3 
労働者の活躍─全日本スキー選手権大会の記

─  
高木三郎 33 

- 15 1933 8 3 人と高原  岸本貞一 39 

- 15 1933 8 3 街の雑音  野村嚢一 39 

- 15 1933 8 3 登山人印象記─舟田三郎氏─  小島六郎 43 

- 15 1933 8 3 春のスキーツアー地二、三  編集部 44 

- 15 1933 8 3 那須を中心にして  中村敬 44 

- 15 1933 8 3 法師温泉から  中村敬 45 

- 15 1933 8 3 赤城山をめぐる  野村嚢一 47 

- 15 1933 8 3 三月の芦別岳スキー行 印象  小笠原勇八 48 

- 15 1933 8 3 不動沢針の木谷略図  小池文雄 48 

- 15 1933 8 3 三月の芦別岳スキー行 紀行  今井銀一郎 50 



- 15 1933 8 3 船窪越スキー行  小池文雄 51 

- 15 1933 8 3 北千島の山（２）  同志社大学山岳部 56 

- 15 1933 8 3 阿頼度島略図  同志社大学山岳部 58 

- 15 1933 8 3 千島火山列図  同志社大学山岳部 61 

- 15 1933 8 3 一文字岳概念図  同志社大学山岳部 64 

- 15 1933 8 3 スキー人印象記─小川勝次氏─  小島六郎 68 

- 15 1933 8 3 厳冬の北穂高岳  沢智子 69 

- 15 1933 8 3 冬の至仏山  八島稔 84 

- 15 1933 8 3 鹿沢スキー・ツアー  六郎生 89 

- 15 1933 8 3 ヒユツテ    90 

- 15 1933 8 3 スキー・登山団体消息    92 

- 16 1933 8 4 アマチユア・アルピニズムの確立  小島六郎 6 

- 16 1933 8 4 春の山岳スキーに就て  藤田信道 9 

- 16 1933 8 4 黒田氏に応酬す  西岡一雄 14 

- 16 1933 8 4 ザイルの結び目の順逆  水野祥太郎 27 

- 16 1933 8 4 寄稿家スナツプ    30 

- 16 1933 8 4 登山人印象記（榎谷徹蔵氏）  海野治良 31 

- 16 1933 8 4 蔵王の春其他  渡辺公平 32 

- 16 1933 8 4 上越国境雑感  松木喜之七 34 

- 16 1933 8 4 南アの春にみる光と色と  今井徹郎 35 

- 16 1933 8 4 立山の陽光  海野治良 37 

- 16 1933 8 4 秩父の新緑美  野村襄一 38 

- 16 1933 8 4 越後清水東方の山と沢  斎藤峻 40 

- 16 1933 8 4 挿図 清水東方の山  斎藤峻 41 

- 16 1933 8 4 清水峠附近のヒユツテ其他  岩崎健造 47 

- 16 1933 8 4 スキー人印象記（広田戸七郎氏）  山田午郎 51 

- 16 1933 8 4 台高山脈を廻る渓谿  落合三郎 52 

- 16 1933 8 4 台高山脈附近略図  落合三郎 53 

- 16 1933 8 4 メタルエツヂスキーに対する考察  石川波平 58 

- 16 1933 8 4 
三国を越して湯沢へ─法師温泉スキーツアー記

─  
小島六郎 60 

- 16 1933 8 4 新刊紹介    62 

- 16 1933 8 4 冬の稲包山附近  石川淳一 63 

- 16 1933 8 4 挿図 稲包山附近  石川淳一 68 

- 16 1933 8 4 二月の北尾根  上田徹雄 71 

- 16 1933 8 4 北千島の山（３）  同志社大学山岳部 76 

- 16 1933 8 4 エべレスト遠征隊いよいよ出発    92 

- 16 1933 8 4 街の雑音    93 

- 16 1933 8 4 展望 登山界・スキー界    94 

4 5 1933 8 8 登山文学は登山家の手で  河合亨 6 

4 5 1933 8 8 シヨー卜・スキーの利用  小野崎良三 9 



4 5 1933 8 8 サンドスキー  竹節作太 10 

4 5 1933 8 8 赤石山群の東面に就いて  塩見聖平 14 

4 5 1933 8 8 涸沢日誌より  三田雄司 19 

4 5 1933 8 8 春の八峯キレット小舎生活で  湯浅巌 22 

4 5 1933 8 8 夏のトレーニング  中川新 26 

4 5 1933 8 8 アルトハイデルベルヒ  梓川雄 28 

4 5 1933 8 8 銀山平夜話草  茂木槙雄 30 

4 5 1933 8 8 神津牧場風景  佐山済 38 

4 5 1933 8 8 剣八ッ峯と源次郎尾根  今井喜美子 42 

4 5 1933 8 8 西岡一雄氏へのお答へ  黒田正夫 42 

4 5 1933 8 8 「登山読本」について  吉沢一郎 44 

4 5 1933 8 8 登山談義  児島勘次 49 

4 5 1933 8 8 北アルプスの諸物価その他    52 

4 5 1933 8 8 尾白川紀行  佐藤好二郎 63 

4 5 1933 8 8 寸又川を遡る  喜田亮三郎 67 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 準備篇 用具  海野治良 70 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 準備篇 地図  小島六郎 71 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 準備篇 プランの立て方  小島六郎 77 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 準備篇 食料  渡辺公平 80 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 技術篇 雪  小笠原勇八 81 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 技術篇 谷  小島六郎 83 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 技術篇 山稜  渡辺公平 84 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 技術篇 岩  鈴木勇・舟田三郎 87 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 案内篇 南アルプス  渡辺公平 93 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 案内篇 中央アルプス  山下一夫 95 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 案内篇 北アルプス  鈴木勇 97 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 案内篇 八ッ岳連峯  小島六郎 102 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 案内篇 秩父  渡辺公平 103 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 案内篇 奥上州の山々  小島六郎 104 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 案内篇 関西の岩場  岸本貞一 107 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 趣味篇 記録  渡辺公平 112 

4 5 1933 8 8 夏山の知識と技術 趣味篇 高山植物  編集部 115 

4 5 1933 8 8 紹介    116 

4 5 1933 8 8 各校の今夏の計画    117 

4 5 1933 8 8 アルピニズム・グループ    121 

4 6 1933 8 9 登山史上の人々（ジヨン・パーシー・フアーラー）  渡辺公平 8 

4 6 1933 8 9 登山文学のために  島田巽 14 

4 6 1933 8 9 シヨートスキーの形状について    17 

4 6 1933 8 9 山を讚へる  今日出海 18 

4 6 1933 8 9 低山趣味者の言分    20 

4 6 1933 8 9 大湯温泉と三人の女    20 



4 6 1933 8 9 香春岳破壊に対する反対運動    25 

4 6 1933 8 9 一つの収穫  小島六郎 26 

4 6 1933 8 9 じやがいもとえれべえた    29 

4 6 1933 8 9 利根水源の渓谷  河上寿雄 30 

4 6 1933 8 9 山岳写真雑感  佐々木信暲 34 

4 6 1933 8 9 小菅川より大菩薩峠ヘ  田部重治 36 

4 6 1933 8 9 山の音楽  塩入亀輔 38 

4 6 1933 8 9 日帰り登山    39 

4 6 1933 8 9 山の新刊書    49 

4 6 1933 8 9 赤石・悪沢・聖岳  塩見聖平 50 

4 6 1933 8 9 処女峰征服年代表    51 

4 6 1933 8 9 山の映画を語る  野村嚢一 54 

4 6 1933 8 9 登山用具を輸入した頃  西岡一雄 56 

4 6 1933 8 9 登山会の会報より    64 

4 6 1933 8 9 山の外国雑誌    67 

4 6 1933 8 9 九月・山の案内    68 

4 6 1933 8 9 ニュース    70 

4 6 1933 8 9 白馬から唐松岳    70 

4 6 1933 8 9 ロッグキヤビン    73 

4 6 1933 8 9 山岳小説 山  
シン・ジヨン・アーヴヰン（田

辺主計訳） 
74 

4 6 1933 8 9 執筆者の横顔    82 

4 6 1933 8 9 山想漫語  足立源一郎 （不明） 

4 7 1933 8 10 高瀬谷の登山路に就いて  冠松次郎 8 

4 7 1933 8 10 銀山平のキヤムプ    15 

4 7 1933 8 10 夏期集団登高  日本登高会 16 

4 7 1933 8 10 銀山平より奥日光まで  園田敏 22 

4 7 1933 8 10 読背の頁について    27 

4 7 1933 8 10 ロッグキャビン    27 

4 7 1933 8 10 山男印象記  萩原治郎 28 

4 7 1933 8 10 私の見たアルピニスト達  黒田初子 31 

4 7 1933 8 10 女流登山家を語る  小出武志 34 

4 7 1933 8 10 秋の秩父  原全教 37 

4 7 1933 8 10 秋の渓谷  塚本繁松 40 

4 7 1933 8 10 秋の山旅日記より  塩見聖平 50 

4 7 1933 8 10 秋山と酒と  小西民治 52 

4 7 1933 8 10 槍・穂高に初雪    54 

4 7 1933 8 10 上高地繁昌記  鈴木年男 57 

4 7 1933 8 10 山岳部を辞めた話  原田克行 57 

4 7 1933 8 10 乱暴な登山人    61 

4 7 1933 8 10 人物評論 浦松佐美さんの事  吉沢一郎 62 



4 7 1933 8 10 蛇を踏む  中村潤 62 

4 7 1933 8 10 誌上相談欄について    65 

4 7 1933 8 10 アルピニズム・グループ    65 

4 7 1933 8 10 浅間山系  丸山晩霞 66 

4 7 1933 8 10 登山界消息    66 

4 7 1933 8 10 山岳小説 山  
シン・ジヨン・アーヴヰン（田

辺主計訳） 
68 

4 7 1933 8 10 螕 結城哀草果 76 

4 7 1933 8 10 誌上相談  
渡辺公平・鈴木勇・小島六

郎 
78 

4 7 1933 8 10 秋と山の娘  今井徹郎 79 

4 7 1933 8 10 富士山繁昌記  河西三省 80 

4 7 1933 8 10 新刊紹介    81 

4 8 1933 8 11 山の危難  小野崎良三 6 

4 8 1933 8 11 上越の山の思ひ出  木暮理太郎 10 

4 8 1933 8 11 奥秩父の思ひ出  冠松次郎 12 

4 8 1933 8 11 日本南アルプスの思ひ出  中村清太郎 14 

4 8 1933 8 11 三段峡から十方ヘ  鎌田章平 16 

4 8 1933 8 11 朷秋、独りゆく  小池健夫 20 

4 8 1933 8 11 上高地よ何処へ  植須敦 20 

4 8 1933 8 11 晩秋の奥千丈と国師岳  水野行光 22 

4 8 1933 8 11 山の漫歩  今村信吉 26 

4 8 1933 8 11 香春岳に寄す  幸山荘主人 29 

4 8 1933 8 11 大ダルミ小屋回想記  今井徹郎 30 

4 8 1933 8 11 稜線散歩  丹羽正幸 32 

4 8 1933 8 11 山と仏教  蒼竜窟和向 36 

4 8 1933 8 11 山のごしつぷ    36 

4 8 1933 8 11 山岳死の統計的考察  瀬木三雄 38 

4 8 1933 8 11 志賀のさまよひ  岩倉彰宣 40 

4 8 1933 8 11 山を見て楽しむ  小西民治 49 

4 8 1933 8 11 明神越、足柄峠越    51 

4 8 1933 8 11 浅間山系  丸山晩霞 52 

4 8 1933 8 11 秋の針ノ木峠  丹伊田八郎 52 

4 8 1933 8 11 高嶺の俳句  若宮道夫 54 

4 8 1933 8 11 軍服登山  深田久弥 57 

4 8 1933 8 11 晩秋・新雪の週末登山  編集部 61 

4 8 1933 8 11 晩秋登山の服装と心得    62 

4 8 1933 8 11 秋の特別サービス列車案内    63 

4 8 1933 8 11 

日帰り・一泊の山旅 三ツ峠、大菩薩、武甲山、

蓼科山、霧ヶ峯、十ニケ岳、大岳山、丹沢山、箱

根、愛鷹山、妙高、神津牧場、鼻曲、浅間、妙

  64 



義、赤城、榛名、谷川岳、三国山、金精峠、八海

山。  

4 8 1933 8 11 

二泊・三泊の山旅 富士山、金峯山、乾徳山、将

監峠、十文字峠、甲武信岳、木曽御岳、岩菅山、

苗場山、渋峠越、雨飾山、両神山、鹿沢温泉、日

光白根、裏日光、那須岳、盤梯山、ハッ岳、上高

地、美ヶ原、乗鞍岳、木曽駒、甲斐駒、白馬岳、

蓬峠、魚沼三山、尾瀬沼、武尊山。  

  68 

4 8 1933 8 11 北海道 日帰り一泊    74 

4 8 1933 8 11 北海道 二泊三泊    75 

4 8 1933 8 11 アルピニズム・グループ    77 

4 8 1933 8 11 岩井又沢溯行（東北朝日）  阿部栄二 78 

4 8 1933 8 11 誌上相談欄に就いて    81 

4 8 1933 8 11 誌上相談  
小島六郎・鈴木勇・渡辺公

平 
82 

4 8 1933 8 11 執筆者紹介    84 

4 9 1933 8 12 ウイムパアの刻描せる日本風景  小島烏水 6 

4 9 1933 8 12 ニュース    10 

4 9 1933 8 12 冬の積丹岳  曽田起一郎 11 

4 9 1933 8 12 北欧スキー界雑感  栗谷川平五郎 12 

4 9 1933 8 12 欧洲に於ける学生スキー  各務良幸 16 

4 9 1933 8 12 甘利山スキー大会行  加賀爪鳳南 24 

4 9 1933 8 12 大山のプロフイール  月原俊二 27 

4 9 1933 8 12 積雪期の奥又白谷  松本高校山岳部 28 

4 9 1933 8 12 冬の尾瀬沼附近  尾瀬の会同人 31 

4 9 1933 8 12 大山の雪に入る  幸山荘主人 35 

4 9 1933 8 12 スキー場としての鹿沢温泉  丸山晩霞 40 

4 9 1933 8 12 関西スキー界の横顔  岩倉彰宣 40 

4 9 1933 8 12 本年度のスキー服装    43 

4 9 1933 8 12 女流スキー界展望  黒田米子 44 

4 9 1933 8 12 スキー界第一線の人々  馬場忠三郎 48 

4 9 1933 8 12 過ぎし雪の日記  月原俊二 53 

4 9 1933 8 12 スキー行進曲    55 

4 9 1933 8 12 冷泉小屋の或る夜  今井喜美子 56 

4 9 1933 8 12 笹・岩小屋・初冬  海野治良 58 

4 9 1933 8 12 スキー映画集    59 

4 9 1933 8 12 ワックス・テクニツク  中川新 60 

4 9 1933 8 12 スキーの準備と用具  渡辺公平・小島六郎 81 

4 9 1933 8 12 スキーの備装  三沢竜雄 87 

4 9 1933 8 12 スキーの技術解説  高橋平 91 



4 9 1933 8 12 スキーの唄    97 

4 9 1933 8 12 ランナーに対する注文  高橋昂 98 

4 9 1933 8 12 ジヤンプ苦言  会津三郎 101 

4 9 1933 8 12 ステツク・テクニツク  竹節作太 104 

4 9 1933 8 12 新刊紹介    106 

4 9 1933 8 12 奥千丈・国師より金峰山へ  水野行光 107 

4 9 1933 8 12 小出武志氏へ一言  中村テル 111 

4 9 1933 8 12 スキーの予備運動  手塚直次郎 112 

4 9 1933 8 12 誌上相談  小島・鈴木・渡辺 113 

4 9 1933 8 12 ロツグキヤビン  鷲尾政介・水原浩一郎 114 

4 9 1933 8 12 スキー場・スキー登山案内 東北地方のスキー場 アルピニズム同人 118 

4 9 1933 8 12 スキー場・スキー登山案内 北海道のスキー登山 アルピニズム同人 119 

4 9 1933 8 12 
スキー場・スキー登山案内 東海道線以西のスキ

ー場  
アルピニズム同人 120 

4 9 1933 8 12 
スキー場・スキー登山案内 上越・信越線のスキ

ー場  
アルピニズム同人 126 

4 9 1933 8 12 スキー場・スキー登山案内 中央線のスキー場  アルピニズム同人 129 

4 9 1933 8 12 スキー場・スキー登山案内 中国のスキー登山  アルピニズム同人 129 

4 9 1933 8 12 スキー場・スキー登山案内 中国のスキー場  アルピニズム同人 130 

4 9 1933 8 12 スキー場・スキー登山案内 九州のスキー場  アルピニズム同人 131 

4 9 1933 8 12 スキー場・スキー登山案内 奥日光のスキー場  アルピニズム同人 132 

4 9 1933 8 12 高山とスキーの医学  小島三郎 134 

5 1 1934 9 1 全国のスキーヤーに愬ふ（附、読者力ード）  岩崎四郎 1 

5 1 1934 9 1 渡欧学生スキー選手を送る（巻頭言）  河本禎助 5 

5 1 1934 9 1 雪質の研究  
ゲラルド・セリグマン（小島

三郎校閲） 
6 

5 1 1934 9 1 登山史上の人々（三） アルバート・スミス  渡辺公平 20 

5 1 1934 9 1 距離競争に於ける滑降技術  高橋次郎 24 

5 1 1934 9 1 アイゼンに就いて    27 

5 1 1934 9 1 山スキーの長さに就いて  宮崎武夫 28 

5 1 1934 9 1 山スキーに進む人へ  富田一露 28 

5 1 1934 9 1 登山とスキーに関する外国雑誌    32 

5 1 1934 9 1 甘利山と宇都宮のスキー場    33 

5 1 1934 9 1 奥武蔵スキー場印象記  塩見聖平 33 

5 1 1934 9 1 スキー・トレール  岩崎三郎 34 

5 1 1934 9 1 登山スキー界展望    37 

5 1 1934 9 1 スキー補助運動（グラビヤ参照）  泉掬次郎 38 

5 1 1934 9 1 初心者へのスキー技術解説  坂部護郎 42 

5 1 1934 9 1 スキー断片  川方哲二 51 

5 1 1934 9 1 山岳スキーの装備 防寒具に就いて    54 

5 1 1934 9 1 山岳スキーの装備 食糧に就いて    54 



5 1 1934 9 1 山岳スキーの装備 スキー・杖など    55 

5 1 1934 9 1 山岳スキーの装備 山に入るにあたつて    56 

5 1 1934 9 1 山岳スキーの装備 技術    57 

5 1 1934 9 1 山岳スキー地帯（沿線別）上越線に沿うて    59 

5 1 1934 9 1 
山岳スキー地帯（沿線別）中央線に沿うて（四ヶ

所）  
  78 

5 1 1934 9 1 
山岳スキー地帯（沿線別）東海道線に沿うて（六

ヶ所）  
  80 

5 1 1934 9 1 
山岳スキー地帯（沿線別）北陸線に沿うて（三ヶ

所）  
  84 

5 1 1934 9 1 
山岳スキー地帯（沿線別）山陰線に沿うて（十一

ヶ所）  
  86 

5 1 1934 9 1 
山岳スキー地帯（沿線別）磐城線に沿うて（六ヶ

所）  
  91 

5 1 1934 9 1 
山岳スキー地帯（沿線別）奥羽線に沿うて（四ヶ

所）  
  95 

5 1 1934 9 1 
山岳スキー地帯（沿線別）北海道の山々（八ヶ

所）  
  97 

5 1 1934 9 1 
第十回万国学生スキー大会 『渡欧選手にスキー

の秘訣を訊く』会  

小島三郎・三沢竜雄・栗山

魏・中川新・宮川恒夫・逸見

徳太・出口林次郎・清水麟

一・木越定彦 

110 

5 1 1934 9 1 私の秘訣  四ッ谷勇 126 

5 1 1934 9 1 スキー道徳？    128 

5 1 1934 9 1 ワックスに就いて  保科武雄 128 

5 1 1934 9 1 アイススケー卜の知識  柳沢敏文 130 

5 1 1934 9 1 『レーク・プラシッド』の思ひ出  飯田洋二 136 

5 1 1934 9 1 おきよ平小屋    137 

5 1 1934 9 1 今昔登山談義  喜田亮三郎 138 

5 1 1934 9 1 雪線愚語  高円寺信 143 

5 1 1934 9 1 
スキー場案内（北海道・東北・東京附近・中国・関

西・九州）  
  144 

5 1 1934 9 1 誌上相談    （不明） 

5 2 1934 9 2 登山史上の人々（四）  渡辺公平 6 

5 2 1934 9 2 「神々の御座」を想ふ  藤木九三 10 

5 2 1934 9 2 山を謳ふ  木島平次郎 13 

5 2 1934 9 2 すきい回想漫文  伊東虎夫 16 

5 2 1934 9 2 話題を拾ふ  小笠原勇八 20 

5 2 1934 9 2 温泉スキー場風景  高田茂 25 

5 2 1934 9 2 アルプススキーヤーの唄    27 

5 2 1934 9 2 スキー・トレール（下）  岩崎三郎 28 



5 2 1934 9 2 スキー登山界展望    33 

5 2 1934 9 2 山スキー用の締具に就いて  
ウエルネル・サルビスベル

グ（山屋三郎訳） 
34 

5 2 1934 9 2 スキーと杖との旅行用締具    40 

5 2 1934 9 2 ロールスキーを紹介する    41 

5 2 1934 9 2 世界スケート界に於ける日本の現状  交野政邁 46 

5 2 1934 9 2 スピードの技術解説  青木末弘 48 

5 2 1934 9 2 アイス・ホツケーの見方  手塚俊一 61 

5 2 1934 9 2 アメリカに於ける新ルールに就いて（ホッケー）  牧定夫 66 

5 2 1934 9 2 アイス・ホツケーに就いて  小西健一 70 

5 2 1934 9 2 スケート・ダンス  Ｔ・Ｄ・リチヤードソン 73 

5 2 1934 9 2 フイギユアーの秘訣  五代正友 77 

5 2 1934 9 2 フイギユアーに就いて  金子論吉 80 

5 2 1934 9 2 フイギユアー・スケーテイング講座  Ｈ・Ｒ・イグレシアス 84 

5 2 1934 9 2 スケート初心者の為めに（写真による）  丸尾新 98 

5 2 1934 9 2 フイギユアーの技術解説（写真による）  小林進 107 

5 2 1934 9 2 第九回学生氷上大会評（フィギユアー）  和田吉蔵 112 

5 2 1934 9 2 全日本フイギユアタ選手権評  小林進 114 

5 2 1934 9 2 雪艇愚語  河村真一郎 117 

5 2 1934 9 2 新刊紹介    120 

5 2 1934 9 2 読者諸兄に一言す  アルピニズム社同人 122 

5 2 1934 9 2 愛読者各位へ  岩崎四郎 123 

5 2 1934 9 2 執筆者紹介    124 

5 3 1934 9 3 山の遭難に就いて一つの提案  長谷川如是閑 58 

5 3 1934 9 3 今冬の遭難に就いて  出口林次郎 61 

5 3 1934 9 3 今冬の遭難に対する心理的考察  小島六郎 65 

5 3 1934 9 3 遭難の人的原因に就いて  小島三郎 68 

5 3 1934 9 3 登山戦術への思索  小笠原勇八 71 

5 3 1934 9 3 浅間遭難顛末記  佐竹元輔 78 

5 3 1934 9 3 三田姉妹の思ひ出  中村テル子 81 

5 3 1934 9 3 三田好子さんを憶ふ  黒田初子 84 

5 3 1934 9 3 三田さん姉妹を想ふ  蓮元緑 86 

5 3 1934 9 3 登山史上の人々（五） ジヤツク・バルマー  渡辺公平 88 

5 3 1934 9 3 ヒユッテ霧ヶ峯  永井義郎 93 

5 3 1934 9 3 スキー登山の手ほどき  Ｆ・Ｓ・スマイス 94 

5 3 1934 9 3 山の映画断想  袋一平 101 

5 3 1934 9 3 菅平と近代スキーヤー気質  塩見聖平 106 

5 3 1934 9 3 シーズン回顧  二十氏回答 106 

5 3 1934 9 3 山荘往来  幸山荘主人 109 

5 3 1934 9 3 スキー写真の撮り方  三浦寅吉 112 

5 3 1934 9 3 隠れたる神郷石打スキー場  本多道朋 114 



5 3 1934 9 3 高原山に新スキー場発見  谷川北雨 116 

5 3 1934 9 3 第一回全日本滑降レース大会に就いて  後藤幹次 118 

5 3 1934 9 3 スキー登山界展望    121 

5 3 1934 9 3 スキー礼讚  近藤浩一路 122 

5 3 1934 9 3 ALPEN・GROUP（読者の頁）    124 

5 3 1934 9 3 春の霧ヶ峯スキー・トレール  くりやがわ 130 

5 3 1934 9 3 春のスキー場案内  津田武臣 130 

5 3 1934 9 3 湯の香  岸田晃一 132 

5 3 1934 9 3 全日本学生スキー大会記録    136 

5 3 1934 9 3 明治神宮スキー競技大会記録    137 

5 3 1934 9 3 満鮮スケート行脚記  朝永実 138 

5 3 1934 9 3 新刊紹介    141 

5 3 1934 9 3 フイギユアー・スケーテイング講座（二）  Ｈ・Ｒ・イグレシアス 142 

5 3 1934 9 3 愛読者カードについて  岩崎四郎 147 

5 3 1934 9 3 愛読者カード発表（計九六五名）    147 

5 3 1934 9 3 大阪生に答ふ  岩崎生 150 

5 4 1934 9 4 スキー・シーズンを終へて山岳家に与ふ  宮崎武夫 6 

5 4 1934 9 4 会報より    10 

5 4 1934 9 4 スキー・シーズンを終へて  高橋健治 11 

5 4 1934 9 4 山登りの実証的一断面  今西錦司 15 

5 4 1934 9 4 中級山岳に於けるスキー術  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
18 

5 4 1934 9 4 海外スキー界漫談（一）    23 

5 4 1934 9 4 如是閑との登山昔話  河東碧梧桐 24 

5 4 1934 9 4 スキー・ツアーの新しいコース    27 

5 4 1934 9 4 菅平初見参  弓館小鰐 28 

5 4 1934 9 4 夏山三講（待機のアルプス）  小笠原勇八 31 

5 4 1934 9 4 第四回立山スキー講習会    33 

5 4 1934 9 4 峠と牧場  竹内隆 34 

5 4 1934 9 4 ヒマラヤに関する新著    36 

5 4 1934 9 4 ハイキングと低山特集    45 

5 4 1934 9 4 ワンダーフオーゲル運動  出口林次郎 46 

5 4 1934 9 4 低山趣味とハイキング私考  草場恒 52 

5 4 1934 9 4 ハイキング雑感  角田節夫 55 

5 4 1934 9 4 春と低山歩行の愉悦  今井徹郎 58 

5 4 1934 9 4 ハイキングに就て  森田寅次郎 61 

5 4 1934 9 4 ハイキングの服装に就て  中村貞治 63 

5 4 1934 9 4 秩父・和名倉山  町田立穂 66 

5 4 1934 9 4 秩父・雲取山のハイキング  福沢利男 69 

5 4 1934 9 4 東丹沢を中心としたハイキング・コース  伊藤祷一 73 

5 4 1934 9 4 水郷地方のハイキング  角川生 77 



5 4 1934 9 4 横浜中心のハイキング・コース  中井修二 78 

5 4 1934 9 4 高松山と奥武蔵の山々  神沢万吉 80 

5 4 1934 9 4 秩父中心のハイキング・コース  本多道朋 81 

5 4 1934 9 4 大阪中心の日帰り三名山  副田丘村 84 

5 4 1934 9 4 葛城山脈縦走路  荒尾善蔵 86 

5 4 1934 9 4 阪急沿線のハイキング・コース  Ｙ・Ｈ生 87 

5 4 1934 9 4 フイギユアー・スケーテイング講座（三）  Ｈ・Ｒ・イグレシアス 90 

5 4 1934 9 4 山のエンサイクロペヂア    96 

5 4 1934 9 4 ALPEN・GROUP（読者の頁）    98 

5 5 1934 9 5 欧洲アルプスの山岳遭難に就いて  瀬木三雄 6 

5 5 1934 9 5 早期登山に就いて  角田吉夫 11 

5 5 1934 9 5 五月の山を語る  小野崎良三 14 

5 5 1934 9 5 赤外線による山の撮影  柴崎高陽 19 

5 5 1934 9 5 山のニユース    20 

5 5 1934 9 5 山の持味を分析す（北アルプス三講）  小笠原勇八 22 

5 5 1934 9 5 五月の木曽駒三ノ沢  高橋敏三 26 

5 5 1934 9 5 国民新聞の「岳」新設    26 

5 5 1934 9 5 五月の低山歩き  小西民治 28 

5 5 1934 9 5 山の座談会  小西民治 29 

5 5 1934 9 5 五月の奥武蔵と奥多摩  磯山知治 31 

5 5 1934 9 5 五月の霧島山  深水積石 34 

5 5 1934 9 5 フライング・キロメーターに就いて  山屋三郎 45 

5 5 1934 9 5 思ひ出の谷川岳  神沢万吉 46 

5 5 1934 9 5 五月の山ところどころ  足立源一郎 46 

5 5 1934 9 5 あるぱいんです・あんど・ないつ  谷多津夫 49 

5 5 1934 9 5 霧の湯ノ沢峠  真船喜之助 49 

5 5 1934 9 5 五月の八ヶ岳  内藤八郎 54 

5 5 1934 9 5 木曽駒ヶ岳  谷博 55 

5 5 1934 9 5 五月の山旅四題  山本蒼天 58 

5 5 1934 9 5 山小屋生活  宇都宮嵩 60 

5 5 1934 9 5 思ひ出の燕行  四家文子 62 

5 5 1934 9 5 山の随想  結城哀草果 64 

5 5 1934 9 5 全日本滑降レース大会成績    68 

5 5 1934 9 5 中級山岳に於けるスキー術（二）  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
70 

5 5 1934 9 5 夏山準備三講（一）  海野治良 76 

5 5 1934 9 5 ALPEN・GROUP    81 

5 5 1934 9 5 ハイカー余談  Ｓ・Ｙ生 82 

5 5 1934 9 5 乗鞍岳への新コース  富田一露 83 

5 5 1934 9 5 早期登山漫談  麻生狸庵 85 

5 5 1934 9 5 房州のサンドスキーに就いて  田山次郎 86 



5 5 1934 9 5 雪の白砂山    87 

5 5 1934 9 5 煙草と酒と山と  石狩熊太郎 88 

5 5 1934 9 5 山岳会の会報より    89 

5 5 1934 9 5 山のエンサイクロペデイア  小笠原勇八 90 

5 5 1934 9 5 フイギユアー・スケーテイング講座（四）  Ｈ・Ｒ・イグレシアス 92 

5 5 1934 9 5 執筆者紹介    100 

5 6 1934 9 6 氷雪技術入門  高橋健治 6 

5 6 1934 9 6 岩登りの実際技術  船田三郎 12 

5 6 1934 9 6 準備運動管見  不愚庵 18 

5 6 1934 9 6 一二のザイルテクニツク  宇野光一 22 

5 6 1934 9 6 夏期婦人登山服装と準備  中村テル 24 

5 6 1934 9 6 夏山の身仕度  宮坂美代治 29 

5 6 1934 9 6 婦人の山登り心得  川森時子 30 

5 6 1934 9 6 登山用語辞典  編集部 35 

5 6 1934 9 6 夏山準備三講（二） 山道具選択のヒント  海野治良 39 

5 6 1934 9 6 北アルプス三講 遭難の実例とその避け方  小笠原勇八 45 

5 6 1934 9 6 地図の見方  三木秀夫 48 

5 6 1934 9 6 誌上相談    61 

5 6 1934 9 6 女性の岩登り注意  今井喜美子 62 

5 6 1934 9 6 山岳災害の原因とその予防・治療  篠井金吾 67 

5 6 1934 9 6 衂られた谷川岳滝沢を見る  小笠原勇八 71 

5 6 1934 9 6 尾根伝ひと谷歩き漫談  石狩熊太郎 74 

5 6 1934 9 6 日本山岳紀行  
ダグラス・Ｗ・フレツシフイル

ド 
77 

5 6 1934 9 6 如是閑との登山昔話（其の二）  河東碧梧桐 85 

5 6 1934 9 6 赤石岳より大井川上流ヘ  田中新平 85 

5 6 1934 9 6 前穂高・北尾根登攀の想ひ出  今井喜美子 90 

5 6 1934 9 6 薬師岳縦走  小高孝一 91 

5 6 1934 9 6 籠川入り信越国境尾根紀行  北野民夫 95 

5 6 1934 9 6 山、想ふまゝ  渡辺芙蓉 98 

5 6 1934 9 6 京大派の人々  児島勘次 100 

5 6 1934 9 6 会報だより    100 

5 6 1934 9 6 フイギユア・スケーテイング講座（５）  
Ｈ・Ｒ・イグレシアス（山屋三

郎訳） 
104 

5 6 1934 9 6 中級山岳に於けるスキー術（３）  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
111 

5 6 1934 9 6 執筆者紹介    115 

5 6 1934 9 6 岩登り絵解き  高山一郎 57・65 

5 7 1934 9 7 夏山に対する悩み  渡辺漸 6 

5 7 1934 9 7 気象の注意（一）  黒田正夫 10 

5 7 1934 9 7 山岳遭難の諸相  春日俊吉 14 



5 7 1934 9 7 登山と地形地質学入門  田中薫 18 

5 7 1934 9 7 ソンメルシーの知識とゲレンデの適地  伊藤耕一 20 

5 7 1934 9 7 尾瀬紀行  高田不二 22 

5 7 1934 9 7 白馬附近花園を巡る  塚本繁松 25 

5 7 1934 9 7 大雪山より石狩岳に登る  大貫十二 28 

5 7 1934 9 7 焼石岳より夏油へ  佐々木賢治 31 

5 7 1934 9 7 雨と霧の南アルプス  八木健次 35 

5 7 1934 9 7 稲名川より大日岳ヘ  村井栄一 38 

5 7 1934 9 7 釈迦岳より日本コバヘ  山田奈良雄 41 

5 7 1934 9 7 ある山の温泉にて  沢智子 44 

5 7 1934 9 7 夏登山に適する食糧  黒田米子 46 

5 7 1934 9 7 危なかつたこと  麻生武治 46 

5 7 1934 9 7 槍沢雪渓の失策  今井喜美子 47 

5 7 1934 9 7 芝生スキーと砂スキー  馬場忠三郎 48 

5 7 1934 9 7 鳥海山秘史  安斎徹 50 

5 7 1934 9 7 山の鳥の生活  中西悟堂 54 

5 7 1934 9 7 山麓に街頭に拾ふ  小島六郎 56 

5 7 1934 9 7 氷雪技術絵解き  高山一郎 58 

5 7 1934 9 7 岩登り用具（夏山準備三講）  海野治良 62 

5 7 1934 9 7 山のエンサイクロペヂア  小笠原勇八 66 

5 7 1934 9 7 雪の大興安嶺に参戦して  町田等 77 

5 7 1934 9 7 
マツターホーン映画撮影紀行 トレンカーを攀らせ

て  

セツプ・アルガイヤ（山屋三

郎訳） 
78 

5 7 1934 9 7 レース用スキーに依るアルプス・スピード縦走記  小笠原勇八 84 

5 7 1934 9 7 如是閑との登山昔話（三）  河東碧梧桐 86 

5 7 1934 9 7 高原にて  尾崎喜八 88 

5 7 1934 9 7 岩魚考  太田原芳治 91 

5 7 1934 9 7 上高地近代色  今井喜美子 91 

5 7 1934 9 7 雪線愚語  高円寺信 94 

5 7 1934 9 7 大井川奥の木樵小屋より  稲村英 94 

5 7 1934 9 7 富士見高原に憩ふ  川口俊男 97 

5 7 1934 9 7 関東登山家アラベスク  小島六郎 102 

5 7 1934 9 7 明眸・山の娘  小西民治 104 

5 7 1934 9 7 インチキ登山家を語る  坂部護郎 106 

5 7 1934 9 7 山小屋生活の為めに  今井徹郎 110 

5 7 1934 9 7 渓谷秘境案内こ  平賀文男 114 

5 7 1934 9 7 山気分の温泉場  茂木槙雄 117 

5 7 1934 9 7 静かな山案内  石狩熊太郎 121 

5 7 1934 9 7 キヤンプ生活とキヤンプ地案内  中村貞二 125 

5 7 1934 9 7 高原生活案内  山村大二郎 129 

5 7 1934 9 7 最も興味ある縦走路案内 北アルプス  鈴木勇 134 



5 7 1934 9 7 
最も興味ある縦走路案内 中・南アルプス・上越・

秩父  
編集部 135 

5 7 1934 9 7 女性のための日帰へりコース  中村テル 139 

5 7 1934 9 7 高山蝶と高山植物を尋ねて  間岸茂一 141 

5 7 1934 9 7 岩登り案内  小川登美夫 147 

5 7 1934 9 7 夏山登山案内集（登山組合レポ）  編集部 150 

5 7 1934 9 7 中級山岳スキー術  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
158 

5 7 1934 9 7 万国学生スキー大会より帰りて  宮川恒夫 166 

5 7 1934 9 7 高篠山より武甲山ヘ  福沢利男 176 

5 7 1934 9 7 雲霧と谷川岳  伊藤黄 176 

5 7 1934 9 7 滝子山縦走記  山中善行 178 

5 8 1934 9 8 全国山岳連盟を提唱す  小島六郎 14 

5 8 1934 9 8 岩登りの初歩技術  ジヨウヂ・アブラハム 18 

5 8 1934 9 8 穂高屏風岩行  長谷川幸雄 24 

5 8 1934 9 8 幽の沢と小穂口沢  島田哲治 27 

5 8 1934 9 8 鈴鹿山脈竜ヶ岳  山田奈良雄 29 

5 8 1934 9 8 裏駒ヶ岳の魅力  藤平長蔵 31 

5 8 1934 9 8 甲斐小泉より権現岳に登る  塩見聖平 33 

5 8 1934 9 8 スヰス・アルペン・クラブの新設スキー小屋  小沢省三 36 

5 8 1934 9 8 星行・山行  野尻抱影 38 

5 8 1934 9 8 各大学夏山登山計画    38 

5 8 1934 9 8 湖沼学の話  田中阿歌麿 42 

5 8 1934 9 8 お花畑と岩壁の花  間岸茂一 44 

5 8 1934 9 8 夏山登山案内集（二）  編集部 46 

5 8 1934 9 8 新刊読後感  べるく生 52 

5 8 1934 9 8 鉄道省公表北アルプス山小尾案内賃調    53 

5 8 1934 9 8 山靴・舶来品時代  立上秀二 54 

5 8 1934 9 8 気象学（二）  黒田正夫 56 

5 8 1934 9 8 アルペングループ    61 

5 8 1934 9 8 案内者と共に  茨木猪之吉 62 

5 8 1934 9 8 谷川岳華やかならざりし頃  渡辺公平 66 

5 8 1934 9 8 南アルプス・ガイド気質  細井吉造 66 

5 8 1934 9 8 登山家アラベスク  小出武志 68 

5 8 1934 9 8 山で拾ふ珍味  波伊綿九 70 

5 8 1934 9 8 夏山と缶詰料理  須柄晴 70 

5 8 1934 9 8 山のニユース  編集部 74 

5 8 1934 9 8 山岳小説 行動  
シ・イ・モンタギユ（田辺太

一郎訳） 
76 

5 8 1934 9 8 女性登山者のために  山根貞江 80 

5 8 1934 9 8 黒部下廊下  石部暎子 82 



5 8 1934 9 8 残雪の谷川岳の思ひ出  渡辺よし子 86 

5 8 1934 9 8 思ひ出のキヤンプ  大道玲子 88 

5 8 1934 9 8 飛弾高山から焼ヶ岳へ  福田英子 89 

5 8 1934 9 8 赤石岳より塩見岳へ遊ぶ  湯浅文江 92 

5 8 1934 9 8 執筆者紹介    95 

5 8 1934 9 8 過去の夏山雑感  山村大二郎 96 

5 8 1934 9 8 山のジヤーナリズム批判  野口五郎 100 

5 8 1934 9 8 夏の白峰行  小林清孝 103 

5 8 1934 9 8 槍沢雪渓の失策  向林藤蔵 104 

5 8 1934 9 8 山域三十山に就いて  松井憲一郎 105 

5 8 1934 9 8 カツプに関する考察  伊藤黄 106 

5 8 1934 9 8 米・独のハイキング  山崎孝一 107 

5 8 1934 9 8 総合山岳スキー術  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
109 

5 8 1934 9 8 フイギユアースケーテイング講座  
Ｈ・Ｒ・イグレシアス（山屋三

郎訳） 
112 

5 9 1934 9 9 現代の精神生活と山岳美  辻荘一 6 

5 9 1934 9 9 集団登高の統制と精神  小野崎良三 10 

5 9 1934 9 9 黒部の秘境を探る  片岡彦一郎 12 

5 9 1934 9 9 北国の牧場  沢山登 15 

5 9 1934 9 9 盛夏山想  三田幸夫 17 

5 9 1934 9 9 「須原」に寄す  山下一夫 20 

5 9 1934 9 9 奥利根の姉弟  谷川徹 20 

5 9 1934 9 9 山への音楽（上）  三木秀夫 22 

5 9 1934 9 9 荒沼キヤンプ詠  結城哀草果 26 

5 9 1934 9 9 鳳凰山の神鏡と伝説  加賀爪鳳南 28 

5 9 1934 9 9 局所的高原の思出  安斎徹 30 

5 9 1934 9 9 仏法僧を聴く  太田原芳治 33 

5 9 1934 9 9 日本アルプスと国際観光  細井吉造 36 

5 9 1934 9 9 岳壇四重奏  森昭二 38 

5 9 1934 9 9 山のアフォリズム  高須茂 38 

5 9 1934 9 9 ドイツ・ヒマラヤ遠征隊の惨劇  田辺主計 41 

5 9 1934 9 9 山岳随想  Ｇ・Ｗ・ヤング（磯部和助訳） 42 

5 9 1934 9 9 山小屋に就いての座談会  飯野香（司会） 46 

5 9 1934 9 9 一ノ倉沢  山口清秀 57 

5 9 1934 9 9 幽ノ沢  中村治夫 60 

5 9 1934 9 9 マチガ沢  九法好太郎 62 

5 9 1934 9 9 谷川岳南面の登攀路  九法好太郎・杉本光作 62 

5 9 1934 9 9 赤谷川  杉本光作 67 

5 9 1934 9 9 谷川岳附近の地質  山下一夫 68 

5 9 1934 9 9 初心者向一般コース  岩崎健造 70 



5 9 1934 9 9 芝倉沢・西黒沢  岩崎健造 71 

5 9 1934 9 9 谷川岳の岩場  田名部繁 72 

5 9 1934 9 9 谷川岳の植物景観  志村烏嶺 76 

5 9 1934 9 9 耳二つ（谷川岳）の山名に就いて  角田吉夫 78 

5 9 1934 9 9 万太郎谷  角田吉夫 78 

5 9 1934 9 9 山岳小説 行動（二）  
シ・イ・モンタギユ（田辺太

一郎訳） 
81 

5 9 1934 9 9 想ひ出の山々  西岡郁子 86 

5 9 1934 9 9 執筆者紹介    86 

5 9 1934 9 9 とりとめも無く  四家文子 88 

5 9 1934 9 9 会報便り    89 

5 9 1934 9 9 雨の山  蓮元緑 90 

5 9 1934 9 9 をりをり草  黒田米子 92 

5 9 1934 9 9 増水と南の谿  伊藤黄 95 

5 9 1934 9 9 赤石山脈天幕旅行  小泉隆 96 

5 9 1934 9 9 槍穂高飛弾側登山口に就いて  向林藤蔵 98 

5 9 1934 9 9 藤原岳と多志田谷  山田奈良雄 99 

5 9 1934 9 9 総合山岳スキー術（五）  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
101 

5 10 1934 9 10 岩登り個人型  水野祥太郎 6 

5 10 1934 9 10 台湾の印象  伊藤秀五郎 10 

5 10 1934 9 10 上越の山と温泉  阿部一美 15 

5 10 1934 9 10 小さな出来事  麻生武治 16 

5 10 1934 9 10 山への音楽（下）  三木秀夫 18 

5 10 1934 9 10 仏法僧を聴かず  平賀文男 22 

5 10 1934 9 10 南アルプス山塊の獣を語る  今井徹郎 24 

5 10 1934 9 10 秋・岩尾根ワンデルング  上田徹雄 28 

5 10 1934 9 10 清水街道に就いて  本多道明 31 

5 10 1934 9 10 奥穂高行  渡辺よし子 32 

5 10 1934 9 10 アマ？プロ？  麻生武治 34 

5 10 1934 9 10 執筆者紹介    34 

5 10 1934 9 10 冬山のトレーニングとしてのサンドスキーの知識  村井栄一 36 

5 10 1934 9 10 山のニユース    39 

5 10 1934 9 10 総合山岳スキー術（七）  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
39 

5 10 1934 9 10 山の国産映画  織内信彦 43 

5 10 1934 9 10 会報便り    43 

5 10 1934 9 10 山で遇つた人々  米山達雄 46 

5 10 1934 9 10 北岳集中登攀の収穫  内藤八郎 48 

5 10 1934 9 10 秋の山旅案内（東京附近）  福沢利男 57 

5 10 1934 9 10 紅葉の秩父の山旅  清水大典 58 



5 10 1934 9 10 

全国秋の山旅とハイキングコース案内 東京鉄道

局・大阪鉄道局・名古屋鉄道局・門司鉄道局・仙

台鉄道局・札幌鉄道局選定コース 上信国境・伊

香保・捧名山・伊豆温泉・奥日光ハイキング・武蔵

野電車沿線・五日市鉄道・南海電車沿線  

編集部 60 

5 10 1934 9 10 ワンダフオーゲルの発展性  出口林次郎 74 

5 10 1934 9 10 秋の登山とハイキングに就いて  中村貞治 76 

5 10 1934 9 10 秋の神津牧場より黒滝山ヘ  神沢万吉 78 

5 10 1934 9 10 上越の山々  岩崎健造 80 

5 10 1934 9 10 南駒三十六峰八千渓  小泉雁 81 

5 10 1934 9 10 秋色の日光の山々  藤平長蔵 82 

5 10 1934 9 10 奥武蔵高原  紀埜生 84 

5 10 1934 9 10 山岳小説 行動（三）  
シ・イ・モンタギユ（田辺太

一郎訳） 
90 

5 10 1934 9 10 南アルプス・稜線漫歩  
細井吉造・渡辺公平・須藤

宣之助・山下一夫 
96 

5 11 1934 9 11 雪質の変化（一）  黒田正夫 6 

5 11 1934 9 11 氷雪技術手引き  麻生武治 12 

5 11 1934 9 11 新雪譜  細井吉造 16 

5 11 1934 9 11 北アルプス断調  袋葉那子 16 

5 11 1934 9 11 ゲレンデスキーより山スキーヘ  村井栄一 18 

5 11 1934 9 11 単杖時代の伊吹山  江西山人 22 

5 11 1934 9 11 スキー写真スナツプの秘鍵  柴崎高陽 26 

5 11 1934 9 11 冬の山とスキー  黒田米子 30 

5 11 1934 9 11 冬山覚書  中村テル 32 

5 11 1934 9 11 中級山岳スキー術（八）  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
34 

5 11 1934 9 11 登山に用ひられる蝋燭についての一考察  飯野香 38 

5 11 1934 9 11 ピツケル・アイゼンの知識とその製作工程  和久田弘一 38 

5 11 1934 9 11 スキーの準備  海野治良 40 

5 11 1934 9 11 杖の技術  竹節作太 57 

5 11 1934 9 11 ジヤンプ台建設に関する私見  秋野武夫 60 

5 11 1934 9 11 スキー合宿の指導方針  長島春雄 62 

5 11 1934 9 11 会報便り（一）    65 

5 11 1934 9 11 初心者スキー練習の課程─コーチ走り書  山口幸一 66 

5 11 1934 9 11 会報便り（二）    71 

5 11 1934 9 11 ワツクスの体験を語る  太田原芳治 72 

5 11 1934 9 11 房総の岩和田サンドスキー場を語る  本多道明 72 

5 11 1934 9 11 ブツク・レヴユウ    75 

5 11 1934 9 11 岳人の一茶西岡さんの「泉を聴く」を読んで  三木秀夫 80 

5 11 1934 9 11 執筆者紹介（一）    80 



5 11 1934 9 11 雲滝峡の変貌（一）  高須茂 82 

5 11 1934 9 11 富士見野の秋  稲村英 84 

5 11 1934 9 11 山岳記事の過失  甲斐駒之助 86 

5 11 1934 9 11 非常時と山  郷逸吾 88 

5 11 1934 9 11 スキー体操  斎藤由理男 89 

5 11 1934 9 11 飛騨西霧野スキー場を推す  向林藤蔵 90 

5 11 1934 9 11 執筆者紹介（二）    91 

5 11 1934 9 11 雪の乗鞍を越えて  朝戸友秀 92 

5 11 1934 9 11 赤石の石室のことなど  島田生 94 

5 11 1934 9 11 巌冬の富士山  折元成翁 97 

5 11 1934 9 11 山の歌五つ  岩井尊人 99 

5 11 1934 9 11 会報便り（三）    99 

5 11 1934 9 11 ニュース    64・83 

5 12 1934 9 12 冬山回想  舟田三郎 10 

5 12 1934 9 12 地図アラベスク  藤木九三 14 

5 12 1934 9 12 雪質の変化（二）  黒田正夫 16 

5 12 1934 9 12 会報便り    19 

5 12 1934 9 12 独語  田部重治 20 

5 12 1934 9 12 高山本線初乗記  石狩熊太郎 20 

5 12 1934 9 12 音痴譜  西岡一雄 21 

5 12 1934 9 12 椚一郎君のスキー  高橋文太郎 23 

5 12 1934 9 12 「山岳展覧会」記  朝戸友秀 24 

5 12 1934 9 12 スキー藤原  川崎精雄 25 

5 12 1934 9 12 三田さんのこと  今日出雄 27 

5 12 1934 9 12 久住の山岳美  丸山晩霞 28 

5 12 1934 9 12 初心者への─スキー基本技術解説  高橋平 30 

5 12 1934 9 12 一九三五年スキー競技会の展望  中川新 34 

5 12 1934 9 12 山岳スキー・テクニツク入門  馬場忠三郎 36 

5 12 1934 9 12 デイスタンスレースを志ざす者の為めに（一）  岩崎三郎 41 

5 12 1934 9 12 樺太の競技界とスキー場を語る  岡田宣一 44 

5 12 1934 9 12 スキーの指導理論と方法  長田進 47 

5 12 1934 9 12 執筆者紹介    51 

5 12 1934 9 12 雪の写真の現像処理（一）  柴崎高陽 58 

5 12 1934 9 12 スキー準備運動  泉掬二郎 62 

5 12 1934 9 12 女性スキー地心得帖  今井喜美子 64 

5 12 1934 9 12 冬期の浅間山 冬期登山ルートと遭難の再検討  藤田信道 66 

5 12 1934 9 12 ブツク・レヴユウ    70 

5 12 1934 9 12 滑痕の告白  椹島聖太郎 72 

5 12 1934 9 12 冬の山旅日記より  沢智子 74 

5 12 1934 9 12 富士のある風景  磯部杳披 76 

5 12 1934 9 12 総合山岳スキー術（九） 冬季に於ける高級アル アーノルド・ラン（太田原芳 78 



プス  治訳） 

5 12 1934 9 12 雲竜峡の変貌（二）  高須茂 82 

5 12 1934 9 12 東京中心の中級山岳スキー地  河上寿雄 84 

5 12 1934 9 12 初心者に手頃な代表的スキー場  山下一夫 90 

5 12 1934 9 12 山岳スキー地としての東北の山々  後藤幹次 94 

5 12 1934 9 12 奥日光のスキー地  町田立穂 100 

5 12 1934 9 12 志賀高原のスキー・ツアー  富田一露 104 

5 12 1934 9 12 飛騨のスキー場  向林藤蔵・朝戸友秀 107 

5 12 1934 9 12 関西のシー・ハイキング  朝史門 108 

5 12 1934 9 12 スキー地としての鈴鹿連峰  山田奈良雄 113 

5 12 1934 9 12 富士山麓を主とした甲斐のスキー場  中島英雄 114 

5 12 1934 9 12 北海道の山岳スキー地  石橋恭一郎 116 

6 1 1935 10 1 
第四回国際スキー・オリンピツク大会を目前にし

て  
広田戸七郎 1 

6 1 1935 10 1 冬の日  吉田絃二郎 20 

6 1 1935 10 1 今シーズンのプラン  

麻生武治・深田久弥・立上

秀二・河上寿雄・山口季次

郎・黒田正夫・黒田初子・失

島幸助・中村テル・蓮元縁

子・大木千枝子・四家文子・

高橋健治・水野祥太郎・斎

藤由理男・鈴木勇・高橋次

郎・田口一郎・吉沢一郎・藤

田信道・坂部護郎・三木秀

夫・岩崎三郎・菅沼達太郎・

村井栄一・高橋平・長田進・

沢智子・中川新・渡辺公平 

20 

6 1 1935 10 1 山岳漫談  河東碧梧桐 21 

6 1 1935 10 1 冬の三日月  野尻抱影 25 

6 1 1935 10 1 日記より  茨木猪之吉 26 

6 1 1935 10 1 山の丹那  結城哀草果 28 

6 1 1935 10 1 登山家諸君  額田敏 30 

6 1 1935 10 1 雪質の変化（三）  黒田正夫 38 

6 1 1935 10 1 スキー技術練習上の二・三の注意  須藤宜之助 42 

6 1 1935 10 1 スキー上手へた  中野生 44 

6 1 1935 10 1 雪崩を警告する植物群  石内直太郎 46 

6 1 1935 10 1 上越雪艇漫言  東条小二郎 48 

6 1 1935 10 1 ヘプリー氏に狐狩スキー競技を聴く    52 

6 1 1935 10 1 山岳写真講座（二）雪の写真の現像処理  柴崎高陽 54 

6 1 1935 10 1 ウインナの平和 ビンデイング論争物語  渡辺公平 58 

6 1 1935 10 1 ワツクスの知識と塗蝋の秘訣  三沢竜雄 60 



6 1 1935 10 1 スキー用具と服装の選択  小笠原正明 61 

6 1 1935 10 1 京大白頭山攻撃計画発表    64 

6 1 1935 10 1 ウインター・スポーツと災害  篠井金吾 78 

6 1 1935 10 1 ブツクレヴユウ    85 

6 1 1935 10 1 執筆者紹介    85 

6 1 1935 10 1 ジヤーナリズムと登山界  小島六郎 86 

6 1 1935 10 1 山に想ふ  荒井道太郎 86 

6 1 1935 10 1 スキー製作研究座談会    90 

6 1 1935 10 1 雪山及び氷上の技術  
Ｊ・Ｄ・アブラハム（森賢一

訳） 
96 

6 1 1935 10 1 スキー夜話  西岡郁子 100 

6 1 1935 10 1 死の暁  黒田正夫 102 

6 1 1935 10 1 野鳥の声  中西悟堂 126 

6 1 1935 10 1 冬の遠山川より聖・兎・大沢岳縦走記  村井栄一 130 

6 1 1935 10 1 怒りつこなし  戸村あい子 134 

6 1 1935 10 1 ある時のグループ  四家文子 137 

6 1 1935 10 1 シー・ハイルの歌  福田ゆたか 137 

6 1 1935 10 1 ガルミツシユ・パルテンキルヘン    138 

6 1 1935 10 1 総合山岳スキー術（九）  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
140 

6 1 1935 10 1 雪の蓼科・霧ヶ峯（案内）  朝史門 144 

6 1 1935 10 1 奥武蔵スキー場と冬のハイキング座談会    149 

6 1 1935 10 1 初心者に手頃なスキー場案内（二）  山下一夫 153 

6 1 1935 10 1 スキーのニユース    154 

6 1 1935 10 1 関西のシー・ハイキング（二）  朝史門 154 

6 2 1935 10 2 日本スキー競技会への回顧と将来への希望  大野精七 8 

6 2 1935 10 2 登山に就いて  出口林次郎 10 

6 2 1935 10 2 一九三四年山岳遭難の回顧  瀬木三雄 12 

6 2 1935 10 2 雪質の変化（四）  黒田正夫 18 

6 2 1935 10 2 スキー雑感  斎藤由理男 22 

6 2 1935 10 2 ジヤンパーヘの提唱  四ッ谷勇 26 

6 2 1935 10 2 スキーの廻転理論  岡田宜一 28 

6 2 1935 10 2 オスローにヘルセツト中尉を訪ふ  大島清子 30 

6 2 1935 10 2 会報便り    32 

6 2 1935 10 2 山岳写真講座（三）微細粒子現像法の実状  柴崎高陽 34 

6 2 1935 10 2 スキー宣伝時代去る  細井吉造 36 

6 2 1935 10 2 道後山スキー場の感想  吉沢一郎 38 

6 2 1935 10 2 霧ヶ峰スキー夜話  河西紫湖 40 

6 2 1935 10 2 総合山岳スキー術（十一）  
アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
44 

6 2 1935 10 2 全日本学生スキー大会の概況と成績    49 



6 2 1935 10 2 冬の野反池  立上秀二 58 

6 2 1935 10 2 鹿沢だより  深田久弥 61 

6 2 1935 10 2 富士見野を繞る山々（一）  矢島幸助 64 

6 2 1935 10 2 冷沢の小舎と正月の鹿島槍ヶ岳  福田雄 68 

6 2 1935 10 2 私の山のグループを語る（二）  明峰山岳会 78 

6 2 1935 10 2 元旦富士行  大木千枝子 80 

6 2 1935 10 2 奥武蔵の冬  小野崎良三 82 

6 2 1935 10 2 雪山及氷上の技術（二）  
Ｊ・Ｄ・アブラハム（森賢一

訳） 
84 

6 2 1935 10 2 二股スキー場初見参記  細根英雄 88 

6 2 1935 10 2 童心  春日俊吉 90 

6 2 1935 10 2 暗鬼  高須茂 96 

6 2 1935 10 2 迷行  袋一平 100 

6 2 1935 10 2 猟人の山旅  石内直太郎 102 

6 2 1935 10 2 冬の伊吹山登頂  山田奈良雄 104 

6 2 1935 10 2 京都北山スキールー卜  松井憲一郎 106 

6 2 1935 10 2 冬の高岳集中登山  
折元成夫・中根稔・山口健

次 
108 

6 2 1935 10 2 執筆者紹介    112 

6 2 1935 10 2 スキーニュース   48・105 

6 3 1935 10 3 雪質の変化（五）登山への応用  黒田正夫 6 

6 3 1935 10 3 スキー蝋の話  木村愿 10 

6 3 1935 10 3 雪艇行路難  長島春雄 14 

6 3 1935 10 3 
山岳写真講座 デセンシタイザーを用いる現像処

理（四）  
柴崎高陽 18 

6 3 1935 10 3 上信のスキー旅  山形美代子 20 

6 3 1935 10 3 渋沢の一軒家  小池文雄 22 

6 3 1935 10 3 西伊豆の山と富士  塚本繁松 24 

6 3 1935 10 3 雪の焚火  川崎精雄 27 

6 3 1935 10 3 横向と沼尻の思ひ出  島田哲治 29 

6 3 1935 10 3 ある山の三月  黒田米子 32 

6 3 1935 10 3 スキーの廻転原理（二）  岡田冝一 36 

6 3 1935 10 3 山男と死（新刊読後感）    37 

6 3 1935 10 3 スキーコース指導標私見  朝史門 38 

6 3 1935 10 3 
総合山岳スキー術 高級アルプスの春及び夏ス

キー 十二  

アーノルド・ラン（太田原芳

治訳） 
38 

6 3 1935 10 3 BOOK MOUNTAINEER  諏訪多栄蔵 42 

6 3 1935 10 3 或る抗議書  菅忠雄 44 

6 3 1935 10 3 第十三回全日本スキー選手権大会を終へて  山口幸一 46 

6 3 1935 10 3 全日本スキー選手権大会の成績と概評    48 

6 3 1935 10 3 エヴェレスト登攀隊送信網配置図    56 



6 3 1935 10 3 登山とスキーの会    57 

6 3 1935 10 3 富士見野を繞る山々の中より（二） 八ヶ岳  矢鳥幸助 62 

6 3 1935 10 3 大倉山より短スキーで宝川を下る  本間正雄 68 

6 3 1935 10 3 積雪期の武雄山  得田甚次 71 

6 3 1935 10 3 冬の鉢伏山  河西紫湖 75 

6 3 1935 10 3 冬山としての御岳  風間真一 78 

6 3 1935 10 3 富士山頂のスキー  広瀬潔 83 

6 3 1935 10 3 猟人の山旅（二）  石内直太郎 85 

6 3 1935 10 3 吹雪の七ッ小屋山遭難記  増田通衛 87 

6 3 1935 10 3 A Nous La Liberte  木島平治郎 92 

6 3 1935 10 3 二つの文章から  小島六郎 96 

6 3 1935 10 3 権威あらしめよ！雪だより  笹田寅二郎 98 

6 3 1935 10 3 山のブックレヴュウ    98 

6 3 1935 10 3 二月の山の雑誌を読む  春日俊吉 100 

6 3 1935 10 3 スキー・ニュース    102 

6 3 1935 10 3 私の山のグループ 私たちのこと  沢智子 104 

6 3 1935 10 3 私の山のグループ 南嶺会  鈴木喜太郎 106 

6 3 1935 10 3 私の山のグループ 郷土の岳人  長谷川みね子 106 

6 3 1935 10 3 小さな雪山の旅  稲村英 108 

6 3 1935 10 3 乗鞍岳飛騨側  京屋雄蔵 110 

6 3 1935 10 3 鉢伏牧場と氷ノ山  
山田奈良雄・吉村一男・川

内正巳 
112 

6 3 1935 10 3 会報便り    117 

6 3 1935 10 3 執筆者紹介    119 

6 3 1935 10 3 編集後記    119 

6 4 1935 10 4 
レコードから見た吾国競技スキー界の国際的位

置  
木原均 6 

6 4 1935 10 4 山の旋律  兼常清佐 10 

6 4 1935 10 4 春雪崩の前兆  高橋喜平 14 

6 4 1935 10 4 白頭山遠征隊の新装備品に就いて  海野治良 16 

6 4 1935 10 4 スキー登山・ツアーに関して忘れられたる注意  関本庄三郎 18 

6 4 1935 10 4 今年度のスキー競技会を省みて  栗谷川平五郎 20 

6 4 1935 10 4 
総合山岳スキー術十三 高級アルプスの春及び

夏スキー（前承）  
アーノルド・ラン 22 

6 4 1935 10 4 山岳写真講座五 定着・水洗及び乾燥  柴崎高陽 26 

6 4 1935 10 4 スキー・コーチ日誌  今井喜美子 29 

6 4 1935 10 4 外客誘数と国際スキー場  田誠 32 

6 4 1935 10 4 九重山彙の山旅（九州）  竹内亮 34 

6 4 1935 10 4 春の尾瀬を巡る山々  八島稔 38 

6 4 1935 10 4 三峯・雲取の春の山旅  上田武 40 

6 4 1935 10 4 山陰の山旅（中国）  君野君山 41 



6 4 1935 10 4 大菩薩峠今昔雑記  益田勝利 46 

6 4 1935 10 4 推薦したい春のスキー・ツアーコース  山村大二郎 50 

6 4 1935 10 4 観音森・四月のスキーツアー（東北）  畠中善弥 52 

6 4 1935 10 4 上越の春の雪山を尋ねて  吉田元 54 

6 4 1935 10 4 春の蓬峠越え  向山止朗 57 

6 4 1935 10 4 武尊山の春  青山英二 59 

6 4 1935 10 4 カレッヂセクション 吾が旅行部寸史  成蹊不言会旅行部 62 

6 4 1935 10 4 私の山のグループ 南アルプスの猛者連  加賀爪鳳南 64 

6 4 1935 10 4 守山  矢田津世子 66 

6 4 1935 10 4 ブツクレヴユウ    66 

6 4 1935 10 4 代議士のアルプス観  甲斐駒之助 68 

6 4 1935 10 4 スキーヤーの遭難  島田哲治 68 

6 4 1935 10 4 スキー佳話二題  飯山雪雄 69 

6 4 1935 10 4 携帯食量・燃料及び防寒被服に就いて  井舟静水 70 

6 4 1935 10 4 スキー・ニュース    70 

6 4 1935 10 4 発哺温泉夜話  金原健児 72 

6 4 1935 10 4 簡単なる地図の読方（－）  鈴木三郎 75 

6 4 1935 10 4 登山とスキーの会    77 

6 4 1935 10 4 春の妙高外輪の雪庇  石内直太郎 78 

6 4 1935 10 4 乗鞍冷泉合宿記  簑口治信 80 

6 4 1935 10 4 山岳小説 明滅  河津静重 82 

6 4 1935 10 4 全国山岳会バッヂ集（一）    84 

6 4 1935 10 4 会報便り    89 

6 4 1935 10 4 吉野群山（関西）  三木秀夫 90 

6 4 1935 10 4 ハイキングの社会的意義  打木村治 90 

6 4 1935 10 4 高見山登行（関西）  奥嶺平 92 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 六

甲山ハイキング・コース 六甲山鉄道  
編集部 95 

6 4 1935 10 4 丹波高原（関西）  森本次男 96 

6 4 1935 10 4 大群・加入道・春の山旅  中村貞治 100 

6 4 1935 10 4 丹沢山塊・四月の山旅  小川良爾 102 

6 4 1935 10 4 焼山峠と長城山附近  小林義正 104 

6 4 1935 10 4 妙義山を覗く  佐藤好二郎 106 

6 4 1935 10 4 大阪を中心とするハイキングの新コース  副田丘村 108 

6 4 1935 10 4 鹿沢から菅平高原へ  大金酉蔵 110 

6 4 1935 10 4 富士山麓のハイキング  吉田信章 111 

6 4 1935 10 4 上信国境ハイキング  内田毅 112 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 奥

武蔵野の新コース 武蔵野電鉄  
編集部 113 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 大

阪鉄道局ハイキング・コース案内  
編集部 114 



6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 神

山駒ヶ岳縦走コース 箱根鉄道  
編集部 117 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 山

の湯温泉と登山 三重鉄道  
編集部 117 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 東

京鉄道局ハイキング・コース案内  
編集部 118 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 仙

台鉄道局ハイキング・コース案内  
編集部 120 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 名

古屋鉄道局ハイキング・コース案内  
編集部 121 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 札

幌鉄道局ハイキング・コース案内  
編集部 122 

6 4 1935 10 4 
全国各鉄道当局発表ハイキングと山旅コース 札

幌鉄道局春の山旅コース案内  
編集部 124 

6 4 1935 10 4 執筆者紹介    126 

6 4 1935 10 4 編集後記    126 

6 5 1935 10 5 Petit Oabane 小山小屋提唱  森本次男 6 

6 5 1935 10 5 蓼科山荘  三木秀夫 10 

6 5 1935 10 5 山岳写真講座六 密着印画のテクニック  柴崎高陽 14 

6 5 1935 10 5 登山者の為の簡単なる地図の読み方（二）  鈴木三郎 16 

6 5 1935 10 5 南アルプス概念図    21 

6 5 1935 10 5 積雪期の南アルプス  湯浅巌 22 

6 5 1935 10 5 南アルプスの高山蝶  渡正監 28 

6 5 1935 10 5 遠山川西沢より西沢岳へ  喜多恒男 30 

6 5 1935 10 5 南アルプスの特殊な菊科植物  北村四郎 34 

6 5 1935 10 5 拓け行く南アルプス  細井吉造 36 

6 5 1935 10 5 南アルプスの登山者に関する統計  鈴木喜太郎 38 

6 5 1935 10 5 北岳は白根山か白峰山か（一）  今井徹郎 40 

6 5 1935 10 5 日本アルプス改名反対論  市倉徳三郎 44 

6 5 1935 10 5 尾白川渓谷から甲斐駒へ  内山敏男 44 

6 5 1935 10 5 地蔵仏の魅力  三井松子 45 

6 5 1935 10 5 赤石岳と聖岳  渡辺公平 46 

6 5 1935 10 5 甲信新道開削遺聞  松下胤実 50 

6 5 1935 10 5 南アルプス高地帯のフロラ  山下一夫 54 

6 5 1935 10 5 山・寄せ書  加賀爪鳳南 56 

6 5 1935 10 5 大武川・仙丈岳・白峯三山  片岡竜一 58 

6 5 1935 10 5 島帽子岳と日向山  小林源亮 60 

6 5 1935 10 5 甘利山紀行  野沢三枝子 60 

6 5 1935 10 5 南アルプス登山案内  編集部 62 

6 5 1935 10 5 孝謙天皇奈良田御遷座私考（一）  小屋忠子 68 

6 5 1935 10 5 大井川の水源  中村貞治 70 



6 5 1935 10 5 塩見岳の印象  甲斐駒之助 74 

6 5 1935 10 5 大井川山林の伐材  山村大二郎 76 

6 5 1935 10 5 櫛形山の四季  高山不知男 76 

6 5 1935 10 5 南アの思ひ出  山田とし子 77 

6 5 1935 10 5 春の甲斐駒とドンドコ沢  中村テル 78 

6 5 1935 10 5 山梨県夏季集落地の気象  密田新太郎 82 

6 5 1935 10 5 山岳小説 明滅  河津静重 89 

6 5 1935 10 5 奥武蔵二題  伊藤喜久男 92 

6 5 1935 10 5 スキー・コーチの思ひ出  青木美代 92 

6 5 1935 10 5 雁戸から蔵王へ  村岡弘市 96 

6 5 1935 10 5 湯元を中心とした春の山旅 佐野喜三郎 98 

6 5 1935 10 5 奥比良の谷  大橋秀一郎 101 

6 5 1935 10 5 凉ミヶ原と蛇谷ヶ峰  三宅弘 102 

6 5 1935 10 5 八丁平と芦火谷  松井憲一郎 103 

6 5 1935 10 5 春の武奈岳  大儀実 104 

6 5 1935 10 5 大阪南部春の山旅  浩峰生 105 

6 5 1935 10 5 山・人・文章  高須茂 108 

6 5 1935 10 5 カレッヂセクション 早大山岳部  和田一男 110 

6 5 1935 10 5 私たちの山のグループ 山男  朝戸友秀 112 

6 5 1935 10 5 会報便り  Ｈ・Ｎ生 114 

6 5 1935 10 5 全国登山団体報告（二）  編集部 114 

6 5 1935 10 5 全国登山団体バッヂ集（一）  編集部 115 

6 5 1935 10 5 ALPEN GROUP（投書欄）    116 

6 5 1935 10 5 編集後記    118 

6 5 1935 10 5 執筆者紹介    118 

6 6 1935 10 6 山でうたふ歌のこと  辻荘一 8 

6 6 1935 10 6 五月の白峰行  矢島幸助 12 

6 6 1935 10 6 遠山渓谷と其の山々（一）  村井栄一 16 

6 6 1935 10 6 山の端の星  野尻抱影 20 

6 6 1935 10 6 新緑の山魚  佐藤惣之助 22 

6 6 1935 10 6 山の花  木島平治郎 24 

6 6 1935 10 6 アルプスの春  
アーノルド・ラン（大田原芳

治訳） 
28 

6 6 1935 10 6 山岳図書展を観て  荒井道太郎 32 

6 6 1935 10 6 男らしい作法 「ブロケンの怪」に題す  小島六郎 34 

6 6 1935 10 6 山の雑談  大島静重 36 

6 6 1935 10 6 山椒魚・蝮・バンドリ  福田雄 36 

6 6 1935 10 6 山男の型さまざま  島田哲治 41 

6 6 1935 10 6 南アルプス高地帯のフロラ（二）  山下一夫 46 

6 6 1935 10 6 山岳写真講座七 雪の写真の現像処理  柴崎高陽 50 

6 6 1935 10 6 夏スキーのことども  馬場忠三郎 57 



6 6 1935 10 6 沢歩きＡＢＣ  渡辺公平 60 

6 6 1935 10 6 夏の雪渓上の注意  鈴木勇 62 

6 6 1935 10 6 登山キャンピングＡＢＣ  川森時子 66 

6 6 1935 10 6 岩登り術の原則と実際に就いて  長島春雄 68 

6 6 1935 10 6 山の傾斜を地図から求むる一方法  木暮俊夫 72 

6 6 1935 10 6 岩登り絵解き  海野治良・岩谷三郎 74 

6 6 1935 10 6 岩登初心者の陥り易い欠点  光岡清 78 

6 6 1935 10 6 地図の読み方と方角の知り方  逗加利二 81 

6 6 1935 10 6 北岳は白根か白峰か（二）  今井徹郎 82 

6 6 1935 10 6 四国の夏山  北川淳一郎 88 

6 6 1935 10 6 谷川岳にエーデルワイスを訪ふ  渡辺滉 90 

6 6 1935 10 6 九州岩登ジグザツグ  月原俊二 92 

6 6 1935 10 6 渓谷の早瀬に高山魚を追ふ  鈴木魚心 94 

6 6 1935 10 6 夢の山々  朝史門（あさ・しもん） 96 

6 6 1935 10 6 大和竜門ヶ岳連峯  仲西政一郎 102 

6 6 1935 10 6 緑濃き摂北の山を行く  西本栄一 102 

6 6 1935 10 6 忘られた峠・丘・谷  高橋敏三 103 

6 6 1935 10 6 山小舎日誌  登山とスキーの会 104 

6 6 1935 10 6 孝謙天皇奈良田御遷座私考（二）  小屋忠子 105 

6 6 1935 10 6 アルプス初期の登山家ショイヒツエル  
アール・デ・ピア（平山静雄

訳） 
108 

6 6 1935 10 6 山岳ニュース  編集部 112 

6 6 1935 10 6 会報便り  春岳坊生 114 

6 6 1935 10 6 
私の山のグループ 手前共は新店で 登歩渓流

会 
九法好太郎 116 

6 6 1935 10 6 私の山のグループ 山の仲よし十六むさし  春日俊吉 118 

6 6 1935 10 6 全国登山団体紹介（二）  編集部 120 

6 6 1935 10 6 全国登山団体バッヂ集（三）  編集部 121 

6 6 1935 10 6 山の温泉 東北仙台鉄道局提供  編集部 122 

6 6 1935 10 6 開西のハイキング・コース 大阪鉄道局提供  編集部 122 

6 6 1935 10 6 アルペングループ（読者投稿）    124 

6 6 1935 10 6 執筆者紹介    126 

6 6 1935 10 6 編集後記    126 

6 6 1935 10 6 読後感用紙    127 

6 7 1935 10 7 佐伯宗作君を悼む  藤木九三 10 

6 7 1935 10 7 
岩登りに於ける突発事故に対する応急処置に就

いて  
田中薫 16 

6 7 1935 10 7 夏山活用法  小島六郎 20 

6 7 1935 10 7 夏の富士見高原  藤沢桓夫 22 

6 7 1935 10 7 四十年目の笠ヶ岳－夏山随想  浦口文治 24 

6 7 1935 10 7 山の回想一つ二つ  高田不二 30 



6 7 1935 10 7 北アルプス絵の旅   林唯一 34 

6 7 1935 10 7 山のブツクレヴュー    39 

6 7 1935 10 7 山と文学  金原健児 40 

6 7 1935 10 7 蔵王火口湖お釜を探るの記  安斎徹 42 

6 7 1935 10 7 初夏の蔵王山  土居光知 46 

6 7 1935 10 7 高山植物雑爼  熊沢正夫 50 

6 7 1935 10 7 山と植物  広瀬錦一 54 

6 7 1935 10 7 雪線愚語  高円寺信 56 

6 7 1935 10 7 除霞客とその遊記に就いて  高須茂 59 

6 7 1935 10 7 夏の低山岳歩き  森本次男 62 

6 7 1935 10 7 孝謙天皇奈良田御遷座私考（三）  小屋忠子 66 

6 7 1935 10 7 イワナ・魚女釣の知識（一）  鈴木魚心 70 

6 7 1935 10 7 山の映画・金の氷河  地上映画社 81 

6 7 1935 10 7 私の推奨し度い山々  大平晟 82 

6 7 1935 10 7 朝日岳と飯豊山  後藤幹次 84 

6 7 1935 10 7 
東北地方北部の山々 岩手山・岩木山・恐山・早

池峰山  
上関光三 88 

6 7 1935 10 7 栗駒山紀行  中川千代子 92 

6 7 1935 10 7 会員通信    95 

6 7 1935 10 7 秩父の全貌  原全教 96 

6 7 1935 10 7 夏の八ヶ岳連峰  茂木繁美 102 

6 7 1935 10 7 八甲田山を語る  小笠原松次郎 106 

6 7 1935 10 7 日高山脈の渓谷  山口健児 110 

6 7 1935 10 7 遠山川渓谷とその山々（二）  村井栄一 114 

6 7 1935 10 7 大和アルプス・下多古谷  鈴木克英 118 

6 7 1935 10 7 大阪東部国境の山々  仲西政一郎 120 

6 7 1935 10 7 樺太の夏山に就いて  柏村迷舟 122 

6 7 1935 10 7 山小舎日誌    127 

6 7 1935 10 7 夏山案内集 編集部 128 

6 7 1935 10 7 海外新刊山岳書点描  植草彦次郎 132 

6 7 1935 10 7 山岳ニュース    134 

6 7 1935 10 7 会報便り    136 

6 7 1935 10 7 全国登山団体紹介（三）    138 

6 7 1935 10 7 登山団体バッヂ集（四）    139 

6 7 1935 10 7 アルパイン・グループ    140 

6 7 1935 10 7 編集後記    142 

6 7 1935 10 7 執筆者紹介    142 

6 7 1935 10 7 全国山岳連盟結成賛否論  各登山団体 40・113 

6 7 1935 10 7 
夏山のプラン・推薦し難い処・昨夏の想ひ出・近

ごろの感想  
山岳人の回答 56・109 

6 8 1935 10 8 雪とスキーの物理的研究方法（一）  中谷宇吉郎 6 



6 8 1935 10 8 アリューシャンをおもふ  舘脇操 10 

6 8 1935 10 8 遠景写真の話  須賀太郎 14 

6 8 1935 10 8 アルプスの星＝エーデルワイス雑記＝  山下一夫 18 

6 8 1935 10 8 山の子供達  高橋喜平 22 

6 8 1935 10 8 山の湯  細田源吉 24 

6 8 1935 10 8 剣岳へ登る  小泉隆 24 

6 8 1935 10 8 雨の後立山  甲斐まつ子 28 

6 8 1935 10 8 日本アルプスのサンマーフェライン  ネリ・ウェーゲリン 30 

6 8 1935 10 8 高原感傷調  朝史門 36 

6 8 1935 10 8 会員通信    39 

6 8 1935 10 8 夏山女学生登山  藤山快隆 40 

6 8 1935 10 8 西股の新設桜島小舎  秋山幹夫 45 

6 8 1935 10 8 白馬行の想ひ出  三浦ハル 46 

6 8 1935 10 8 北アルプス断章  今井喜美子 48 

6 8 1935 10 8 甲斐駒ヶ岳の印象  西岡秀雄 52 

6 8 1935 10 8 谷・谷渉き  冠松次郎 58 

6 8 1935 10 8 越百川  黒田正夫 62 

6 8 1935 10 8 黒部の秘渓を探る  片岡彦一郎 66 

6 8 1935 10 8 山への割引運賃一覧表    71 

6 8 1935 10 8 柳又谷溯行日記より  石部暎子 72 

6 8 1935 10 8 赤薙沢と野呂川  小林秀二 76 

6 8 1935 10 8 大井川渓谷談  平賀文男 78 

6 8 1935 10 8 大武川溯行の記  田村袈裟一 83 

6 8 1935 10 8 白峰北沢想ひ出の一片  細井吉造 84 

6 8 1935 10 8 聖沢溯行  石間信夫 86 

6 8 1935 10 8 赤石沢を溯る  桜木省吾 88 

6 8 1935 10 8 遠山渓谷とその山々（三）  村井栄一 90 

6 8 1935 10 8 赤谷溯行伯母子岳へ  上善孝太郎 94 

6 8 1935 10 8 金剛山脈の沢渉き  仲西政一郎 98 

6 8 1935 10 8 渓流釣コース案内  佐藤垢石 100 

6 8 1935 10 8 イワナ・山女魚釣の知識（二）  鈴木魚心 106 

6 8 1935 10 8 夏山案内集（二）  編集部 110 

6 8 1935 10 8 海外新刊山岳書点描  植草彦次郎 116 

6 8 1935 10 8 全国登山団体紹介（四）    122 

6 8 1935 10 8 全国登山団体バッチ集（五）    123 

6 8 1935 10 8 アルパイン・グループ    124 

6 8 1935 10 8 執筆者紹介    126 

6 8 1935 10 8 編集後記    126 

6 8 1935 10 8 読後感用紙    127 

6 8 1935 10 8 中国の名峡三段峡  松本郁夫 
109・

125 



6 8 1935 10 8 学校山岳部の夏山プラン    17・48 

6 8 1935 10 8 山岳ニュース    61・118 

6 9 1935 10 9 雪とスキーの物理的研究方法（二）  中谷宇吉郎 6 

6 9 1935 10 9 海外新刊山岳書点描（三）  植草彦次郎 12 

6 9 1935 10 9 日本固有の登山術  榎谷徹蔵 14 

6 9 1935 10 9 山岳部室の夢  原田克行 14 

6 9 1935 10 9 雲表縦走を贖む  山下一夫 19 

6 9 1935 10 9 今年・夏山に拾ふ  小島六郎 20 

6 9 1935 10 9 少年登山家其の他  黒部六郎 24 

6 9 1935 10 9 美ヶ原にて  黒田米子 26 

6 9 1935 10 9 彼の女の山ごよみ  四家文子 28 

6 9 1935 10 9 登山家の食料と飲料  三木秀夫 30 

6 9 1935 10 9 山の遭難  額田敏 34 

6 9 1935 10 9 南アルプスへの苦言  関根昌一 34 

6 9 1935 10 9 北岳草を世に出す迄  清水基夫 36 

6 9 1935 10 9 同じ山へ登る心  吉野幸三 39 

6 9 1935 10 9 千島の山  渡辺公平 40 

6 9 1935 10 9 日高六点鐘  細井吉造 44 

6 9 1935 10 9 餓鬼岳とそれを繞る二つの渓谷  是永俊子・葉山佐久子 48 

6 9 1935 10 9 わが友ヒマラヤを語る  春日俊吉 50 

6 9 1935 10 9 登る！  風間真一 58 

6 9 1935 10 9 新雪  大島静重 64 

6 9 1935 10 9 風  鈴木巳之路 70 

6 9 1935 10 9 柳沢川に沿ふて  無名人 70 

6 9 1935 10 9 晩夏の木曽駒に登る  田中君江 72 

6 9 1935 10 9 山の自由  加賀爪鳳南 74 

6 9 1935 10 9 ドーレの上に（「スイスからの手紙」から抜粋） 
ヨハン・ヴォルフガング・フォ

ン・ゲーテ・草光実（訳） 
76 

6 9 1935 10 9 伯耆大山の四季  平木健 78 

6 9 1935 10 9 白山行  朝戸友秀 84 

6 9 1935 10 9 甲斐駒を想ふ  椹島聖太郎 88 

6 9 1935 10 9 椹島素描  秋山幹夫 90 

6 9 1935 10 9 八ヶ岳文章  森本次男 92 

6 9 1935 10 9 イワナ・山魚女釣の知識（三）  鈴木魚心 100 

6 9 1935 10 9 続・渓流釣コース  佐藤垢石 104 

6 9 1935 10 9 私の山のグループ 山岳文学の旗の下に  鈴木美乃 107 

6 9 1935 10 9 私の山のグループ エンヂニヤーの山仲間  山田奈良雄 108 

6 9 1935 10 9 私の山のグループ 淡い思ひ出  玉川速夫 109 

6 9 1935 10 9 会報便り    112 

6 9 1935 10 9 全国登山団体紹介（五）    114 

6 9 1935 10 9 全国登山団体バッチ集（六）    115 



6 9 1935 10 9 アルパイン・グループ    116 

6 9 1935 10 9 執筆者紹介    118 

6 9 1935 10 9 編集後記    118 

6 9 1935 10 9 山岳ニュース    87・110 

6 10 1935 10 10 グランド・ジョラス北壁の登攀  フランツ・シュミツト 6 

6 10 1935 10 10 風景と計画精神  勝本清一郎 12 

6 10 1935 10 10 北の風影  坂本直行 16 

6 10 1935 10 10 平湯  本間乙彦 17 

6 10 1935 10 10 信濃路の秋  茨木猪之吉 18 

6 10 1935 10 10 山の湯  松本昇 20 

6 10 1935 10 10 岳のみえる窓から  江馬修 24 

6 10 1935 10 10 雨の上高地  吉村冬彦 28 

6 10 1935 10 10 ニュースの二重焼・黒部六郎氏に送る  若林微子 28 

6 10 1935 10 10 ピッケルの話  海野治良 33 

6 10 1935 10 10 碧霄漫言  麻生武治 36 

6 10 1935 10 10 けものみち忘想  磯部杳坡 40 

6 10 1935 10 10 山のつれづれ  平林武夫 42 

6 10 1935 10 10 高原雑考  早川義郎 44 

6 10 1935 10 10 穂高遭難のことども  向林藤蔵 44 

6 10 1935 10 10 山の歌・山の拙咏  三浦圭三 46 

6 10 1935 10 10 登山に於ける栄養と熱量  三木秀夫 50 

6 10 1935 10 10 高山帯の秋色  田辺和雄 56 

6 10 1935 10 10 山の写真成功の秘訣  福島信之助 60 

6 10 1935 10 10 山の歌・選と解説（一）  辻荘一 64 

6 10 1935 10 10 イワナ・山魚女釣の知識（四）  鈴木魚心 66 

6 10 1935 10 10 山窩小説 山の人々  椋鳩十 74 

6 10 1935 10 10 神秘の山を繞りて（一）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
78 

6 10 1935 10 10 「開東岳聯」後日談  長島春雄 82 

6 10 1935 10 10 大手前高女生 烏帽子・槍・穂高縦走記  
橋本雅・藤村知佐子・金沢

照・坂本寛子 
86 

6 10 1935 10 10 千刈水原池畔を巡る  山田奈良雄 92 

6 10 1935 10 10 南アルプス・雨の旅  黒田初子 94 

6 10 1935 10 10 山岳ニュース    99 

6 10 1935 10 10 山旅便り─白馬・志賀高原より  志摩美子 100 

6 10 1935 10 10 細根英雄君を悼む  渡辺公平 105 

6 10 1935 10 10 山よせめて亡骸なりと  春日俊吉 106 

6 10 1935 10 10 夏山旅話集への抗議書  錦織宗寿 108 

6 10 1935 10 10 越後の山の秋  藤島玄 112 

6 10 1935 10 10 秋の谷川岳と写真  袋一平 118 

6 10 1935 10 10 婦人とハイキング  川方哲二 120 



6 10 1935 10 10 富士見野日記  小野光子 124 

6 10 1935 10 10 山の湯ところどころ  原実 126 

6 10 1935 10 10 会報便り    128 

6 10 1935 10 10 全国登山団体紹介（六）    130 

6 10 1935 10 10 全国登山団体バッヂ集（七）    131 

6 10 1935 10 10 アルパイン・グループ（読者投稿）    132 

6 10 1935 10 10 執筆者紹介    134 

6 10 1935 10 10 編集後記    134 

6 10 1935 10 10 読後感用紙    135 

6 11 1935 10 11 雪質と崩雪  平田徳太郎 6 

6 11 1935 10 11 アールベルグスキー術の要領とその基礎訓練  斎藤由理男 10 

6 11 1935 10 11 山の隣人を読む  山下一夫 14 

6 11 1935 10 11 海外新刊山岳書点描（四）  植草彦次郎 16 

6 11 1935 10 11 制動廻転の理論と実際  永井義郎 18 

6 11 1935 10 11 その後の伊藤秀五郎氏  磯部杳坡 21 

6 11 1935 10 11 半制動から制動廻転迄  須藤宣之助 22 

6 11 1935 10 11 クリスチャニヤ誌上コーチ  長田進 26 

6 11 1935 10 11 登山とスキーの会懇親会記    28 

6 11 1935 10 11 スキー・シーズンに備へる  鈴木勇 29 

6 11 1935 10 11 スキー競技の解説  吉岡竜太郎 32 

6 11 1935 10 11 登山とスキー臨時増刊・銀嶺の魅惑    39 

6 11 1935 10 11 スキー飛躍の常識  四ッ谷勇 40 

6 11 1935 10 11 スキー地旅館評判記  緑川秋峰 42 

6 11 1935 10 11 尾瀬の秋旅  江崎輝一郎 43 

6 11 1935 10 11 スキー術入門  宮川恒雄 44 

6 11 1935 10 11 スキーをお初めになる方へ  岡田冝一 48 

6 11 1935 10 11 女性スキー入門心得  今井喜美子 50 

6 11 1935 10 11 スキーと女性  西岡郁子 52 

6 11 1935 10 11 私の山のグループを語る 気を新にして  大儀実 54 

6 11 1935 10 11 スキー・ワックス  輪楠作蔵 56 

6 11 1935 10 11 スキーの登高法  伊藤耕一 59 

6 11 1935 10 11 スキー用具講（一）  海野治良 62 

6 11 1935 10 11 スキーの服装  三沢竜雄 66 

6 11 1935 10 11 スキー・びつこ宣伝  細井吉造 73 

6 11 1935 10 11 スキー術の根本問題  
アマンスハウゼル（東京ス

キー研究会訳 
76 

6 11 1935 10 11 山の歌・選と解説（二）  辻荘一 82 

6 11 1935 10 11 登山と予備食料  三木秀夫 84 

6 11 1935 10 11 山とスキーのニュース    89 

6 11 1935 10 11 神秘の山を繞りて（二）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
90 



6 11 1935 10 11 雪の山・撮影の秘訣  柴崎高陽 94 

6 11 1935 10 11 小型スキー映画の撮影  塚本閤治 98 

6 11 1935 10 11 小樽のスキー地帯  坂江善治 102 

6 11 1935 10 11 スキー小旅の想ひ出  松木喜之七 106 

6 11 1935 10 11 厳冬の針ノ木・立山越え  加藤文太郎 110 

6 11 1935 10 11 シー・ゲレンデ・唐松岳八方尾根  平野勲 116 

6 11 1935 10 11 広島県山岳スキー場展望  月原俊二 118 

6 11 1935 10 11 イワナ・山女魚釣の知識（五）  鈴木魚心 120 

6 11 1935 10 11 スキーのトレーニングとしての奥多摩紀行  清水麟一 122 

6 11 1935 10 11 京阪紳の秋山  富田一路 124 

6 11 1935 10 11 会報便り    126 

6 11 1935 10 11 全国登山団体紹介（七）    128 

6 11 1935 10 11 全国登山団体バッヂ集（八）    129 

6 11 1935 10 11 アルパイン・グループ    130 

6 11 1935 10 11 執筆者紹介    134 

6 11 1935 10 11 編集後記    134 

6 11 1935 10 11 読後感用紙    135 

6 13 1935 10 12 
プフルーク滑降とプフルーク回転─スキー術の根

本問題─  

アマンスハウゼル（東京ス

キー研究会訳 
8 

6 13 1935 10 12 銀嶺の魅惑 登山とスキー臨時増刊    15 

6 13 1935 10 12 山頂  小山東一 16 

6 13 1935 10 12 高橋健治氏著・スキーテクニック  海野治良 19 

6 13 1935 10 12 神秘の山を繞りて（三）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
20 

6 13 1935 10 12 山の歌・選と解説（三）  辻荘一 24 

6 13 1935 10 12 北の国の冬  上西清治 26 

6 13 1935 10 12 シュテム・クリスチァニア（一）  岡田冝一 28 

6 13 1935 10 12 宙返りスキー術  横山隆策 32 

6 13 1935 10 12 スキー地旅館評判記（二）  緑川秋峰 34 

6 13 1935 10 12 奥飛騨のスキー処女地  ＴＯＭＡ 35 

6 13 1935 10 12 スキー用具講（二）  海野治良 36 

6 13 1935 10 12 岩肌と雪の魅惑  作田喜代子 38 

6 13 1935 10 12 オリムピックスキー団の横顔  山口幸一 40 

6 13 1935 10 12 オリムピックヘの覚悟－耐久選手として－  但野寛 42 

6 13 1935 10 12 私の山のグループ ペンギン鳥の足どり  村崎勝行 42 

6 13 1935 10 12 スキー材と材の乾燥  長田進 44 

6 13 1935 10 12 岩場の遭難の一つの型  春日俊吉 48 

6 13 1935 10 12 私の山のグループ 機で織り出す山仲間  真船喜之助 50 

6 13 1935 10 12 スキーこぼれ話  島田哲治 58 

6 13 1935 10 12 イワナ・山女魚釣の知識（六）  鈴木魚心 60 

6 13 1935 10 12 新刊山岳スキー書点描（五）  植草彦次郎 62 



6 13 1935 10 12 霧ヶ峰の新スキー・トレール・二コース  岩崎三郎 66 

6 13 1935 10 12 名古屋地方のスキー場  吉野正一 68 

6 13 1935 10 12 上越国境のスキー・ツアー・コース  石川淳一 70 

6 13 1935 10 12 木曽御岳のスキー場  浦沢富意知 74 

6 13 1935 10 12 南アルプスのスキー地帯  鈴木喜太郎 78 

6 13 1935 10 12 霊峰須賀ノ山─氷ノ山改名問題  山根辰治 78 

6 13 1935 10 12 初心者よなげく勿れ  是永俊子 81 

6 13 1935 10 12 草津野反方面のツアー・コース  吉田元 82 

6 13 1935 10 12 守門・大湯附近のツアー・コース  大平提司 84 

6 13 1935 10 12 鹿沢・菅平中心のツアー・コース  小池文雄 86 

6 13 1935 10 12 志賀高原のスキー・ツアー・コース  有賀盆郎 92 

6 13 1935 10 12 飛騨のスキー場  向林藤蔵 95 

6 13 1935 10 12 雪の丹波高原  森本次男 96 

6 13 1935 10 12 奥日光のスキー・ツアー・コース  安野盛三郎 100 

6 13 1935 10 12 スキー四年生の感想  出口敬亭 102 

6 13 1935 10 12 全国スキー場案内  編集部 105 

6 13 1935 10 12 山岳・スキニュース    122 

6 13 1935 10 12 アルパイングループ    124 

6 13 1935 10 12 執筆者紹介    126 

6 13 1935 10 12 編集後記    126 

6 13 1935 10 12 読後感用紙    127 

7 1 1936 11 1 巻頭言    8 

7 1 1936 11 1 スキー技術あれこれ  高橋健治 12 

7 1 1936 11 1 山のブックレヴュー  山下一夫 17 

7 1 1936 11 1 シュテム・クリスチァニア（二）  岡田冝一 18 

7 1 1936 11 1 スキー用皮革の知識  黄金井正 27 

7 1 1936 11 1 遠征の食糧問題  加納一郎 28 

7 1 1936 11 1 登山家よ何処へ行く  西岡一雄 30 

7 1 1936 11 1 凍死の予防と非常携帯品  瀬木三雄 32 

7 1 1936 11 1 上層雪崩とその廻避法  高橋喜平 34 

7 1 1936 11 1 氷雪技術私見  四谷竜胤 36 

7 1 1936 11 1 所謂登山人とは  春日俊吉 38 

7 1 1936 11 1 雪国の印象  伊藤整 50 

7 1 1936 11 1 武蔵風土記に見る数馬温泉に就いて  島田誠 50 

7 1 1936 11 1 立山スキー行  高橋正夫 55 

7 1 1936 11 1 雪山とスキー  久野豊彦 56 

7 1 1936 11 1 登山の想ひ出  辻二郎 61 

7 1 1936 11 1 冬の山村に居て  結城哀草果 64 

7 1 1936 11 1 雑記帳より  中川善之助 66 

7 1 1936 11 1 SCHNEE BLIND  八幡黎二 70 

7 1 1936 11 1 スキー用語解説  長田進 74 



7 1 1936 11 1 山の十字軍を起せ  渡辺公平 74 

7 1 1936 11 1 九州の山の冬  竹内亮 76 

7 1 1936 11 1 登山専用短スキー小論  村井栄一 78 

7 1 1936 11 1 涸沢下り  落合三郎 80 

7 1 1936 11 1 スキー・コーチャーの立場から  緒方直光 82 

7 1 1936 11 1 ゲレンデ・スキーヤーに呼びかける  野崎疆 84 

7 1 1936 11 1 遭難回顧  笹井忠寿 84 

7 1 1936 11 1 冬期登山の常識  加藤文太郎 86 

7 1 1936 11 1 冬期オリムピツク競技場の印象  麻生武治 88 

7 1 1936 11 1 山小屋の星  野尻抱影 92 

7 1 1936 11 1 厳冬の幌登山征頂記  柏村迷舟 102 

7 1 1936 11 1 東鉄のスキー地割引  編集部 108 

7 1 1936 11 1 冬期の伯耆大山北壁  勝間健之助 110 

7 1 1936 11 1 森堅一君を悼む  渡辺公平 113 

7 1 1936 11 1 山陽・山陰のスキー旅  月原俊二 114 

7 1 1936 11 1 木馬寸考  岸本高一 120 

7 1 1936 11 1 国際スキー場を洗ふ  白野銀太郎 122 

7 1 1936 11 1 山田温泉スキー場  角田節夫 122 

7 1 1936 11 1 最後の山々  
Ｆ・Ｓ・コープランド（由紀能

子訳） 
126 

7 1 1936 11 1 海外新刊山岳書点描（六）  植草彦次郎 130 

7 1 1936 11 1 山岳・スキー・ニュース    132 

7 1 1936 11 1 アルパイン・グループ    134 

7 1 1936 11 1 会報便り    136 

7 1 1936 11 1 執筆者紹介    138 

7 1 1936 11 1 編集後記    138 

7 1 1936 11 1 読後感用紙    139 

7 2 1936 11 2 単独登山  船田三郎 6 

7 2 1936 11 2 スキー材の研究  森三郎 8 

7 2 1936 11 2 スキー場風景 生沢朗 13 

7 2 1936 11 2 私有スキー小舎の一例  中野誠一 15 

7 2 1936 11 2 スキー廻転の指導案  岡田冝一 18 

7 2 1936 11 2 二つの疑問  立上秀二 22 

7 2 1936 11 2 スキー地旅館評判記（三）  緑川秋峰 22 

7 2 1936 11 2 広角レンズの新技法  判武三 26 

7 2 1936 11 2 山のブックレヴュー  Ｙ・ＰＩＮ 29 

7 2 1936 11 2 山の歌・選と解説  辻荘一 30 

7 2 1936 11 2 蔵王の高湯から  黒田米子 32 

7 2 1936 11 2 アルプス文学より 石一郎 32 

7 2 1936 11 2 遭難を巡る感想二つ  小島六郎 36 

7 2 1936 11 2 山のドン・キホーテ  春日俊吉 38 



7 2 1936 11 2 Scrap Book の放言  甲斐駒之助 40 

7 2 1936 11 2 熊を狩る雪国の山郷  安斎徹 42 

7 2 1936 11 2 コンバインド・スキーに就いて  立松秀夫 50 

7 2 1936 11 2 愛とスキー術  歌原雪子 58 

7 2 1936 11 2 霧の流れ  勝間健之助 58 

7 2 1936 11 2 御岳中之小舎  中村テル 64 

7 2 1936 11 2 雪幻  川原実 68 

7 2 1936 11 2 三城牧場の正月  渡辺公平・細井吉造 72 

7 2 1936 11 2 冬の大雪山追想  西田彰一 76 

7 2 1936 11 2 乗鞍雪譜 朝史門 80 

7 2 1936 11 2 樹氷の浅草岳  鈴木三郎 86 

7 2 1936 11 2 山・雨・女 加賀爪鳳南 88 

7 2 1936 11 2 スキーのブラウス 黒星政子 92 

7 2 1936 11 2 スキー・ワックス汎論  水野新一 98 

7 2 1936 11 2 新春の渓流釣  鈴木魚心 100 

7 2 1936 11 2 樺太の雪を讃ふ  岩佐平左衛門 102 

7 2 1936 11 2 山岳・スキー・ニュース    104 

7 2 1936 11 2 会報便り    106 

7 2 1936 11 2 アルパイン・グループ    108 

7 2 1936 11 2 執筆者紹介    110 

7 2 1936 11 2 編集後記    110 

7 2 1936 11 2 読後感用紙    111 

7 3 1936 11 3 加藤文太郎君のこと  津田周二 6 

7 3 1936 11 3 無軌道スキー術  兼常清佐 8 

7 3 1936 11 3 但馬高原の婦人スキー・ツーア  松本静子 10 

7 3 1936 11 3 携帯糧秣試食行  中野政弘 12 

7 3 1936 11 3 山の遭難と霧ヶ峰の展望  菅忠雄 12 

7 3 1936 11 3 
神宮スキー大会に於ける秋田県女学生軍活躍の

跡  
成田菊一 16 

7 3 1936 11 3 アーノルド・ファンク博士の来朝  袋一平 18 

7 3 1936 11 3 娘とチョコレート（絵と文）  生沢朗 21 

7 3 1936 11 3 或る日の日記  神沢万吉 22 

7 3 1936 11 3 二つのスキー合宿  田中千代 22 

7 3 1936 11 3 油断のならぬ山村  結城一郎 24 

7 3 1936 11 3 スキーシャンプ・トレーナーの考案に際して  森三郎 26 

7 3 1936 11 3 志賀高原夜話  額田敏 30 

7 3 1936 11 3 山岳雑誌ファンのたわごと  荒井道太郎 34 

7 3 1936 11 3 嶺七里（一）－峠研究のノートから─  石内直太郎 36 

7 3 1936 11 3 雪の乙見山峠越え  滝藤一郎 40 

7 3 1936 11 3 女二人のスキー旅  竹田菊子 40 

7 3 1936 11 3 冬の石槌山  山口季次郎 44 



7 3 1936 11 3 知床の羅臼岳  黒田初子 48 

7 3 1936 11 3 雪の那須ヶ岳  渡辺公平 52 

7 3 1936 11 3 二月の三斗小舎温泉  福田雄 54 

7 3 1936 11 3 岳人に訴ふ  高橋敏三 58 

7 3 1936 11 3 一月の赤岳  川崎精雄 60 

7 3 1936 11 3 厳冬の後立山縦走  木目田至 62 

7 3 1936 11 3 札幌・小樽近郊のヒュッテ巡り  菅谷重二 66 

7 3 1936 11 3 連載山岳小説 青春雪崩  群司次郎正 74 

7 3 1936 11 3 サン・モリッツの乙女達（スキー映画）    81 

7 3 1936 11 3 針ノ木谷の墓標  大島静重 82 

7 3 1936 11 3 牧野の犠性  山田奈良男 87 

7 3 1936 11 3 吹雪の太郎小舎に籠城して  跡部昌三 90 

7 3 1936 11 3 遭難余談  高原晴男 94 

7 3 1936 11 3 山の遭難ひとり語  春日俊吉 96 

7 3 1936 11 3 山のつれづれ（二）  平林武夫 100 

7 3 1936 11 3 土樽山の家雪崩遭難録  岩崎健造 104 

7 3 1936 11 3 北海道のスキー旅  渡辺卯三郎 106 

7 3 1936 11 3 中国山脈スキー横断記  福田豊 110 

7 3 1936 11 3 新刊山岳・スキー書点描（七）  植草彦次郎 112 

7 3 1936 11 3 スキー競技記録集  編集部 114 

7 3 1936 11 3 山岳・スキー・ニュース    120 

7 3 1936 11 3 会報便り    121 

7 3 1936 11 3 アルパイン・グループ    124 

7 3 1936 11 3 執筆者紹介    126 

7 3 1936 11 3 編集後記    126 

7 3 1936 11 3 読後感用紙    127 

7 4 1936 11 4 北海道の頽雪  栃内吉彦 6 

7 4 1936 11 4 チロールの春スキー  
Ａ・Ｈ・ウィリース（大木千枝

子訳） 
8 

7 4 1936 11 4 我国から若しヒマラヤ遠征隊を出すとしたら  三田幸夫 10 

7 4 1936 11 4 上高地の常さんは何処へ行く  真野鈴彦 10 

7 4 1936 11 4 山野大衆運動とその精榊観念  三木秀夫 12 

7 4 1936 11 4 信濃の春  松本昇 18 

7 4 1936 11 4 山岳文学の一高峰－学会夜話その三  春日俊吉 20 

7 4 1936 11 4 津軽の雪  川森時子 24 

7 4 1936 11 4 スキーと事変  渡辺公平 26 

7 4 1936 11 4 棒ずり  大島静重 28 

7 4 1936 11 4 雪国の子供達  生沢朗 31 

7 4 1936 11 4 カンノとゴバ  山田光男 32 

7 4 1936 11 4 嶺七里－峠研究のノートから－（二）  石内直太郎 34 

7 4 1936 11 4 若草の芽  和田一男 38 



7 4 1936 11 4 春はスキーに乗つて  高原晴男 40 

7 4 1936 11 4 神秘の山を繞りて（五）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
44 

7 4 1936 11 4 女性に薦め度い春の山歩き  青木美代 48 

7 4 1936 11 4 蔵王の映画撮影隊  堀修一 50 

7 4 1936 11 4 菅平の電信柱－ノツポのリムル君に逢ふ－  小笠原勇八 52 

7 4 1936 11 4 連載山岳小説 青春雪崩（二）  群司次郎正 58 

7 4 1936 11 4 奈良田物語  今井徹郎 66 

7 4 1936 11 4 山に住む怪奇  山田奈良雄 80 

7 4 1936 11 4 弘木丘太先生に呈す  細野織水 84 

7 4 1936 11 4 スキー十誡  森紀慶 85 

7 4 1936 11 4 北海道の春のスキー  黒瀬太一 88 

7 4 1936 11 4 四月の四阿山に登る  木々陽平 90 

7 4 1936 11 4 早春の御池岳  跡部昌三 92 

7 4 1936 11 4 春の上越国境  島田哲次 94 

7 4 1936 11 4 捲機山より蓬峠へ  大谷肇 96 

7 4 1936 11 4 鳥海スキー登山  畠申善弥 98 

7 4 1936 11 4 鬼怒高原スキー場の登場  鈴木林治 101 

7 4 1936 11 4 丹沢・同角沢溯行  坂本光雄 102 

7 4 1936 11 4 山岳ニュース    107 

7 4 1936 11 4 小坂志沢を溯る  角田達雄 108 

7 4 1936 11 4 スキー競技記録集（二）  編集部 110 

7 4 1936 11 4 会報便り    112 

7 4 1936 11 4 アルパイン・グループ    114 

7 4 1936 11 4 執筆者紹介    116 

7 4 1936 11 4 編集後記    116 

7 4 1936 11 4 読後感用紙    117 

7 5 1936 11 5 熊を狩る銀山平の昔風景  金子総平 5 

7 5 1936 11 5 金牌受領者  松方三郎 6 

7 5 1936 11 5 アイガー北壁の惨劇  （不明） 9 

7 5 1936 11 5 地図は不正確か  増田敬三 12 

7 5 1936 11 5 春の山の鳥  中西悟堂 12 

7 5 1936 11 5 富次郎が径に迷った話  鈴木四五六 15 

7 5 1936 11 5 冬季オリムピックと札幌のことども  渡辺公平 16 

7 5 1936 11 5 五月の山  矢島幸助 20 

7 5 1936 11 5 逆コースによるウシュバ両峰の縦走  
ルウドウィッヒ・シュマアデラ

ー（神田佳男訳） 
22 

7 5 1936 11 5 花茨の追憶  加賀爪鳳南 29 

7 5 1936 11 5 安曇野日記抄  上田徹雄 30 

7 5 1936 11 5 春の山の印象  千葉正夫 30 

7 5 1936 11 5 贖罪  細井吉造 36 



7 5 1936 11 5 ヒマラヤ遠征隊のことなど  十勝国司 38 

7 5 1936 11 5 乗鞍岳に於ける団体ツーアに就いて  朝戸友秀 40 

7 5 1936 11 5 嶺七里（三）  石内直太郎 42 

7 5 1936 11 5 シュタイク・アイゼン登行の為の準備運動  
カール・ブルジック（高樹英

昭訳） 
46 

7 5 1936 11 5 神秘の山を繞りて（六）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
58 

7 5 1936 11 5 新緑の旅雑話  原全教 62 

7 5 1936 11 5 近時雑観  唄絵岳人 66 

7 5 1936 11 5 新緑の燕  石部暎子 66 

7 5 1936 11 5 新緑と杜鵑  中村幸雄 70 

7 5 1936 11 5 遭難漫語  中屋健一 72 

7 5 1936 11 5 五月の神の田圃より  沢柳誠四郎 76 

7 5 1936 11 5 りゅっくさっくに忍ばせる本  八幡黎二 80 

7 5 1936 11 5 新緑の峠旅  朝史門 80 

7 5 1936 11 5 三月の武尊剣ヶ峯山、獅子ヶ鼻  川崎精雄 84 

7 5 1936 11 5 蔵王と五色の旅より  上田安子・中村幹子 88 

7 5 1936 11 5 ハイキングのエチケット其の他  出口林次郎 92 

7 5 1936 11 5 海外新刊山岳書点描（八）  植草彦次郎 94 

7 5 1936 11 5 青春雪崩  群司次郎正 96 

7 5 1936 11 5 山岳・スキー・ニュース    104 

7 5 1936 11 5 会報便り    106 

7 5 1936 11 5 アルパイン・グループ    108 

7 5 1936 11 5 執筆者紹介・編集後記    110 

7 5 1936 11 5 読後感用紙    111 

7 6 1936 11 6 登山者ア・ラ・カルト  吉沢一郎 6 

7 6 1936 11 6 尾瀬の水電問題 尾瀬の昔と今  木暮理太郎 8 

7 6 1936 11 6 国家的見地より見たる尾瀬の水電問題  田村剛 12 

7 6 1936 11 6 尾瀬の水電問題 反対運動に於ける障害  松方三郎 13 

7 6 1936 11 6 立教山岳部ヒマラヤ遠征に就いて    15 

7 6 1936 11 6 積雪期の台湾山岳  石田正三 16 

7 6 1936 11 6 空のアルプス越へ  木村道夫 21 

7 6 1936 11 6 登山家と新聞記者  小島六郎 24 

7 6 1936 11 6 無題  木村道夫 25 

7 6 1936 11 6 物見遊山  細井吉造 26 

7 6 1936 11 6 放語三昧  猫妙荘主人 27 

7 6 1936 11 6 岳歌嚢  近藤良信 28 

7 6 1936 11 6 山の公徳週間  渡辺公平 29 

7 6 1936 11 6 流線型時代  両角政人 30 

7 6 1936 11 6 憎れ口  竹節作太 31 

7 6 1936 11 6 ガルミッシュ・パルテンキルヘン雑記  岩崎三郎 34 



7 6 1936 11 6 峠  山田奈良雄 38 

7 6 1936 11 6 山想つれづれ草  高須茂 42 

7 6 1936 11 6 海外新刊山岳点描  植草彦次郎 46 

7 6 1936 11 6 会報便り  Ｍ・Ａ・Ｈ生 48 

7 6 1936 11 6 地図の話  下北章彦 50 

7 6 1936 11 6 夏山に於ける二・三の医学知識  篠井金吾 52 

7 6 1936 11 6 夏山の服装と用具  神田住男 55 

7 6 1936 11 6 神秘の山を繞りて（七）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
60 

7 6 1936 11 6 北アルプス大観  峰有太郎 74 

7 6 1936 11 6 白馬・唐松より黒部渓谷へ  木目田光 76 

7 6 1936 11 6 後立山連峯  長島春雄 77 

7 6 1936 11 6 剣岳生活  池谷長次郎 78 

7 6 1936 11 6 立山から針ノ木越へ  小島六郎 81 

7 6 1936 11 6 烏帽子・槍縦走  大橋正路 82 

7 6 1936 11 6 アルプス銀座を往く  高原晴夫 83 

7 6 1936 11 6 夏の穂高生活  奥又四郎 84 

7 6 1936 11 6 槍平から槍・穂高縦走  小島六郎 87 

7 6 1936 11 6 槍から抜戸・笠・錫杖岳縦走  長島春雄 88 

7 6 1936 11 6 御岳から乗鞍への旅  塩見聖平 89 

7 6 1936 11 6 中央アルプス大観  山路高蔵 90 

7 6 1936 11 6 空木岳・南駒ヶ岳  細井吉造 93 

7 6 1936 11 6 南アルプス大観  渡辺公平 94 

7 6 1936 11 6 木曽駒の大衆的ルート  山下一夫 96 

7 6 1936 11 6 駒ヶ岳の大衆的ルー卜  山下一夫 96 

7 6 1936 11 6 地蔵・鳳凰縦走  青木湯太郎 97 

7 6 1936 11 6 白峰三山  高原晴夫 98 

7 6 1936 11 6 赤石・荒川三山・塩見岳  細井吉造 99 

7 6 1936 11 6 日本アルプス登山便覧  編集部 101 

7 6 1936 11 6 アルパイン・グループ    136 

7 6 1936 11 6 執筆者紹介・編集後記    138 

7 6 1936 11 6 読後感用紙    139 

7 6 1936 11 6 山岳・スキー・ニュース    33・115 

7 7 1936 11 7 ヒマラヤ遠征と我が登山界の現状  今西錦司 6 

7 7 1936 11 7 不二を汚すな  渡辺公平 8 

7 7 1936 11 7 自然の破壊者  今井田研二郎 9 

7 7 1936 11 7 富士とケーブル  加藤誠平 10 

7 7 1936 11 7 真昼の山上の夢  若山武雄 13 

7 7 1936 11 7 富士山のケーブルカー問題 山岳雑誌月評  小島六郎 14 

7 7 1936 11 7 岩登りのＡＢＣ  長島春雄 16 

7 7 1936 11 7 雪渓上の注意  福田雄 18 



7 7 1936 11 7 サンマー・スキーイング  伊吹好太 20 

7 7 1936 11 7 徒渉について  村井栄一 22 

7 7 1936 11 7 野宿あの手この手  海野治良 26 

7 7 1936 11 7 一ノ倉遭難と山口幸吉くんのことども  杉本幸作 30 

7 7 1936 11 7 灰色の石灰岩の魅惑  ハンス・シュペンクラー 33 

7 7 1936 11 7 岩登り用具の専門的知識（一）  神田住男 38 

7 7 1936 11 7 忘れられぬ人々  西岡一雄 46 

7 7 1936 11 7 もうお嫁さんを貰つたかしら  中村テル 47 

7 7 1936 11 7 尾瀬で逢つた人達  菅忠雄 48 

7 7 1936 11 7 登山者いろいろ  石川欣一 49 

7 7 1936 11 7 山男瀬川栄吉さん  石部暎子 50 

7 7 1936 11 7 或る登山者風景  小西民治 51 

7 7 1936 11 7 或る夏の大槍小屋の憶ひ出  藤田信道 58 

7 7 1936 11 7 夏山経済学  春日俊吉 60 

7 7 1936 11 7 山想つれづれ草（二）  高須茂 62 

7 7 1936 11 7 山の本二つ 新刊紹介  小島六郎 65 

7 7 1936 11 7 さよなら、剣、早月尾根  小笠原勇八 66 

7 7 1936 11 7 山麓より  平林武夫 69 

7 7 1936 11 7 池の谷と内蔵助平の印象  沢智子 70 

7 7 1936 11 7 ジャンの一日  今井喜美子 74 

7 7 1936 11 7 山の友誼  町田駒太郎 76 

7 7 1936 11 7 豊肥国境の山旅  八幡黎二 78 

7 7 1936 11 7 神秘の山を繞りて（八）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
82 

7 7 1936 11 7 富士俳話  磯部杳披 86 

7 7 1936 11 7 北アルプスの乳川渓谷  鶴淵英夫 88 

7 7 1936 11 7 峠 生駒山脈のうち（二）  山田奈良雄 90 

7 7 1936 11 7 無題三録  小池文雄 95 

7 7 1936 11 7 南ア山麓雑信  加賀爪鳳南 98 

7 7 1936 11 7 山の気温  乾坤太郎 100 

7 7 1936 11 7 登山糧食の選び方  織内信彦 102 

7 7 1936 11 7 夏山の写真  須賀太郎 106 

7 7 1936 11 7 山のスケッチ  生沢朗 110 

7 7 1936 11 7 高山植物の話  山村大二郎 112 

7 7 1936 11 7 会報便り  Ｍ・Ａ・Ｈ生 114 

7 7 1936 11 7 アルパイン・グループ    116 

7 7 1936 11 7 執筆者紹介    118 

7 7 1936 11 7 編集後記    118 

7 7 1936 11 7 読後感用紙    119 

7 7 1936 11 7 学校山岳部夏期登山計画    73・99 

7 7 1936 11 7 山岳・スキー・ニュース    89・109 



7 8 1936 11 8 山小屋の施設とサービスの改善  河上寿雄 6 

7 8 1936 11 8 二つの抗議文（山岳雑誌月評）  小島六郎 12 

7 8 1936 11 8 ヒマラヤ遠征隊を送っての感想  甲斐駒之助 14 

7 8 1936 11 8 造材飯場風景  坂本直行 16 

7 8 1936 11 8 武ちゃんの思ひ出  黒田初子 18 

7 8 1936 11 8 学校山岳部登山計昼    18 

7 8 1936 11 8 黒部探険の頃  冠松次郎 19 

7 8 1936 11 8 沢智子さん  木村ゆき 21 

7 8 1936 11 8 常さんと上高地  黒田米子 22 

7 8 1936 11 8 山のお友達  川森時子 24 

7 8 1936 11 8 北の山から  上西清治 28 

7 8 1936 11 8 岩登り用具に就いて（二）  神田住男 30 

7 8 1936 11 8 峠（三）  山田奈良雄 34 

7 8 1936 11 8 梓川の橋々  松本昇 38 

7 8 1936 11 8 山旅雨情  渡辺公平 42 

7 8 1936 11 8 加賀の白山  稲村英 44 

7 8 1936 11 8 山で見るゆめ  山下滋子 44 

7 8 1936 11 8 ある六月の穂高日記  島野ひろ代 46 

7 8 1936 11 8 山想つれづれ草（三）  高須茂 50 

7 8 1936 11 8 団衛谷に就いて  吉沢一郎 58 

7 8 1936 11 8 魚沼三山の縦走  小杉一郎 64 

7 8 1936 11 8 川原樋川谷  上善孝太郎 68 

7 8 1936 11 8 神秘の山を繞りて（九）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
70 

7 8 1936 11 8 山小屋の雨  茨木猪之吉 74 

7 8 1936 11 8 飛騨御料林  上田徹雄 75 

7 8 1936 11 8 弥次郎新道  大島静重 76 

7 8 1936 11 8 八溝のおまつり  九法好太郎 82 

7 8 1936 11 8 阿里山  生沢朗 88 

7 8 1936 11 8 岩飛伝説考  磯部杳坡 90 

7 8 1936 11 8 鈴鹿の君ヶ畑と轆轤師  山田隆夫 92 

7 8 1936 11 8 海外新刊山岳書点描  植草彦次郎 98 

7 8 1936 11 8 山の本一束（山岳団体年報）  Ｔ・Ｋ・Ｗ生 100 

7 8 1936 11 8 会報便り  羅砥烈二 101 

7 8 1936 11 8 アルパイングループ    106 

7 8 1936 11 8 執筆者紹介    110 

7 8 1936 11 8 編集後記    110 

7 8 1936 11 8 読後感用紙    111 

7 8 1936 11 8 山で拾った話  平岡弘男 66・81 

7 8 1936 11 8 山岳・スキー・ニュース    67・104 

7 9 1936 11 9 エヴェレストに残された疑問符  納戸町雄 6 



7 9 1936 11 9 マッターホルン初登攀物語  高原晴男 14 

7 9 1936 11 9 峻嶮を誇るカンチェンジュンガ  大島静重 20 

7 9 1936 11 9 播隆上人と槍ヶ岳 スポーツ精神の第一声  田中純 26 

7 9 1936 11 9 グランド・ジョラス北壁の征服  九法好太郎 30 

7 9 1936 11 9 「一ノ倉」を最初に登った人々  杉本光作 32 

7 9 1936 11 9 マッターホルン北の壁登攀の経過  小岩岳夫 36 

7 9 1936 11 9 勇者よ眠れ・ナンガ・パルバット  春日俊吉 42 

7 9 1936 11 9 北鎌尾根の初登攀を争ふ  板倉三郎 62 

7 9 1936 11 9 モン・ブランの初登攀をめぐりて  高須茂 66 

7 9 1936 11 9 「単独行」と「東京附近の山旅」続編  小島六郎 72 

7 9 1936 11 9 武能沢と蓬峠越へ  吉沢一郎 74 

7 9 1936 11 9 神秘の山を繞りて（十）  
ワトソン・キング（大田原芳

治訳） 
78 

7 9 1936 11 9 寒ざむとした食欲  荒井道太郎 82 

7 9 1936 11 9 山想つれづれ草（四）  高須茂 84 

7 9 1936 11 9 関西の峠（四）  山田奈良雄 87 

7 9 1936 11 9 山岳・スキー・ニュース    96 

7 9 1936 11 9 会報便り  羅砥烈二 98 

7 9 1936 11 9 アルパイン・グループ    100 

7 9 1936 11 9 編集後記    102 

7 9 1936 11 9 読後感用紙    103 

8 1 1937 12 4 
伊吹山全日本スキー選手権滑降廻転及復合競

技大会で見たスキー技術の進歩、其の他  
高橋健治 6 

8 1 1937 12 4 戦略と戦術  小島六郎 10 

8 1 1937 12 4 ヒマラヤの雄・ナンガパルバットヘ    12 

8 1 1937 12 4 湖畔の春  茨木猪之吉 14 

8 1 1937 12 4 富士大沢口  釣田正哉 16 

8 1 1937 12 4 春の大雪山へ  石原耕作 20 

8 1 1937 12 4 尾根・峠・カヤト・ハイキングあ・ら・かると  矢島市郎 23 

8 1 1937 12 4 八甲田山とスキー  三浦敬三 24 

8 1 1937 12 4 月山を滑る  鈴木由彦 29 

8 1 1937 12 4 春の日光  森蘊 32 

8 1 1937 12 4 晩春の野反池  中村貞治 34 

8 1 1937 12 4 槍ヶ岳・奥穂高  小池武男 37 

8 1 1937 12 4 九州の山  稲垣竜一 40 

8 1 1937 12 4 東大和の山水境  米田信雄 44 

8 1 1937 12 4 漫筆二題１  野島あい子 46 

8 1 1937 12 4 漫筆二題２  山中住之助 48 

8 1 1937 12 4 四月の札幌のスキー  黒瀬太一 50 

8 1 1937 12 4 外国の山  山口昇 58 

8 1 1937 12 4 守屋山に雪を訪ねて  今井喜美子 62 



8 1 1937 12 4 或る日の第二キレット  月原俊二 64 

8 1 1937 12 4 駿河の山々  加藤誠平 68 

8 1 1937 12 4 春の上越を想ふ  中村謙 71 

8 1 1937 12 4 遭難候補者の死  九法好太郎 74 

8 1 1937 12 4 雪の想ひ出  沢博 82 

8 1 1937 12 4 春のスキーツアーの注意  大熊勝朗 84 

8 1 1937 12 4 スキー用具の手入  田島一男 86 

8 1 1937 12 4 スキー界回顧 デスタンス  山口幸一 88 

8 1 1937 12 4 全日本第一回乗鞍アルペン競技大会を顧みて  輪湖正由 90 

8 1 1937 12 4 スキー競技記録集  編集部 92 

8 1 1937 12 4 会報点描    98 

8 1 1937 12 4 執筆者紹介    99 

8 1 1937 12 4 山岳・スキー・ニュース    100 

8 1 1937 12 4 編集後記    102 

8 1 1937 12 4 読後感    103 

8 1 1937 12 4 大杉谷で拾った話  岸田日出男 19・67 

8 2 1937 12 5 風景論  今田敬一 6 

8 2 1937 12 5 森上風景  上田徹雄 9 

8 2 1937 12 5 山岳写真測量  額田敏 10 

8 2 1937 12 5 台湾の春山  田中薫 26 

8 2 1937 12 5 新緑の奥秩父  原全教 29 

8 2 1937 12 5 新緑を装ふ東北の山  安斎徹 32 

8 2 1937 12 5 富士とピッケル  広瀬潔 36 

8 2 1937 12 5 富士山麓  久遠生 40 

8 2 1937 12 5 初夏に於ける夜鳥の鳴声について  中村幸雄 42 

8 2 1937 12 5 春山の露営  小池文雄 46 

8 2 1937 12 5 春のワンデルング三題  伊東虎夫 50 

8 2 1937 12 5 春雪の伯耆大山  啓之助山人 58 

8 2 1937 12 5 破れ小屋  柏木九一 60 

8 2 1937 12 5 五月の渓流釣  鈴木魚心 63 

8 2 1937 12 5 かっこうの鳴く村  大島静重 66 

8 2 1937 12 5 山頂の夕カネバラ  馬渡務 70 

8 2 1937 12 5 岩登りとハイキングの想ひ出  

明峯弥・高橋照・佐野英二・

笹川美代子・大木千枝子・

青木美代子・長谷川静子・

西山千鶴子・小倉青塘 

72 

8 2 1937 12 5 ハイキングの食事  黒田初子 97 

8 2 1937 12 5 渓谷を下る  三沢竜雄 101 

8 2 1937 12 5 スキーワックス商売往来  輪楠作蔵 104 

8 2 1937 12 5 背振山雑記  持田勝穂 106 

8 2 1937 12 5 東大和の山水峡  米田信雄 107 



8 2 1937 12 5 二つの山岳映画をめぐって  袋一平 108 

8 2 1937 12 5 蔵王山遭難捜索に関して  堀修一 111 

8 2 1937 12 5 会報点描    114 

8 2 1937 12 5 山岳・スキー・ニュース    116 

8 2 1937 12 5 読後感    118 

8 2 1937 12 5 執筆者紹介    
117・

120 

8 2 1937 12 5 山の愛嬌者  生沢朗 48・49 

8 2 1937 12 5 消えたランタン  生沢朗 48・49 

8 3 1937 12 6 登山家と登山医学  荘司憲秀 6 

8 3 1937 12 6 日本の国立公園  小坂立夫 8 

8 3 1937 12 6 「雪崩」を読んで  矢島市郎 15 

8 3 1937 12 6 最近に於けるドイツワンダーホーゲルの情勢  師尾源蔵 16 

8 3 1937 12 6 最近の秩父山小屋のことども  小野幸 18 

8 3 1937 12 6 初夏の黒薙川  塚本繁松 22 

8 3 1937 12 6 狼宮事  岸田日出男 25 

8 3 1937 12 6 大杉谷  石原耕作 28 

8 3 1937 12 6 尾瀬のこと  島田隆次郎 32 

8 3 1937 12 6 新緑の鈴鹿  山田奈良雄 36 

8 3 1937 12 6 北海道を飛び廻る  三浦寅吉 40 

8 3 1937 12 6 春の駒鳥  九法好太郎 46 

8 3 1937 12 6 欧洲スキーだより  高橋次郎 58 

8 3 1937 12 6 若きアルピニストの手紙  高須茂 62 

8 3 1937 12 6 植物生態写真の撮り方  田辺和雄 66 

8 3 1937 12 6 赤城の郭公  木村ゆき 69 

8 3 1937 12 6 山岳写真測量（二）  額田敏 70 

8 3 1937 12 6 亡友源五郎  入江保太 81 

8 3 1937 12 6 大井川所見  平賀文雄 84 

8 3 1937 12 6 新線の秩父の山々  吉田知々夫 90 

8 3 1937 12 6 妻坂峠  村山義夫 95 

8 3 1937 12 6 特別割引利用コース  編集部 96 

8 3 1937 12 6 上湯・下湯  笹谷良造 97 

8 3 1937 12 6 美ヶ原  武田鎌太郎 100 

8 3 1937 12 6 名古屋附近の山々  跡部昌三 103 

8 3 1937 12 6 九州山岳会バッチ巡礼  月原俊二 106 

8 3 1937 12 6 夏・どんな山服を着て  菅沼達太郎 108 

8 3 1937 12 6 ハイキングの服装と用具  海野治良 111 

8 3 1937 12 6 会報点描    114 

8 3 1937 12 6 山岳・スキー・ニュース    116 

8 3 1937 12 6 読後感    118 

8 3 1937 12 6 執筆者紹介・編集後記    120 



8 4 1937 12 8 夏山の技術  高橋健治 6 

8 4 1937 12 8 登山医学に就いて  篠井金吾 10 

8 4 1937 12 8 山の横顔  荒井道太郎 13 

8 4 1937 12 8 最近の秩父山小屋（２）  小野幸 16 

8 4 1937 12 8 上の廊下を下る  稲垣竜一 20 

8 4 1937 12 8 霧島の旅  持田勝穂 26 

8 4 1937 12 8 漂白の夏旅  啓之介山人 26 

8 4 1937 12 8 星への思慕  島田金次郎 29 

8 4 1937 12 8 駒・鋸を経て釜無川に下る  田谷三郎 32 

8 4 1937 12 8 後立山山脈より剣岳へ  近藤聡子 40 

8 4 1937 12 8 北アルプス落穂を拾ふ  池ノ上容 48 

8 4 1937 12 8 山岳撮影雑話  塚本繁松 51 

8 4 1937 12 8 中部山岳国立公園  柳文治郎 58 

8 4 1937 12 8 日本のスキーの撮影を通じて  Ｔ・Ｆ生 62 

8 4 1937 12 8 夏山の写真術  三浦新 66 

8 4 1937 12 8 霊峯加賀の白山  有田勇 70 

8 4 1937 12 8 穂高の縦走  原田正夫 74 

8 4 1937 12 8 再びナッガパルバットの大悲劇  （不明） 81 

8 4 1937 12 8 殺生小屋の設計に就いて  福田乙二 82 

8 4 1937 12 8 八ヶ岳七月暦  高野広二 84 

8 4 1937 12 8 山窩談  椋鳩十 86 

8 4 1937 12 8 山旅への思慕  三木秀夫 90 

8 4 1937 12 8 徒渉漫語  渡辺公平 92 

8 4 1937 12 8 キャンプの時季を迎へて  大熊勝郎 95 

8 4 1937 12 8 婦人登山心得抄  相良路子 98 

8 4 1937 12 8 夏山登山案内  編集部 100 

8 4 1937 12 8 山小屋一覧表  編集部 114 

8 4 1937 12 8 山と地図  黒田正夫 132 

8 4 1937 12 8 山と気象  吉田巌 136 

8 4 1937 12 8 会報点描    138 

8 4 1937 12 8 山岳・スキー・ニュース    140 

8 4 1937 12 8 各大学山岳部夏期プラン    142 

8 4 1937 12 8 執筆者紹介・編集後記    144 

8 5 1937 12 9 ウエストン郷を訪ねて  田中薫 6 

8 5 1937 12 9 山の地理的漫語  村松繁樹 9 

8 5 1937 12 9 山で得たインスピレーション  周布光兼 13 

8 5 1937 12 9 ヤボランの初登攀  北田正三 18 

8 5 1937 12 9 御岳を越えて  冠松次郎 23 

8 5 1937 12 9 高尾から峰の薬師  小倉青塘 27 

8 5 1937 12 9 一ノ倉にて  前野武雄 32 

8 5 1937 12 9 芝生スキー  馬場忠三郎 36 



8 5 1937 12 9 砂スキー  福岡孝行 43 

8 5 1937 12 9 房総の岩和田のサンドスキー大会  村井栄一 47 

8 5 1937 12 9 双輪を駆つて  菅沼達太郎 49 

8 5 1937 12 9 夏山・日和万事  袋一平 53 

8 5 1937 12 9 笹ヶ峯に遊ぶ  石川滋彦 58 

8 5 1937 12 9 常さんと飲む  編集部 60 

8 5 1937 12 9 美ヶ原連山  深沢正二 66 

8 5 1937 12 9 九州山岳界（バッチ巡礼）  月原俊二 70 

8 5 1937 12 9 暁  大島静重 70 

8 5 1937 12 9 話せばわかる  神田老人 75 

8 5 1937 12 9 あざらしの皮  古林雪彦 79 

8 5 1937 12 9 登山家と登山医学（２）  荘司憲秀 83 

8 5 1937 12 9 奥野の話  斎藤信 87 

8 5 1937 12 9 山の日暮れ  朝倉保平 95 

8 5 1937 12 9 ニュース    101 

8 5 1937 12 9 会報    104 

8 5 1937 12 9 読後感    105 

8 5 1937 12 9 編集後記    106 

8 6 1937 12 10 モンブランの花嫁  大木千枝子 10 

8 6 1937 12 10 女性とスキー  ルイス・トレンカー 15 

8 6 1937 12 10 女流登山家の横顔    17 

8 6 1937 12 10 懐郷雑記（梓川附近）  平林英子 18 

8 6 1937 12 10 私の山と音楽  沢智子 26 

8 6 1937 12 10 都田紀行  横田文子 30 

8 6 1937 12 10 或る日の滝谷尾根  今井喜美子 36 

8 6 1937 12 10 座談会 女流登山家の抱負を聴く  編集部 39 

8 6 1937 12 10 執筆者紹介    60 

8 6 1937 12 10 上越の思ひ出  笹淵奈美子 61 

8 6 1937 12 10 九州山岳界（バッチ巡礼）  月原俊二 61 

8 6 1937 12 10 山に眠る友に  橋本桃代 63 

8 6 1937 12 10 スキーを穿く前に  福岡孝行 68 

8 6 1937 12 10 山岳写真測量（３）  額田敏 76 

8 6 1937 12 10 南蔵王踏破調査報告  堀修一・登坂信雄 90 

8 6 1937 12 10 山と時局  古林雪彦 93 

8 6 1937 12 10 話せばわかる  神田老人 95 

8 6 1937 12 10 誘ふ銀嶺  下村至 98 

8 6 1937 12 10 二つの断片  天利文彦 105 

8 6 1937 12 10 舟曳  中牟田作次郎 108 

8 6 1937 12 10 山伏噺  小野幸 110 

8 6 1937 12 10 ニュース    113 

8 6 1937 12 10 会報点描    123 



8 6 1937 12 10 読後感    124 

8 6 1937 12 10 編集後記    126 

8 7 1937 12 11 スキー映画論  肥田正次郎 14 

8 7 1937 12 11 山岳映画撮影技術に就いて  内田耕平 19 

8 7 1937 12 11 スキー技術監督としての立場  高橋健治 25 

8 7 1937 12 11 スキー映画製作に就いて  各務良幸 28 

8 7 1937 12 11 山岳映画史  福岡孝行 32 

8 7 1937 12 11 各ガイドとスキー映画  編集部 38 

8 7 1937 12 11 「スキーの寵児」撮影に就いて  太田政勇 38 

8 7 1937 12 11 書簡  大谷定雄 39 

8 7 1937 12 11 手紙  志鷹光次郎 41 

8 7 1937 12 11 「スキーの寵児」を見て  筈見恒夫 43 

8 7 1937 12 11 執筆者紹介    44 

8 7 1937 12 11 山と映画と人間との関係  袋一平 45 

8 7 1937 12 11 秋のハイキングコース  編集部 47 

8 7 1937 12 11 
スキーヤーとスキーと映画と 片山信－木村麟作

－滝沢一雄－京極高光－笹川英三郎  
編集部 49 

8 7 1937 12 11 新雪の山によせて  島野ひろ代 65 

8 7 1937 12 11 秋のサンド・スキー礼讃  金井英一郎 69 

8 7 1937 12 11 親友トニイ・シュミットの最後  エルンスト・クレープス 73 

8 7 1937 12 11 奥吉野 下北山村に遺る怪説  岸田日出男 77 

8 7 1937 12 11 南信のハーモニイ  岩根常太郎 83 

8 7 1937 12 11 山岳スキー述懐  橋本忠吾 87 

8 7 1937 12 11 ボロスキー靴の述懐  竹節作太 90 

8 7 1937 12 11 ニュース    97 

8 7 1937 12 11 会報点描    104 

8 7 1937 12 11 読後感    105 

8 7 1937 12 11 「登山とスキーの会」会報    106 

8 7 1937 12 11 編集後記    107 

8 8 1937 12 12 スキーの要訣  池田忱 10 

8 8 1937 12 12 平行クリスチャニアとその練習法  小机文夫 15 

8 8 1937 12 12 飛躍競技について  伊黒正次 21 

8 8 1937 12 12 スキー用具の撰択  海野治良 21 

8 8 1937 12 12 雑録集より  増田真一 24 

8 8 1937 12 12 諸家の傾向  編集部 24 

8 8 1937 12 12 スキーワックスの活用  太田原芳治 39 

8 8 1937 12 12 スキー服の準備を控へて  田中千代 44 

8 8 1937 12 12 雪の蔵王越嶺漫語  安斎徹 48 

8 8 1937 12 12 数字が示す遭難の教訓  春日俊吉 53 

8 8 1937 12 12 銃後の登山家スキー家の心構へ  村井栄一 56 

8 8 1937 12 12 銃後のスキー独白  島村勝彦 59 



8 8 1937 12 12 執筆者紹介    60 

8 8 1937 12 12 木曽路のスキー地  浦沢富意知 61 

8 8 1937 12 12 隠れたる雪艇航路  森本次男 64 

8 8 1937 12 12 飯豊敗戦記  酒井達雄 67 

8 8 1937 12 12 諸国スキー温泉雑記  鮎川紀代 70 

8 8 1937 12 12 陣馬で夢に見た娘達  湯浅練三 74 

8 8 1937 12 12 山恋ふる  立山浄 75 

8 8 1937 12 12 全国スキー地案内  編集部 79 

8 8 1937 12 12 読後感    87 

8 8 1937 12 12 ニュース    89 

8 8 1937 12 12 会報点描    93 

8 8 1937 12 12 「登山とスキーの会」会報    94 

8 8 1937 12 12 編集後記    97 

9 1 1938 13 1 山・登山・登山者の相互関係  今西錦司 18 

9 1 1938 13 1 滑降廻転競技のコースに就いて  高橋健治 23 

9 1 1938 13 1 前傾クリスチャニア  馬場忠三郎 27 

9 1 1938 13 1 クリスチャニアに就いて  長田進 30 

9 1 1938 13 1 雪中夜営法研究旅行  三浦敬三 35 

9 1 1938 13 1 スキー今昔物語  外山高一 45 

9 1 1938 13 1 スキーむかし話  木原均 49 

9 1 1938 13 1 レルヒ少佐を思ふ  坂部護郎 50 

9 1 1938 13 1 スキーと私  酒井由郎 53 

9 1 1938 13 1 回転の理論  肥田正次郎 55 

9 1 1938 13 1 シュテム・ボーゲン  オット・ランク 58 

9 1 1938 13 1 滑降法  西村一良 61 

9 1 1938 13 1 塗蠟術の原理と研究法  小池喜雄 63 

9 1 1938 13 1 戦時スキー服  菅沼達太郎 67 

9 1 1938 13 1 スキー後滑防止策  松岡実 70 

9 1 1938 13 1 スキーを習った話  京極高光 71 

9 1 1938 13 1 スキーとその国防的意義  三沢竜雄 74 

9 1 1938 13 1 雪国風景詩  高橋正夫 76 

9 1 1938 13 1 諸家の傾向  編集部 85 

9 1 1938 13 1 親友トニイ・シュミットの最後  エルンスト・クレープス 85 

9 1 1938 13 1 ニュース    89 

9 1 1938 13 1 新雪  鈴木満雄 91 

9 1 1938 13 1 渡欧選手壮行会  編集部 97 

9 1 1938 13 1 会報点描    102 

9 1 1938 13 1 執筆者紹介    103 

9 1 1938 13 1 編集後記    105 

9 2 1938 13 2 雪積の種類  黒田正夫 10 

9 2 1938 13 2 スキー家のための力学講座  小池喜雄 14 



9 2 1938 13 2 五高山岳部遭難報告  編集部 20 

9 2 1938 13 2 スキーと遭難  山崎紫峯 30 

9 2 1938 13 2 九州の山岳遭難  松岡実 33 

9 2 1938 13 2 スキー今昔物語  外山高一 36 

9 2 1938 13 2 支那の山  釣田正哉 40 

9 2 1938 13 2 日本人の腹  新東次郎 44 

9 2 1938 13 2 冬の芦峅遊記  小笠原勇八 47 

9 2 1938 13 2 大峰山から  伊藤のぶ子 49 

9 2 1938 13 2 山の密輸入者  麻生武治 51 

9 2 1938 13 2 忘れ得ぬ雪山の印象  太田原芳治 55 

9 2 1938 13 2 冬の四国の山・スキーの適地  秋山英一 57 

9 2 1938 13 2 関西スキー便り  種田正雄 61 

9 2 1938 13 2 蔵王越え  関雪枝 64 

9 2 1938 13 2 心臓  広瀬潔 73 

9 2 1938 13 2 殺生まで  鳥越照 76 

9 2 1938 13 2 一般ニュース    81 

9 2 1938 13 2 海外ニュース    81 

9 2 1938 13 2 会報点描    85 

9 2 1938 13 2 登山とスキーの会々報    85 

9 2 1938 13 2 スキー講習会  

高橋健治・木村麟作・福岡

孝行・肥田正次郎・島村勝

彦・高橋正夫・茂野辰平 

89 

9 2 1938 13 2 関山紀行  福島津儀子 96 

9 2 1938 13 2 湯沢日帰りのスキーツアーコース  高橋正夫 （不明） 

9 2 1938 13 2 蔵王モンスターコース  堀修一 （不明） 

9 2 1938 13 2 那須スキーツアーコース  毛利元匡 （不明） 

9 2 1938 13 2 妙高火山群のスキールート  笹川英三郎 （不明） 

9 2 1938 13 2 奥日光・山王峠越え  土田新一 （不明） 

9 2 1938 13 2 ティロール帽のこと  Ｔ・Ｆ生 （不明） 

9 2 1938 13 2 ツアー十戒  編集部 （不明） 

9 3 1938 13 3 山小屋未だ遠し  今井徹郎 4 

9 3 1938 13 3 北尾根第四峰冬期登攀  永井憲治 7 

9 3 1938 13 3 スキーヤーのゐないスキー場    10 

9 3 1938 13 3 関西の春山について  西川正治 12 

9 3 1938 13 3 八方尾根日記  周布光兼 16 

9 3 1938 13 3 蔵王越雑記  Ｋ・Ｔ生 21 

9 3 1938 13 3 早春の傾山を越える  竹内亮 26 

9 3 1938 13 3 春の温泉岳  天利文彦 31 

9 3 1938 13 3 三月の野山（五味清花）    34 

9 3 1938 13 3 大兵肥満談  酒井由郎 35 

9 3 1938 13 3 中京山岳家列伝  空木三郎 35 



9 3 1938 13 3 『山は朗らか』と『クリスチヤニヤ』を読む  小机文夫 40 

9 3 1938 13 3 シュプール読後感  高橋健治 43 

9 3 1938 13 3 スケッチに添へて  伊藤孝之 44 

9 3 1938 13 3 『山の雑記帳』の一頁から  大木千枝子 48 

9 3 1938 13 3 越中五箇山風物志  春日俊吉 50 

9 3 1938 13 3 雪の神山  大浦正輝 55 

9 3 1938 13 3 早稲田と冬の山  Ｙ・Ｆ生 58 

9 3 1938 13 3 スキーと私  ビルゲル・ルート 64 

9 3 1938 13 3 インスブルック    66 

9 3 1938 13 3 スキー今昔物語  外山高一 67 

9 3 1938 13 3 スキーヤン咢堂を語る  寺田健一 74 

9 3 1938 13 3 スキーの独逸語  みち・あらい 74 

9 3 1938 13 3 山岳・スキー家の回答    78 

9 3 1938 13 3 スケート発達小史  Ｓ・Ｓ生 84 

9 3 1938 13 3 新刊紹介    87 

9 3 1938 13 3 シイロイファーの日記から  武田彦美 94 

9 3 1938 13 3 積雪結氷期の大杉谷踏査行  米田信雄 97 

9 3 1938 13 3 スケート雑感  長谷川次男 98 

9 3 1938 13 3 スキー家の為めの力学講座（２）  小池喜雄 104 

9 3 1938 13 3 ハイキングの準備  出口林次郎 116 

9 3 1938 13 3 

登山とスキーの会主催白馬館及地元後援 長期

白馬山麓山岳スキー講習会並に滑降廻転競技・

積雪期登山合宿研究会  

  121 

9 3 1938 13 3 海外ニュース    122 

9 3 1938 13 3 一般ニュース    123 

9 3 1938 13 3 耐寒山岳スキー講習会其他    130 

9 3 1938 13 3 ＡＰＯ廻転競技報告    131 

9 3 1938 13 3 編集後記    134 

9 3 1938 13 3 三月のスキールート （１）八幡平  編集部 76～ 

9 3 1938 13 3 三月のスキールート （２）吾妻スキーツアー  編集部 76～ 

9 3 1938 13 3 三月のスキールート （３）苗場山  編集部 76～ 

9 3 1938 13 3 三月のスキールート （４）守門山  編集部 76～ 

9 3 1938 13 3 三月のスキールート （５）金精峠越え  編集部 76～ 

9 3 1938 13 3 三月のスキールート （６）笹ヶ峰  編集部 76～ 

9 3 1938 13 3 三月のスキールート （７）氷の山  編集部 76～ 

9 4 1938 13 5 ワンダーフォーゲルとヒットラーユーゲント  出口林次郎 10 

9 4 1938 13 5 女子ジャンプ世界新記録    13 

9 4 1938 13 5 春の頂稜  冠松次郎 14 

9 4 1938 13 5 道後山にスイス風の山小屋計画    16 

9 4 1938 13 5 三つの峠の旅  周布光兼 18 

9 4 1938 13 5 営林局の試み    22 



9 4 1938 13 5 山のメモより  小池文雄 23 

9 4 1938 13 5 初春の五竜岳  Ｋ・Ｔ生 28 

9 4 1938 13 5 日光の春をまさぐる  矢島市郎 31 

9 4 1938 13 5 春の高原ところどころ  伊藤孝之 38 

9 4 1938 13 5 春山を写す  額田敏 40 

9 4 1938 13 5 私の山岳写真術  長谷川哲朗 42 

9 4 1938 13 5 執筆者紹介    45 

9 4 1938 13 5 山岳写真略程  船越好文 46 

9 4 1938 13 5 カメラハイキングＡＢＣ  当本正義 55 

9 4 1938 13 5 野鳥カメラハンティング  塚本閤治 60 

9 4 1938 13 5 温泉回想  森昭二 66 

9 4 1938 13 5 思ひ出の山友達  黒田米子 72 

9 4 1938 13 5 僕のグループを語る  吉沢一郎 77 

9 4 1938 13 5 高山植物に就て  志村寛 82 

9 4 1938 13 5 兄弟で世界のタイトルを守る    91 

9 4 1938 13 5 山麓の花々  若林つや 92 

9 4 1938 13 5 深山の鳥の生活  清棲幸保 96 

9 4 1938 13 5 志賀高原を想ふ  伊庭文子 101 

9 4 1938 13 5 ふるさとに何を語ろう  ヘンリー・ヘーク 104 

9 4 1938 13 5 峠の春  杉谷流翠 108 

9 4 1938 13 5 自分でヒュッテを造った話  石川滋彦 110 

9 4 1938 13 5 山岳用ラヂオの設計  野尻正一 116 

9 4 1938 13 5 保登野沢に友を呼ぶ  内田勇夫 120 

9 4 1938 13 5 奥日光赤岩遭難記  南井輝雄 127 

9 4 1938 13 5 新緑のハイキングコース  編集部 130 

9 4 1938 13 5 九州山岳界バッチ巡礼  月原俊二 130 

9 4 1938 13 5 ハイキング料理  黒田初子 136 

9 4 1938 13 5 山の用品値段調    136 

9 4 1938 13 5 会報点描    141 

9 4 1938 13 5 銃後のハイキング服装  菅沼達太郎 142 

9 4 1938 13 5 一般ニュース    146 

9 4 1938 13 5 海外ニュース    147 

9 4 1938 13 5 雨の七沢  大浦正輝 149 

9 4 1938 13 5 鍋島直定君遭難報告  斉藤信 151 

9 4 1938 13 5 白山地獄谷踏破記  橋本忠吾 155 

9 4 1938 13 5 登山とスキーの会会報    159 

9 4 1938 13 5 編集後記    160 

9 5 1938 13 6 国民スポーツの提唱  山崎紫峯 10 

9 5 1938 13 6 石鎚山の景観  秋山英一 16 

9 5 1938 13 6 水長沢溯行記  田辺和雄 23 

9 5 1938 13 6 初夏岳賦  春日俊吉 30 



9 5 1938 13 6 野糞談義  溝口雅義 30 

9 5 1938 13 6 深山の魂  鳥越照一 32 

9 5 1938 13 6 山で拾った話  梅田生 37 

9 5 1938 13 6 岩登りの技術  西村一良 38 

9 5 1938 13 6 春山の写真術  陶山直淑 46 

9 5 1938 13 6 続温泉回想  森昭二 54 

9 5 1938 13 6 栂池小屋より蓮華温泉  Ｋ・Ｔ生 60 

9 5 1938 13 6 南アルプス遠山郷の伝説  平賀文男 64 

9 5 1938 13 6 山の道具アラカルト  海野治良 72 

9 5 1938 13 6 キャンプに就いて  土田新一 78 

9 5 1938 13 6 小梨の花咲く上高地と西穂高行  小笠原勇八 86 

9 5 1938 13 6 嵯峨野の月  大沢正輝 90 

9 5 1938 13 6 吉野群山  斎川喜平 92 

9 5 1938 13 6 「行為と夢想」讃  Ｓ・Ｓ生 96 

9 5 1938 13 6 晩春山日記ところどころ  志摩一子 98 

9 5 1938 13 6 執筆者紹介    102 

9 5 1938 13 6 僕の写真器械を語る  額田敏 103 

9 5 1938 13 6 映画物語 国民の誓  編集部 104 

9 5 1938 13 6 
硬質「エッヂスキー」と「スキーストック」の製作試

験に就いて  
梅田英 107 

9 5 1938 13 6 ニュース    110 

9 5 1938 13 6 会報点描    115 

9 5 1938 13 6 編集後記    126 

9 6 1938 13 7 季節はずれの考察  今井徹郎 18 

9 6 1938 13 7 上越国境の伝説  高橋正夫 27 

9 6 1938 13 7 山の道徳  吉沢一郎 31 

9 6 1938 13 7 婦人登山家への注意  今井喜美子 34 

9 6 1938 13 7 思出の旅から  井上清 34 

9 6 1938 13 7 各山岳会翼期スケージュール    37 

9 6 1938 13 7 各大学山岳部計画    38 

9 6 1938 13 7 岩登りの技術  西村一良 40 

9 6 1938 13 7 山と音楽  四家文子 49 

9 6 1938 13 7 山に召された姉妹  伊藤喜久男 53 

9 6 1938 13 7 東北の山  安斎徹 56 

9 6 1938 13 7 関西の山  西川正治 61 

9 6 1938 13 7 四国の山  秋山英一 66 

9 6 1938 13 7 九重山彙の大船山を語る  竹内亮 71 

9 6 1938 13 7 大鷺舞ふ  小笠原勇八 76 

9 6 1938 13 7 乗鞍飛騨小屋  松本昇 76 

9 6 1938 13 7 日高紀行  河上寿雄 80 

9 6 1938 13 7 木曽駒ヶ岳  跡部昌三 88 



9 6 1938 13 7 南・北アルプス案内  編集部 98 

9 6 1938 13 7 白馬岳越後登山口  水野新一 106 

9 6 1938 13 7 山小屋案内  編集部 115 

9 6 1938 13 7 土気丘陵吟行  茂木慎雄 124 

9 6 1938 13 7 ニュース    129 

9 6 1938 13 7 錫杖岳雨の一日  前田房男 132 

9 6 1938 13 7 エヴェレストの登攀史  吉阪隆正 136 

9 6 1938 13 7 行脚掟  芭蕉 145 

9 6 1938 13 7 人会員紹介    146 

9 6 1938 13 7 編集後記    146 

9 7 1938 13 8 登山道徳に就いて  高橋健治 10 

9 7 1938 13 8 登山をめぐる感想  袋一平 13 

9 7 1938 13 8 谷川岳附近の岩場  杉本光作 18 

9 7 1938 13 8 剣岳の岩場  碓氷潔 28 

9 7 1938 13 8 前穂北尾根をめぐる岩場  高橋照 34 

9 7 1938 13 8 東北地方に於ける夏の山々  三浦圭三 40 

9 7 1938 13 8 夏の飯豊主稜を行く  藤島玄 43 

9 7 1938 13 8 日光の裏山  宮田恒雄 52 

9 7 1938 13 8 剛健旅行を再検討せよ  小島六郎 58 

9 7 1938 13 8 スポーツの国民的実行時代  師尾源蔵 62 

9 7 1938 13 8 河南狭山雑記雄  松村憲次 66 

9 7 1938 13 8 近頃・三題  八馬純 72 

9 7 1938 13 8 巓落三題  高橋敏三 74 

9 7 1938 13 8 下部温泉より毛無山へ  本町富士夫 78 

9 7 1938 13 8 雪艇からサンドスキーヘ  福岡孝行 82 

9 7 1938 13 8 初登攀の思出  田中康雄 88 

9 7 1938 13 8 登山とスキーの会会報    93 

9 7 1938 13 8 会報点描    96 

9 7 1938 13 8 思ひ出の夏山  斎川喜平 98 

9 7 1938 13 8 全日本徒歩旅行連盟とその誕生を祝して  編集部 101 

9 7 1938 13 8 事変と岳人  加賀爪鳳南 103 

9 7 1938 13 8 バッヂ巡礼  月原俊二 103 

9 7 1938 13 8 伯耆大山に異変    109 

9 7 1938 13 8 エヴェレストの登攀史（其二）  吉阪隆正 110 

9 7 1938 13 8 蒲田口登山案内人組合  土井新吾 117 

9 7 1938 13 8 登山列車時間表  編集部 126 

9 7 1938 13 8 編集後記    128 

9 7 1938 13 8 新刊紹介    12・16 

9 7 1938 13 8 執筆者紹介    38・95 

9 7 1938 13 8 山の里謡集  編集部 82・107 

9 8 1938 13 9 耶馬渓の秘峡  竹内亮 10 



9 8 1938 13 9 鬼怒川へ注ぐ水  矢島市郎 15 

9 8 1938 13 9 表丹沢葛葉川遡行  河村輝男 20 

9 8 1938 13 9 仲木山とその沢  竹越利治 24 

9 8 1938 13 9 夏の蔵王山漫話  堀修一 28 

9 8 1938 13 9 津久井渓谷  高野ふみ子 30 

9 8 1938 13 9 清津峡  寺内賢介 33 

9 8 1938 13 9 秘められた渓谷  塚本繁松 37 

9 8 1938 13 9 渓谷の賛美  木田群山 42 

9 8 1938 13 9 軽井沢より  新関良三 44 

9 8 1938 13 9 銀山平の旅  船越好文 46 

9 8 1938 13 9 雨の籠坂峠・山中湖まで  若林つや 54 

9 8 1938 13 9 新刊紹介    63 

9 8 1938 13 9 奥武蔵高原附近  桜井正一 64 

9 8 1938 13 9 秋の日帰りの山々  松本重男 67 

9 8 1938 13 9 初秋の登谷山と釜伏峠  今井成行 71 

9 8 1938 13 9 月山登山の思ひ出  金田鬼一 72 

9 8 1938 13 9 九州山岳界バッヂ巡礼  月原俊二 72 

9 8 1938 13 9 山の湖讃  千村良介 78 

9 8 1938 13 9 牢口を棲家とする大蛇  小倉青塘 80 

9 8 1938 13 9 水の精に寄せる歌  ゲーテ 87 

9 8 1938 13 9 風穴    88 

9 8 1938 13 9 初秋の山野を抜渉して  平林英子 90 

9 8 1938 13 9 吾野連峰を探る  福島津儀子 95 

9 8 1938 13 9 金北山  山崎紫峯 102 

9 8 1938 13 9 山肌  鈴木初江 103 

9 8 1938 13 9 登山とスキーの会会報    107 

9 8 1938 13 9 山岳会報告    110 

9 8 1938 13 9 執筆者紹介    111 

9 8 1938 13 9 梓川に想ふ  吉村昌光 114 

9 8 1938 13 9 筑摩の山と高原  近藤聡子 118 

9 8 1938 13 9 初登山の思ひ出  安田憲一 120 

9 8 1938 13 9 光蘚  鳥越照 122 

9 8 1938 13 9 白樺  伊藤松雄 124 

9 8 1938 13 9 編集後記    128 

9 9 1938 13 10 二路＝御岳と乗鞍へ＝  高橋健治 10 

9 9 1938 13 10 奥千丈迷路行  吉沢一郎 13 

9 9 1938 13 10 東京近郊の秋山を語る座談会  

飯野秀二・今井業起・水谷

俊雄・木野敏夫・武笠郁夫・

小島六郎 
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9 9 1938 13 10 秋の奥秩父ところどころ  吉田浩堂 36 

9 9 1938 13 10 高尾山をめぐる山と渓谷  平田佐太雄 39 



9 9 1938 13 10 富士山麓の秋を探る  絃間照 41 

9 9 1938 13 10 十月の沢・尾根・峠  松本重男 43 

9 9 1938 13 10 楽しかった山小屋の思ひ出  内野猛 47 

9 9 1938 13 10 私の好きな山小屋  諸家 48 

9 9 1938 13 10 東北の山村点描  河上寿雄 50 

9 9 1938 13 10 山村漂泊  朝史門 54 

9 9 1938 13 10 サンド・スキー  堀修一 58 

9 9 1938 13 10 我がグループを語る ＣＨＣ  岩科小一郎 59 

9 9 1938 13 10 秋の山に虫を訪ねて  加藤正世 60 

9 9 1938 13 10 山中の小動物記  伊藤拝山 62 

9 9 1938 13 10 秋山の小鳥達  清棲幸保 65 

9 9 1938 13 10 東鉄推奨の健康コース及賃金発表    68 

9 9 1938 13 10 ニュース    68 

9 9 1938 13 10 執筆者紹介    69 

9 9 1938 13 10 登山とスキーの会会報    72 

9 9 1938 13 10 質疑応答    75 

9 9 1938 13 10 汽車時間表    76 

9 9 1938 13 10 編集後記    78 

9 10 1938 13 11 十一月の山  小島六郎 10 

9 10 1938 13 11 葛葉峠の秋  高橋文太郎 12 

9 10 1938 13 11 十文字峠より甲武信岳へ  青木美代 18 

9 10 1938 13 11 秩父の峠  松本重男 20 

9 10 1938 13 11 峠と民謡  杉谷流翠 20 

9 10 1938 13 11 山の秋ところどころ  千家[斦口]磨 26 

9 10 1938 13 11 山の秋たけなは  大島静重 28 

9 10 1938 13 11 洛北山村秋色記  春日俊吉 32 

9 10 1938 13 11 秋の丹沢  漆原俊 36 

9 10 1938 13 11 黒部の秋色  吉沢庄作 39 

9 10 1938 13 11 関西の秋山  西川正治 42 

9 10 1938 13 11 秋山カメラ行脚  石井豊太郎 46 

9 10 1938 13 11 渓流の釣りと釣り魚  竹内順三郎 50 

9 10 1938 13 11 支那事変下に於けるスキー界の進む可き道  師尾源蔵 54 

9 10 1938 13 11 現下のスキーワックス  三沢竜雄 57 

9 10 1938 13 11 スキー用品の大勢  海野治良 58 

9 10 1938 13 11 スキー服装代用品  吉岡恒人 60 

9 10 1938 13 11 スキー技術の方向  池田忱 63 

9 10 1938 13 11 月山を歩く  結城哀草果 66 

9 10 1938 13 11 登山とスキーの会会報    72 

9 10 1938 13 11 執筆者紹介    74 

9 10 1938 13 11 我がグループを語る 昭和山岳会  Ｈ・Ｃ生 75 

9 10 1938 13 11 主要列車時間表    76 



9 10 1938 13 11 編集後記    78 

9 11 1938 13 12 十二月の山  小笠原勇八 10 

9 11 1938 13 12 八甲田山の印象  角田吉夫 12 

9 11 1938 13 12 蔵王のスキー地案内  堀修一 14 

9 11 1938 13 12 五色の素描  黒田米子 17 

9 11 1938 13 12 沼尻ス午－場  富永正信 18 

9 11 1938 13 12 日光スキー場  山囗幸一 20 

9 11 1938 13 12 僕の印象に残る草津  小島六郎 22 

9 11 1938 13 12 岩原・湯沢スキー場  熱田総子 24 

9 11 1938 13 12 野沢温泉スキー場  吉沢一郎 28 

9 11 1938 13 12 志賀高原、草津  熊一平 30 

9 11 1938 13 12 鹿沢スキー場  島野ひろ代 33 

9 11 1938 13 12 菅平スキー場  野崎疆 36 

9 11 1938 13 12 霧ケ峰スキー場  両角政人 38 

9 11 1938 13 12 牧野と伊吹山  竹節作太 39 

9 11 1938 13 12 但馬・因幡国境の山々  中村勝郎 41 

9 11 1938 13 12 我がグループを語る 名古屋山岳会  関一二 44 

9 11 1938 13 12 冬山の食物  黒田米子 59 

9 11 1938 13 12 冬と低山  岩科小一郎 64 

9 11 1938 13 12 葉書回答 私の好きな山小屋  諸家 67 

9 11 1938 13 12 奥日光手白沢温泉  桜井正一 67 

9 11 1938 13 12 登山とスキーの会会報    70 

9 11 1938 13 12 執筆者紹介    74 

9 11 1938 13 12 スキー地行汽車時間表    76 

9 11 1938 13 12 編集後記    78 

10 1 1939 14 1 一月の山  吉沢一郎 10 

10 1 1939 14 1 時局とスキーヤーの覚悟  出口林次郎 12 

10 1 1939 14 1 アルピナ複合競技の新方向  馬場忠三郎 15 

10 1 1939 14 1 新刊紹介    19 

10 1 1939 14 1 欧洲の見聞と滑降回転競技に就いて  次井晨 20 

10 1 1939 14 1 スキーを早く上達させる教へ方  長田進 24 

10 1 1939 14 1 全制動系統技術のやり方  木村麟作 28 

10 1 1939 14 1 シュテム・クリスチャニヤの要領  肥田正次郎 30 

10 1 1939 14 1 初心者の為のスキー技術講座  池田忱 34 

10 1 1939 14 1 テムポシュウンク、パラレルシュウンクに就いて  島村勝彦 42 

10 1 1939 14 1 スキー・ツーアに関する注意  高橋正夫 45 

10 1 1939 14 1 スキー技術フイルム    49 

10 1 1939 14 1 冬山の気象  三浦栄五郎 54 

10 1 1939 14 1 戦時下のスキー服に就て  菅沼達太郎 57 

10 1 1939 14 1 私のスキー用具を語る  田中薫 60 

10 1 1939 14 1 大山スキー場  北岡正一 64 



10 1 1939 14 1 富士山麓のスキー場  上野三千夫 68 

10 1 1939 14 1 ニュース    69 

10 1 1939 14 1 小型映画・雪山撮影に就て  今泉正路 70 

10 1 1939 14 1 九州山岳界バッヂ巡礼（八）  月原俊二 73 

10 1 1939 14 1 八甲田画信  伊藤孝之 74 

10 1 1939 14 1 本年度スキー行プラン  各山岳会 78 

10 1 1939 14 1 冬山の旅－十六コース紹介－  松本重男 80 

10 1 1939 14 1 道後山紀行  吉本貞夫 86 

10 1 1939 14 1 執筆者紹介    87 

10 1 1939 14 1 五高教授上田氏の遭難に就いて  松岡実 88 

10 1 1939 14 1 雪質の分類とワックスについて  黒田正夫 90 

10 1 1939 14 1 スキー家のための力学講座  小池喜雄 92 

10 1 1939 14 1 内蒙古の風物  宮崎武夫 97 

10 1 1939 14 1 
新雪の浅間高原を行く（登山とスキーの会ハイキ

ング報告）  
奥田喜一郎 103 

10 1 1939 14 1 湯沢スキー学校開設    108 

10 1 1939 14 1 登山とスキーの会会報    110 

10 1 1939 14 1 汽車時間表    114 

10 1 1939 14 1 編集後記    116 

10 1 1939 14 1 主要スキーコース地図と説明    （挿込） 

10 2 1939 14 2 スキー上達の夕    8 

10 2 1939 14 2 二月の山  河上寿雄 10 

10 2 1939 14 2 
スキー技術の新方向 テムポ・パラレル・シュヴン

クの由来 テムポ・パラレル・シュヴンクの実際  
福岡孝行 13 

10 2 1939 14 2 テムポ・スウィング偶感  京極高光 22 

10 2 1939 14 2 スキー暦    22 

10 2 1939 14 2 新刊紹介    23 

10 2 1939 14 2 ナゼ転ぶか？  池田忱 24 

10 2 1939 14 2 スキー後滑防止策に就いて  松岡実 26 

10 2 1939 14 2 初心者の為のスキー技術講座（ツーア篇）  池田忱 28 

10 2 1939 14 2 冬山の遭難  三浦圭三 33 

10 2 1939 14 2 大雪山愛山渓日記  船越好文 34 

10 2 1939 14 2 
三山のスキー行 飯綱及び霊仙山－黒姫山－妙

高山  
小池文雄 37 

10 2 1939 14 2 積雪期に於ける四国剣山  斎川喜平 40 

10 2 1939 14 2 富士山麓のスケート場  上野三千夫 43 

10 2 1939 14 2 ピッケルをめぐる思ひ出話  西岡一雄 44 

10 2 1939 14 2 雪崩夜話  高橋喜平 48 

10 2 1939 14 2 登山とスキーの会 会員倍加運動賠奮簒動    51 

10 2 1939 14 2 
八千米突への準備－ジョン・モリス氏の言葉より

－  
吉沢一郎 52 



10 2 1939 14 2 スキー家のための力学講座  小池喜雄 58 

10 2 1939 14 2 Ａ・Ｐ・Ｏ廻転競技大会    62 

10 2 1939 14 2 日東紅茶競技会    62 

10 2 1939 14 2 スキーツーア講習会    63 

10 2 1939 14 2 湯沢スキー学校報告    64 

10 2 1939 14 2 登山とスキーの会会報    65 

10 2 1939 14 2 スキー地行汽車時間表    68 

10 2 1939 14 2 編集後記    70 

10 3 1939 14 3 三月の山  高橋健治 6 

10 3 1939 14 3 スキー技術の新方向  福岡孝行 8 

10 3 1939 14 3 スキー家のための力学講座  小池喜雄 18 

10 3 1939 14 3 スキー術直言 京極高光氏に一言  肥田正次郎 19 

10 3 1939 14 3 第十二回全日本学生スキー競技大会記  三沢竜雄 20 

10 3 1939 14 3 スキーと将軍  九法好太郎 23 

10 3 1939 14 3 春の風・春の雪  山田奈良雄 25 

10 3 1939 14 3 「スキー上達の夕」報告    28 

10 3 1939 14 3 那須─二日のスキー行  吉沢一郎 30 

10 3 1939 14 3 三月の西黒沢溯行の記  伊庭文子 34 

10 3 1939 14 3 雪の槍ヶ岳より笠岳まで  土田新一 37 

10 3 1939 14 3 Ａ・Ｐ・Ｏ廻転競技大会成績    42 

10 3 1939 14 3 我がグループを語る 東京質屋山岳部  白悦人 43 

10 3 1939 14 3 谷川岳幽ノ沢奥壁初登攀記  河村照男 44 

10 3 1939 14 3 一月のコブ尾根登攀記  永井憲治 49 

10 3 1939 14 3 独逸国際スキー大会    51 

10 3 1939 14 3 湯沢スキー学校を修了して  湯沢スキー学校修了者 52 

10 3 1939 14 3 ソヴエトの山二題  袋一平 54 

10 3 1939 14 3 新刊紹介    57 

10 3 1939 14 3 内蒙古の風物 動物に就いて  宮崎武夫 58 

10 3 1939 14 3 鬼怒高原スキー・ツーア    62 

10 3 1939 14 3 ツーア初歩の会（湯沢）    63 

10 3 1939 14 3 登山とスキーの会会報    64 

10 3 1939 14 3 スキー地行汽車時間表    68 

10 3 1939 14 3 編集後記    70 

10 4 1939 14 4 四月の山  黒田正夫 6 

10 4 1939 14 4 最近の感想二、三  森昭二 8 

10 4 1939 14 4 春のノート  町田立穂 12 

10 4 1939 14 4 春の八甲田山  小島六郎 15 

10 4 1939 14 4 燕温泉の露天風呂  寺田健一 15 

10 4 1939 14 4 春の八幡平  加藤喜一郎 18 

10 4 1939 14 4 会報受贈    20 

10 4 1939 14 4 春の奥吉野渓谷  小林順吉 21 



10 4 1939 14 4 カメラから見た樹氷の蔵王  中井一鵄 24 

10 4 1939 14 4 湯沢を中心とする一日のツーア・コース  高橋正夫 27 

10 4 1939 14 4 私の最も推奨するハイキング・コース  徒歩旅行運動功労者 28 

10 4 1939 14 4 高原の朝  尾崎喜八 30 

10 4 1939 14 4 四月の白馬岳  中村貞治 33 

10 4 1939 14 4 春の魚沼駒ヶ岳  笹淵奈美子 36 

10 4 1939 14 4 信濃路の春  茨木猪之吉 40 

10 4 1939 14 4 丹沢三つ峰縦走  杉山ゆき代 42 

10 4 1939 14 4 私鉄ハイキング割引一覧    45 

10 4 1939 14 4 山と桜  松本重男 46 

10 4 1939 14 4 奥多摩大丹波渓谷の石楠花  野崎圭介 48 

10 4 1939 14 4 ニュース    48 

10 4 1939 14 4 テンポスウイングを見た記  京極高光 50 

10 4 1939 14 4 Ａ・Ｐ・Ｏ廻転競技大会及び日東紅茶競技会  Ａ記者 53 

10 4 1939 14 4 スキー鍛錬大会  大島静重 53 

10 4 1939 14 4 今泉正路氏映画会  Ｂ記者 55 

10 4 1939 14 4 全日本スキー選手権大会記録    56 

10 4 1939 14 4 Ｆ・Ｉ・Ｓ国際スキー選手権大会記録    57 

10 4 1939 14 4 満洲のスキー界  内田耕平 59 

10 4 1939 14 4 五台山覚え書  渡辺公平 61 

10 4 1939 14 4 登山とスキーの会会報    64 

10 4 1939 14 4 ツーア初歩の会（湯沢）    64 

10 4 1939 14 4 第八回ハイキング（榛名山）    65 

10 4 1939 14 4 第九回ハイキング（三ッ峠）    65 

10 4 1939 14 4 編集後記    70 

10 4 1939 14 4 汽車時間表    78 

10 5 1939 14 5 五月の山  角田吉夫 6 

10 5 1939 14 5 解雪期の渓谷風景  冠松次郎 9 

10 5 1939 14 5 私の最も推奨するハイキング・コース  徒歩旅行運動功労者 13 

10 5 1939 14 5 晩春五月のシュプール（白馬岳の思ひ出）  今井喜美子 14 

10 5 1939 14 5 私はどんな山へ登ったか  

小林一三・宮尾しげを・石黒

敬七・山田耕筰・安田作兵・

細川ちか子・平井英子・榎

本健一・中村よし子・村岡花

子・古川緑波・石井みどり・

甲賀三郎・山野一郎 

18 

10 5 1939 14 5 新刊紹介    18 

10 5 1939 14 5 春の立山スキー行  丸山巌 20 

10 5 1939 14 5 栂池より蓮華温泉へ  Ｔ・Ａ・Ｓ・Ａ 24 

10 5 1939 14 5 我がグループを語る Ｉ・Ｌ・Ｙ山岳部  紀向男 26 

10 5 1939 14 5 五月の山 上州武尊山  内田博 28 



10 5 1939 14 5 峡の春 高野奥伯母子岳の谷  仲西政一郎 32 

10 5 1939 14 5 晩春の上の原高原  宮田恒雄 32 

10 5 1939 14 5 
入笠高原（第一級の高原を行くハイキングコー

ス）  
石川大湖 36 

10 5 1939 14 5 カメラを肩に片品渓谷を探る  福田源一郎 38 

10 5 1939 14 5 山峡に温泉を訪ねて  羽賀正太郎 40 

10 5 1939 14 5 新緑の小楢山  大木静江 42 

10 5 1939 14 5 秘渓・白谷沢  次原洋 43 

10 5 1939 14 5 阿武隈高原縦走（隠れたるハイキング・コース）  長谷川末夫 44 

10 5 1939 14 5 阪神郊外の山と渓谷  高瀬養 47 

10 5 1939 14 5 京阪地方のカメラハイキング・コース  美津木申 48 

10 5 1939 14 5 新緑をさぐるコース  近藤聡子 50 

10 5 1939 14 5 ニュース    53 

10 5 1939 14 5 スキー・シーズンを顧て  千家[斦口]麿 54 

10 5 1939 14 5 日本雪氷協会設立さる  平田佐太雄 57 

10 5 1939 14 5 東北の山を巡って（座談会）  仙台鉄道局主催 58 

10 5 1939 14 5 スキー用具の手入れと保存  大谷亀一 63 

10 5 1939 14 5 五月でもスキーの出来る好適地  山崎紫峰 64 

10 5 1939 14 5 登山とスキーの会会報    66 

10 5 1939 14 5 第十回ハイキング（櫛形山）    67 

10 5 1939 14 5 第十一回ハイキング（高原山）    67 

10 5 1939 14 5 汽車時間表    70 

10 5 1939 14 5 編集後記    72 

10 6 1939 14 6 六月の山  額田敏 6 

10 6 1939 14 6 一九三八年のＫ２攻撃  
Ｃ・Ｓ・ヒューストン・吉沢一

郎（訳） 
9 

10 6 1939 14 6 霊峰富士に寄する想片  春日俊吉 14 

10 6 1939 14 6 積雪期の黒部川横断日記  水津景八郎 16 

10 6 1939 14 6 栂池より蓮華への乗鞍沢コース  寺田健一 19 

10 6 1939 14 6 谷川岳幽ノ沢左俣登攀  野口茂 20 

10 6 1939 14 6 黒金山  小野幸 24 

10 6 1939 14 6 選ばれたハイキング・コース    24 

10 6 1939 14 6 箱根主峯 神山・駒ヶ岳縦走  小柳出和恵 26 

10 6 1939 14 6 我がグループを語る 東京アルカウ会   中村貞治 28 

10 6 1939 14 6 二子山から武川岳  宮坂和秀 30 

10 6 1939 14 6 ニュース    30 

10 6 1939 14 6 私の最も推薦するハイキング・コース  徒歩旅行運動功労者 33 

10 6 1939 14 6 新国策ハイキング  水野弥作 34 

10 6 1939 14 6 薬用植物（一）  渡辺耕蔵 34 

10 6 1939 14 6 滝子山  松本重男 38 

10 6 1939 14 6 優秀な撮影地 箱根  石井豊太郎 42 



10 6 1939 14 6 子持山（徒歩旅行運動功労者推奨コース）  森織衛 44 

10 6 1939 14 6 武尊山西麓高原と温泉  水野一 46 

10 6 1939 14 6 ハイキング・コースとしての笹ケ峰  片田温一 48 

10 6 1939 14 6 林間プロムナード 野猿峠越え  上野三千夫 50 

10 6 1939 14 6 阪神地方のカメラハイキング・コース  美津木申 51 

10 6 1939 14 6 三ッ峠山（登山とスキーの会第九回ハイキング）  堀田晃子 54 

10 6 1939 14 6 榛名越え（登山とスキーの会第八回ハイキング）  平田鎧山 56 

10 6 1939 14 6 スキー・シーズンを顧て  千家[斦口]麿 58 

10 6 1939 14 6 東北の山を巡って（座談会）（蔵王）  仙台鉄道局主催 60 

10 6 1939 14 6 スキーとサイクリング  菅沼達太郎 64 

10 6 1939 14 6 登山とスキーの会会報    67 

10 6 1939 14 6 第十一回ハイキング（高原山）    67 

10 6 1939 14 6 汽車時間表    70 

10 6 1939 14 6 編集後記    72 

10 7 1939 14 7 七月の山  今西錦司 6 

10 7 1939 14 7 日本アルプス概観  田中薫 8 

10 7 1939 14 7 槍ヶ岳  小島六郎 12 

10 7 1939 14 7 剣岳の概観  吉田元 16 

10 7 1939 14 7 白馬岳を中心とせる夏山行程  平林武夫 20 

10 7 1939 14 7 穂高連峰  古河正文 23 

10 7 1939 14 7 夏の立山  斎川喜平 28 

10 7 1939 14 7 蝶ヶ岳と大滝山  熊一平 30 

10 7 1939 14 7 奥穂への直登ルート  永井憲治 34 

10 7 1939 14 7 立山より針ノ木越え  田中康雄 36 

10 7 1939 14 7 今年の山小屋宿泊料調べ    38 

10 7 1939 14 7 北アルプス登路概念図    39 

10 7 1939 14 7 馬尻小屋  後藤俊 40 

10 7 1939 14 7 地図の読み方  水野新一 44 

10 7 1939 14 7 南アルプス登路概念図    58 

10 7 1939 14 7 白峯三山  加賀爪鳳南 59 

10 7 1939 14 7 鋸岳  松本重男 62 

10 7 1939 14 7 南アルプス入門の山 甲斐駒と鳳凰山  船越好文 66 

10 7 1939 14 7 赤石と塩見と聖と  平賀文男 70 

10 7 1939 14 7 我がグループを語る 小倉山岳会  林秀雄 74 

10 7 1939 14 7 日本アルプスが語る大地変  原田三夫 76 

10 7 1939 14 7 日本の高山植物  竹内亮 79 

10 7 1939 14 7 薬用植物辞典（二）  渡辺耕蔵 79 

10 7 1939 14 7 夏山の写真術  当本正義 84 

10 7 1939 14 7 山のお月見  黒田初子 86 

10 7 1939 14 7 我が部が初めて試みた剛健歩行  東京市役所山岳部 星野重 88 

10 7 1939 14 7 乾徳山旗立岩登攀  山本喜一郎 92 



10 7 1939 14 7 雷鳥の話  清棲幸保 95 

10 7 1939 14 7 夏山を語る座談会  登山とスキーの会（主催） 96 

10 7 1939 14 7 登山とスキーの会会報抄    105 

10 7 1939 14 7 岩と氷雪への登攀技術  諏訪多栄蔵 106 

10 7 1939 14 7 「立山・剣岳」と「槍・穂高・上高地」  Ｋ・Ｔ・Ｍ 107 

10 7 1939 14 7 一九三八年のエヴェレスト遠征報告  
Ｈ・Ｗ・テイルマン（吉沢一

郎訳） 
110 

10 7 1939 14 7 汽車時間表    118 

10 7 1939 14 7 編集後記    120 

10 7 1939 14 7 ニュース    61・74 

10 8 1939 14 8 滝  塚本繁松 6 

10 8 1939 14 8 利根川源流に就いて  角田吉夫 11 

10 8 1939 14 8 新刊紹介    14 

10 8 1939 14 8 雲竜峡  石井武雄 16 

10 8 1939 14 8 丹沢の秘境 滝郷沢  小林隆康 19 

10 8 1939 14 8 早戸川源流に就いて  尾関広 22 

10 8 1939 14 8 奥多摩支渓を探る  次原洋 24 

10 8 1939 14 8 黒部下廊下の旅  篠崎楨 28 

10 8 1939 14 8 ニュース解説 風穴    32 

10 8 1939 14 8 渓谷の科学  大橋珊太郎 33 

10 8 1939 14 8 谷と地名  岩科小一郎 37 

10 8 1939 14 8 沢歩きに就いて  松本重男 40 

10 8 1939 14 8 初心者の為に 岩魚釣り手引  鈴木魚心 44 

10 8 1939 14 8 薬用植物辞典（三）  渡辺耕蔵 44 

10 8 1939 14 8 我がグループを語る 山岳巡礼倶楽部  高橋定昌 49 

10 8 1939 14 8 パノラマ写真の撮り方  当本正義 50 

10 8 1939 14 8 雨の武尊山  望月達夫 52 

10 8 1939 14 8 ニュース    55 

10 8 1939 14 8 思ひ出の写真  吉沢一郎 56 

10 8 1939 14 8 東北の山を巡って（座談会）（八幡平）  仙台鉄道局主催 58 

10 8 1939 14 8 夏の白馬岳と後立山連峯  寺田健一 62 

10 8 1939 14 8 一九三八年のエヴェレスト遠征報告  
Ｈ・Ｗ・テイルマン（吉沢一

郎訳） 
64 

10 8 1939 14 8 汽車時間表    70 

10 8 1939 14 8 編集後記    72 

10 9 1939 14 9 扉（巻頭の言葉）    5 

10 9 1939 14 9 地理的・地質的に観察した奥日光の山群  江畑弘毅 6 

10 9 1939 14 9 
踏痕からバス道へ＝日光・鬼怒高原の道の状況

＝  
矢島市郎 14 

10 9 1939 14 9 尾瀬の山小屋    15 

10 9 1939 14 9 奥日光の湖沼  町田立穂 22 



10 9 1939 14 9 奥日光の主要湖沼表    23 

10 9 1939 14 9 奥日光のメモより    24 

10 9 1939 14 9 奥日光の峠  宮田恒雄 25 

10 9 1939 14 9 日光の主要峠表    27 

10 9 1939 14 9 日光のハイキング・コース  斎藤武二 28 

10 9 1939 14 9 奥日光とその附近概念図    33 

10 9 1939 14 9 ニュース解説 風穴    34 

10 9 1939 14 9 尾瀬の三条ヶ滝  広瀬潔 36 

10 9 1939 14 9 尾瀬の四季    38 

10 9 1939 14 9 山麓だより  染木煦 41 

10 9 1939 14 9 栗山郷  大島静重  42 

10 9 1939 14 9 富次郎新道を歩く  服部源太郎 46 

10 9 1939 14 9 秋の日光白根  大熊孝三郎 48 

10 9 1939 14 9 太郎山への新コースについて  星野近 50 

10 9 1939 14 9 思ひ出の写真 樽前山の思ひ出  竹内亮 52 

10 9 1939 14 9 ニュース    53 

10 9 1939 14 9 大台ヶ原山 東ノ川渓谷  仲西政一郎 54 

10 9 1939 14 9 北アルプスに取残された山 餓鬼岳  駒ヶ嶺正一 58 

10 9 1939 14 9 唐沢岳  駒ヶ嶺正一 62 

10 9 1939 14 9 ザンザ洞集団溯行  田畑芙路子 64 

10 9 1939 14 9 薬用植物辞典（四）  渡辺耕蔵 64 

10 9 1939 14 9 一九三八年のエヴェレスト遠征報告  
Ｈ・Ｗ・テイルマン（吉沢一

郎訳） 
68 

10 9 1939 14 9 登山とスキーの会会報抄    71 

10 9 1939 14 9 編集後記    72 

10 10 1939 14 10 棒の嶺より子の権現へ  中谷育三 5 

10 10 1939 14 10 時局に際して歩行運動者へ  出口林次郎 6 

10 10 1939 14 10 山草保護の思ひ出  木下友三郎 8 

10 10 1939 14 10 新刊紹介    11 

10 10 1939 14 10 飯能に住みて  平山蘆江 12 

10 10 1939 14 10 奥武蔵山村風物志  春日俊吉 14 

10 10 1939 14 10 奥武蔵難しい地名の読み方    17 

10 10 1939 14 10 奥武蔵の鉱泉    18 

10 10 1939 14 10 蕨山  岩根常太郎 20 

10 10 1939 14 10 鳥首峠より武甲山へ  桜井正一 23 

10 10 1939 14 10 二本木峠から登谷ノ山  沢田武志 26 

10 10 1939 14 10 両神山便り  原島歓作 29 

10 10 1939 14 10 有馬谷の白谷  内山敏男 30 

10 10 1939 14 10 広河原谷に就いて  稲野利治 33 

10 10 1939 14 10 尾瀬三条ヶ滝名について  広瀬潔 35 

10 10 1939 14 10 山と文学  荒川竜彦 36 



10 10 1939 14 10 山岳会の動き    37 

10 10 1939 14 10 奥武蔵を想ふ  青木美代 38 

10 10 1939 14 10 秋の伊豆ヶ岳  真住精太郎 38 

10 10 1939 14 10 風穴 山行の革新論  早川春夫 42 

10 10 1939 14 10 奥武蔵野を走る  菅沼達太郎 44 

10 10 1939 14 10 風速三十米の富士（富士登山報告）  春日俊吉 47 

10 10 1939 14 10 ハイキング経済学  小山正夫 48 

10 10 1939 14 10 棒ノ折山・高水山ハイキング  朝倉昇 50 

10 10 1939 14 10 今秋のハイキング割引    52 

10 10 1939 14 10 奥武蔵の憶ひ出  清水孤舟 52 

10 10 1939 14 10 両神山史余聞  原島歓作 56 

10 10 1939 14 10 我がグループを語る 東京荒川山岳会  宮島健七朗 61 

10 10 1939 14 10 いで湯  松本重男 62 

10 10 1939 14 10 薬用植物辞典（五）  渡辺耕蔵 62 

10 10 1939 14 10 山に追ひ返された話  松岡実 66 

10 10 1939 14 10 奥武蔵の四季    67 

10 10 1939 14 10 京都北山のハイキング・コース  秋岡武一 68 

10 10 1939 14 10 ニュース    71 

10 10 1939 14 10 中央アルプス一日逆縦走記  熊沢友三郎 72 

10 10 1939 14 10 だけのゆとおたりおんせん  森昭二 75 

10 10 1939 14 10 登山とスキーの会会報抄    79 

10 10 1939 14 10 編集後記    80 

10 11 1939 14 11 隠れたるハイキング地の展望  中村謙 6 

10 11 1939 14 11 自然公園奥多摩  甲賀三郎 10 

10 11 1939 14 11 廃駅・峠  朝史門 12 

10 11 1939 14 11 山村  田中冬二 15 

10 11 1939 14 11 赤石に新雪を踏む  鈴木正彦 16 

10 11 1939 14 11 鬼石沢より畦ケ丸へ  坂本光雄 20 

10 11 1939 14 11 新コース四十八瀬川    22 

10 11 1939 14 11 鍋割沢  村上健太郎 23 

10 11 1939 14 11 歩け市民の健康路    25 

10 11 1939 14 11 灰色のノートから  荒井道太郎 26 

10 11 1939 14 11 「富士と其附近の山々」紹介  河野小助 26 

10 11 1939 14 11 上州の三峯山脈  並木国衛 30 

10 11 1939 14 11 渡良瀬川東岸の未踏境  長谷川末夫 32 

10 11 1939 14 11 富山と伊予ヶ岳  青山繁 36 

10 11 1939 14 11 八ヶ岳の展望台 飯盛山  牛込菊治 38 

10 11 1939 14 11 大地峠  桜井正一 40 

10 11 1939 14 11 山岳界の動き    41 

10 11 1939 14 11 風穴    41 

10 11 1939 14 11 隠れたるカメラハイキング地  岩瀬八雄 44 



10 11 1939 14 11 秋山の果実  志村烏嶺 46 

10 11 1939 14 11 薬用植物辞典（六）  渡辺耕蔵 46 

10 11 1939 14 11 なぜ前傾できぬか  池田忱 50 

10 11 1939 14 11 事変下のスキー用具に就いて  小里秋穂 54 

10 11 1939 14 11 私の最も推奨するハイキング・コース  徒歩旅行運動功労者 57 

10 11 1939 14 11 秋山を想ふ  高橋敏三 58 

10 11 1939 14 11 新しい青年徒歩旅行コース 三峯神社  吉田浩堂 60 

10 11 1939 14 11 新しい青年徒歩旅行コース 相州大山  宇山幸治 63 

10 11 1939 14 11 新しい青年徒歩旅行コース 関西地方の新コース 西川正治 65 

10 11 1939 14 11 木曽駒ケ岳 大崩谷試登  小島政士 68 

10 11 1939 14 11 ニュース    72 

10 11 1939 14 11 だけのゆとおたりんおせん  森昭二 74 

10 11 1939 14 11 登山とスキーの会会報抄    77 

10 11 1939 14 11 編集後記    78 

10 12 1939 14 12 聖恩旗を銀嶺に仰ぐ日を待たん  師尾源蔵 7 

10 12 1939 14 12 フリューゲル滑降回転の感  高橋健治 11 

10 12 1939 14 12 なぜ前傾できぬか  池田忱 14 

10 12 1939 14 12 これからスキーを始める人へ  桜庭留三郎 17 

10 12 1939 14 12 全国スキー場ニュース  編集部 21 

10 12 1939 14 12 
私の好きなスキー場・私の愛用するビンディング・

私の愛用するワックス  
本誌寄稿家・読者 26 

10 12 1939 14 12 鶴見大佐の事ども  山崎紫峯 26 

10 12 1939 14 12 蔵王山の場合  堀修一 30 

10 12 1939 14 12 スキー家の心得べき救急処置  小林茂雄 32 

10 12 1939 14 12 事変下のスキー用品に就いて  小里秋穂 36 

10 12 1939 14 12 ワックスの上手な使ひ方  針生光児 40 

10 12 1939 14 12 北海道のスキー場の話  三浦敬三 42 

10 12 1939 14 12 東北の冬山（座談会）  仙台鉄道局主催 44 

10 12 1939 14 12 雪景撮影の狙ひどころ  下村邦 50 

10 12 1939 14 12 京都とスキー  山根武士 53 

10 12 1939 14 12 滝沢を初登攀して  平田恭助 54 

10 12 1939 14 12 新刊紹介    57 

10 12 1939 14 12 芋と酒  光田文雄 58 

10 12 1939 14 12 武川岳、二子山  杉本光作 60 

10 12 1939 14 12 初冬の大菩薩南山稜  大西治郎 62 

10 12 1939 14 12 （（冬））（（日））  多気康夫 62 

10 12 1939 14 12 スキー映画と講演の夕    63 

10 12 1939 14 12 山岳会の動き    66 

10 12 1939 14 12 我がグループを語る 千代田生命山岳部  山本清一 67 

10 12 1939 14 12 晩秋の涸沢と上高地  島野ひろ代 68 

10 12 1939 14 12 『東京附近ハイキング十二ケ月』─書評─  平田佐太雄 71 



10 12 1939 14 12 落葉の上仏  原島歓作 72 

10 12 1939 14 12 ニュース    76 

10 12 1939 14 12 登山とスキーの会会報抄    77 

10 12 1939 14 12 編集後記    78 

11 1 1940 15 2 山岳夜話  木下友三郎 6 

11 1 1940 15 2 スピード廻転  但野寛 10 

11 1 1940 15 2 風穴 山と都会人  早川春夫 13 

11 1 1940 15 2 スキー家のための力学講座  小池喜雄 14 

11 1 1940 15 2 前傾楽屋噺  小机文夫 17 

11 1 1940 15 2 スキー事故防止に就いて  小林茂雄 18 

11 1 1940 15 2 優秀案内人は    18 

11 1 1940 15 2 ニュース    20 

11 1 1940 15 2 船平スキー場  月原俊二 21 

11 1 1940 15 2 全国スキー場ニュース  編集部 22 

11 1 1940 15 2 海の見える山三つ  春日俊吉 26 

11 1 1940 15 2 背梁の山々  山田奈良雄 28 

11 1 1940 15 2 正月の関温泉  福田源一郎 33 

11 1 1940 15 2 
私の好きなスキー場・私の愛用するビンディング・

私の愛用するワックス  
諸家 34 

11 1 1940 15 2 アザラシの代用品    35 

11 1 1940 15 2 雪山の民俗学  山田隆夫 36 

11 1 1940 15 2 岳温泉と瀬波温泉  平田鎧山 39 

11 1 1940 15 2 滝沢初登攀記追記  平田恭助 41 

11 1 1940 15 2 山岳遭難の実相と心理  勝谷泰峰 44 

11 1 1940 15 2 我、また独り想ふ  坂倉敬三 46 

11 1 1940 15 2 新刊紹介    46 

11 1 1940 15 2 高松山より秦野峠へ  村上健太郎 48 

11 1 1940 15 2 スキー技術異論  塚本重熊 51 

11 1 1940 15 2 ストーム・ハイキングの提唱    53 

11 1 1940 15 2 冬の小楢山  遠藤嘉一 54 

11 1 1940 15 2 満州密林に於ける猛獣狩見聞記  内田耕平 58 

11 1 1940 15 2 登山とスキーの会会報    62 

11 1 1940 15 2 編集後記    64 

11 2 1940 15 3 春山について  吉沢一郎 8 

11 2 1940 15 3 雪の八甲田礼讃  伊藤孝之 11 

11 2 1940 15 3 ニュース    15 

11 2 1940 15 3 国防スキーの興隆  山崎紫峯 16 

11 2 1940 15 3 世界的奇勝・噴泉塔  斎藤武二 17 

11 2 1940 15 3 五時間半で富士登山    18 

11 2 1940 15 3 シーアウフツーグ  市毛暁雪 20 

11 2 1940 15 3 エスキモー式「雪小屋」の実験  マライーニ・宮沢弘幸 22 



11 2 1940 15 3 高千穂高商山岳部利尻島遠征    25 

11 2 1940 15 3 氷ノ山と四箇ノ山  浅加末起 26 

11 2 1940 15 3 九州のローンスキー場  月原俊二 28 

11 2 1940 15 3 冬山報告二つ    31 

11 2 1940 15 3 桂木山と午頭山  岩崎京二郎 32 

11 2 1940 15 3 房総の低山  行方沼東 35 

11 2 1940 15 3 沢歩き 思ったこと二ッ三ッ  大戸井健一 36 

11 2 1940 15 3 新案ヒヨク靴下  星野一郎 38 

11 2 1940 15 3 奥武蔵野と猿  大門八郎 39 

11 2 1940 15 3 不遇な山─といふ怪奇な話  朝戸友秀 40 

11 2 1940 15 3 新刊紹介    41 

11 2 1940 15 3 明治神宮スキー競技 新複合見学記  高橋正夫 44 

11 2 1940 15 3 第十回明治神宮スキー競技大会    46 

11 2 1940 15 3 第十三回全日本学生スキー選手権大会    47 

11 2 1940 15 3 雪原の尾崎咢堂先生  寺田健一 48 

11 2 1940 15 3 回転と体の内傾  中沢信午 48 

11 2 1940 15 3 Ａ・Ｐ・Ｏ廻転競技大会報告  高橋正夫 50 

11 2 1940 15 3 満州国熱河省馬山に登る  五馬多恵 52 

11 2 1940 15 3 伊豆天城山に登る  村田健蔵 56 

11 2 1940 15 3 登山とスキーの会会報    61 

11 2 1940 15 3 編集後記    64 

11 3 1940 15 4 一九三九 一九四〇 スキー界回顧  岩崎三郎 6 

11 3 1940 15 4 沢本氏の『新しいスキー廻転』への抗議  福岡孝行 9 

11 3 1940 15 4 山・岳・聯・盟・私・見  倉方武雄 14 

11 3 1940 15 4 春の鳥海山  木村豊治 17 

11 3 1940 15 4 徳沢の春  石川滋彦 20 

11 3 1940 15 4 蔵王山の雪中異変  安斎徹 24 

11 3 1940 15 4 春のハイキング相談所    28 

11 3 1940 15 4 私の最も推奨するハイキング・コース  徒歩旅行運動功労者 29 

11 3 1940 15 4 小楢の春の山  坂江善治 30 

11 3 1940 15 4 春の苗場山  石原千代 32 

11 3 1940 15 4 生藤山から陣馬山へ  河野潤 34 

11 3 1940 15 4 春山の思ひ出  袋葉那子 36 

11 3 1940 15 4 明治神宮スキー競技 新複合見学記  高橋正夫 38 

11 3 1940 15 4 四月の山岳写真術  船越好文 42 

11 3 1940 15 4 ニュース    44 

11 3 1940 15 4 好著「中央線に沿ふ山と峠」  岩根常太郎 45 

11 3 1940 15 4 丹沢ザンザ洞の枝沢  小林隆康 46 

11 3 1940 15 4 今春のハイキング用品    49 

11 3 1940 15 4 西秩父の秘峯 二子山紀行  原島歓作 50 

11 3 1940 15 4 東京附近ハイキング時間表（一）  旅の趣味会 51 



11 3 1940 15 4 鶏冠山から日川渓谷  羽賀正太郎 54 

11 3 1940 15 4 我がグループを語る カメラ・ワンダリング・クラブ  戸張丑之助 57 

11 3 1940 15 4 シニオルチューの第二次登頂  小池新二 58 

11 3 1940 15 4 登山とスキーの会会報    62 

11 3 1940 15 4 編集後記    64 

11 4 1940 15 6 雨の東ノ川  西岡一雄 7 

11 4 1940 15 6 歩行術随感  伊沢信平 10 

11 4 1940 15 6 山麓ところどころ  今井喜美子 13 

11 4 1940 15 6 鳳凰山  天利文彦 16 

11 4 1940 15 6 ニュース    19 

11 4 1940 15 6 鳳凰山とウエストン翁  小屋忠子 20 

11 4 1940 15 6 蝮に咬まれた時の手当法  阿部金吉 23 

11 4 1940 15 6 春の鬼怒高原  矢島市郎 24 

11 4 1940 15 6 大山より広沢寺温泉へ  宇山幸治 27 

11 4 1940 15 6 刈場坂峠より堂平山・笠山へ  稲垣憲治 30 

11 4 1940 15 6 春の甘利山  宮坂和秀 33 

11 4 1940 15 6 東京附近ハイキング時間表（二）  旅の趣味会 35 

11 4 1940 15 6 東京市民健康路新コース    37 

11 4 1940 15 6 谷川岳への随想  野口茂 38 

11 4 1940 15 6 篠井山  多摩雪雄 40 

11 4 1940 15 6 秋川流域の山  今井重雄 42 

11 4 1940 15 6 豆口峠  茂庭繁美 44 

11 4 1940 15 6 富士を仰ぎ見つゝ御坂黒岳縦走  八峯生 44 

11 4 1940 15 6 熱海玄岳  坂倉登喜子 47 

11 4 1940 15 6 ？？？（欠落）  西村一良 49 

11 4 1940 15 6 景勝のカメラ・ハイキング地  岩瀬八雄 50 

11 4 1940 15 6 松山生ハイク・コース山開きの記  北遥生 52 

11 4 1940 15 6 私の最も推奨するハイキング・コース  有田邦雄 54 

11 4 1940 15 6 我がグループを語る 山踏会  村瀬整 55 

11 4 1940 15 6 「甲武相山の旅」推薦の言葉  坂部護郎 56 

11 4 1940 15 6 ？？？（欠落）  矢島市郎 56 

11 4 1940 15 6 「途上」（山の民第三部）  Ｇ・Ｔ・Ｎ 57 

11 4 1940 15 6 沢本氏の「新しいスキー廻転」への抗議  福岡孝行 58 

11 4 1940 15 6 登山とスキーの会会報    64 

11 5 1940 15 7 丹沢の印象  小林隆康 7 

11 5 1940 15 7 仏果山から半原越  児玉貞平 10 

11 5 1940 15 7 ヒゴノ瀋遡行  宮坂和秀 13 

11 5 1940 15 7 熊木沢下降  遠藤嘉一 16 

11 5 1940 15 7 東京附近ハイキング時間表（三）  旅の趣味会 19 

11 5 1940 15 7 雨のモチコシ沢  天野誠吉 20 

11 5 1940 15 7 ニュース    23 



11 5 1940 15 7 水無と四十八瀬  松本浩 24 

11 5 1940 15 7 平僧沢遡行 ブツツエ平（日影沢山）  坂倉登喜子 30 

11 5 1940 15 7 大滝沢下降  郷野杜良 33 

11 5 1940 15 7 原生林の美に酔ふ一ノ沢峠  正井暉雄 36 

11 5 1940 15 7 丹沢山麓のサイクリング・ツアー  菅沼達太郎 39 

11 5 1940 15 7 西丹沢の秘峰 菰釣シ山  羽賀正太郎 42 

11 5 1940 15 7 丹沢の温泉    45 

11 5 1940 15 7 城ヶ尾峠から大滝峠  大戸井健一 46 

11 5 1940 15 7 大野山の霧と花  岩根常太郎 50 

11 5 1940 15 7 渋沢丘陵  多摩雪雄 58 

11 5 1940 15 7 山と新聞  吉沢一郎 60 

11 5 1940 15 7 登山とスキーの会会報    64 

11 6 1940 15 8 南アルプス古登山史抄  平賀文男 8 

11 6 1940 15 8 南アルプスの遭難に就いて  加賀爪鳳南 13 

11 6 1940 15 8 白峯の峰・渓  内藤八郎 16 

11 6 1940 15 8 大井川源流を繞る山々  村田健蔵 18 

11 6 1940 15 8 夏山の心得帳    21 

11 6 1940 15 8 ニュース    23 

11 6 1940 15 8 篠沢  下村義臣 24 

11 6 1940 15 8 京浜山岳団体連合会結成さる  平田佐太雄 27 

11 6 1940 15 8 尾白川渓谷  福田源一郎 28 

11 6 1940 15 8 聖岳西沢単独登攀記  勝谷泰峰 30 

11 6 1940 15 8 山を下る  山田奈良雄 32 

11 6 1940 15 8 南アルプスの前衛 釜無山  村田孝次・村田悌三郎 35 

11 6 1940 15 8 南アルプスの鳥獣  中村幸雄 38 

11 6 1940 15 8 大台ケ原から瀞峡へ  池田忱 40 

11 6 1940 15 8 新・刊・紹・介    41 

11 6 1940 15 8 御岳地獄谷征服記  中京山岳会 42 

11 6 1940 15 8 アップシュテムメンとアンシュテムメンに就いて  福岡孝行 47 

11 6 1940 15 8 蝦夷の山々の思ひ出の中から  平塚直秀 50 

11 6 1940 15 8 特集「丹沢の沢歩き」を読みて  小林玻璃三 50 

11 6 1940 15 8 読者だより    52 

11 6 1940 15 8 水棚沢より西丹沢の展望台槍ヶ岳へ  倉林新六 54 

11 6 1940 15 8 白頭山遠征の一齣  林弘 56 

11 6 1940 15 8 
富士山に於けるに無線電話機と飛行機の使用実

験  
周布光兼 60 

11 6 1940 15 8 登山とスキーの会会報    64 

11 7 1940 15 10 新体制と登山家の立場  師尾源蔵 7 

11 7 1940 15 10 御岳沢＝地誌篇＝  宮内敏雄 10 

11 7 1940 15 10 棚沢遡行 今熊山  多摩雪雄 14 

11 7 1940 15 10 海沢谷の真価  岩満重孝 16 



11 7 1940 15 10 上越の山と峠を語る座談会  

ハイキング・ペン・クラブ（岩

崎京二郎・岩根常太郎・宮

坂和秀・宮内敏雄・正井暉

雄・三崎栄一・児玉貞平・遠

藤嘉一・松本浩・坂倉登喜

子・菅沼達太郎・天野誠吉・

小林隆康・並木国衛・太田

静紫・中村貞治・殿塚伝次

郎・瀬名貞利・天利文彦・多

摩雪雄・小林玻璃三・沢田

武志・大戸井健一） 

20 

11 7 1940 15 10 町ケ沢・谷川岳  水野一 34 

11 7 1940 15 10 尾瀬より銀山平へ  池田雅雄 37 

11 7 1940 15 10 早瀑沖黄檗窪  宮内敏雄 40 

11 7 1940 15 10 新刊紹介    42 

11 7 1940 15 10 我がグループを語る 東京山ノ会  平野ツトム 43 

11 7 1940 15 10 新宿駅スナップ  青木好通 44 

11 7 1940 15 10 奥多摩日原の名山 天祖山  松本晴雄 44 

11 7 1940 15 10 海沢、ワクギ沢より御岳へ  伊東祐正 48 

11 7 1940 15 10 御前山  豊次喜美三郎 51 

11 7 1940 15 10 氷川より雲取へ  吉沢智 52 

11 7 1940 15 10 湯の花から水長沢へ  木下綾彦 54 

11 7 1940 15 10 ニュース    56 

11 7 1940 15 10 野反池とその附近  町田立穂 58 

11 7 1940 15 10 赤谷川支流小出俣沢について  稲垣憲治 60 

11 7 1940 15 10 巻機山  中村謙 61 

11 7 1940 15 10 登山とスキーの会会報    57・64 

11 9 1940 15 12 スキーの道  池田忱 9 

11 9 1940 15 12 クリシチアニア雑考  矢崎泰国 12 

11 9 1940 15 12 スキー持込制限    14 

11 9 1940 15 12 スキー集団訓練に対して  高橋健治 20 

11 9 1940 15 12 新体制とスキー界  小川勝次 23 

11 9 1940 15 12 最近のアメリカスキー界  福岡孝行・矢崎泰国 26 

11 9 1940 15 12 如何なるスキー用具を選ぶべきか  村井栄一 28 

11 9 1940 15 12 スキー体操に就いて  桜庭留三郎 32 

11 9 1940 15 12 スキーワックスの常識  中村知一 36 

11 9 1940 15 12 北海道の雪質に就いて  野崎疆 40 

11 9 1940 15 12 鬼怒高原スキー場の新施設  長田進 42 

11 9 1940 15 12 越後米山  小原健治 42 

11 9 1940 15 12 日光スキー場案内  宮田恒雄 44 

11 9 1940 15 12 新興 松ノ山スキー場  本山麟一 48 



11 9 1940 15 12 冬の弥固岳  杉山収 50 

11 9 1940 15 12 北海道のスキー場 ニセコ附近  太田正幸 52 

11 9 1940 15 12 八方尾根映画撮影行  高橋正夫 56 

11 9 1940 15 12 短スキー論私見  伊東祐正 58 

11 9 1940 15 12 武蔵狭山の丘陵  村田千秋 58 

11 9 1940 15 12 青年とスキー  安田憲一 60 

11 9 1940 15 12 ニュース    61 

11 9 1940 15 12 スキー行失敗談  稲垣憲治 62 

11 9 1940 15 12 楽しかった菅平  松岡マサ子 64 

11 9 1940 15 12 登山とスキーの会会報    64 

11 9 1940 15 12 書評 関東中心温泉とハイキング  ＬＭＮ 67 

11 9 1940 15 12 書評 東京附近山旅新コース  平田佐太雄 68 

11 9 1940 15 12 数字のつく峠  正井暉雄 70 

11 9 1940 15 12 十石峠の一夜  春日俊吉 73 

12 1 1941 16 1 山スキー術速成  池田忱 7 

12 1 1941 16 1 直ぐ上達するスキー誌上講習  池田忱 10 

12 1 1941 16 1 中欧タートラの思ひ出  外山高一 12 

12 1 1941 16 1 航空力学的スキー滑走  テイリング 16 

12 1 1941 16 1 最近の欧洲スキー界  福岡孝行 35 

12 1 1941 16 1 回転競技と理屈  伊黒正次 38 

12 1 1941 16 1 飛躍競技について  竜田峻次 41 

12 1 1941 16 1 スキー道徳    41 

12 1 1941 16 1 北海道のスキー場 小樽、札幌附近  太田正幸 46 

12 1 1941 16 1 スキー理論と用語の統一  伊東祐正 50 

12 1 1941 16 1 中央線に沿ふ山と高原・紹介  春日俊吉 53 

12 1 1941 16 1 谷川岳指標建設事業報告  志馬寛 54 

12 1 1941 16 1 冬の伊豆の山ところどころ  高柴武雄 60 

12 1 1941 16 1 冬の山歩き（座談会）  

ハイキング・ペン・クラブ（仁

科繁男丸・岩根常太郎・三

崎栄一・児主貞平・岩崎京

二郎・遠藤嘉一・矢島市郎・

殿塚伝次郎・多摩雪雄・松

本浩・坂倉登喜子・大戸井

健一・並木国衛・沢田武志・

宮坂和秀・宮内敏雄・細田

晋・近江裕・小林玻璃三） 

62 

12 1 1941 16 1 ゲレンデとバアン  福岡孝行 77 

12 1 1941 16 1 登山とスキーの会会報    80 

12 2 1941 16 2 スキー初心者へ  千家[斦口]麿 7 

12 2 1941 16 2 
スキー家の手紙 アンシユテムメンとアップシユテ

ムメンに関し全日本スキー連盟の謬説を銜く  
矢崎泰国 10 



12 2 1941 16 2 時局下のスキーに対し心がけている二、三  吉岡竜太郎 14 

12 2 1941 16 2 スキー・ツーア誌上講習  池田忱 16 

12 2 1941 16 2 山仲間への便り  山田奈良雄 22 

12 2 1941 16 2 関東中心 ツ一アコ一ス案内  編集部 24 

12 2 1941 16 2 小谷より妙高へ  斎川喜平 36 

12 2 1941 16 2 津軽の雪  三浦圭三 42 

12 2 1941 16 2 雪焼とその予防法  上野真智子 44 

12 2 1941 16 2 スキーと雪景 撮影の実際  木村麟作 44 

12 2 1941 16 2 新刊紹介    51 

12 2 1941 16 2 

冬の山歩き（座談会） 冬の奥武蔵・冬の東上沿

線・冬の丹沢・冬の奥多摩・冬の日光・冬の天子

山塊・冬の御坂山塊・冬の中央沿線の山・珍話・

失敗談など  

ハイキング・ペン・クラブ（仁

科繁男丸・岩根常太郎・三

崎栄一・児玉貞平・岩崎京

二郎・遠藤嘉一・矢島市郎・

殿塚伝次郎・多摩雪雄・松

本浩・坂倉登喜子・大戸井

健一・並木国衛・沢田武志・

宮坂和秀・宮内敏雄・細田

晋・近江裕・小林玻璃三） 

52 

12 2 1941 16 2 菅平から保基谷・松代コース  村崎勝行 61 

12 3 1941 16 3 日本はひねつてゐる  小机文夫 6 

12 3 1941 16 3 エミール・アレエとフランス派の特色  矢崎泰国 10 

12 3 1941 16 3 日本山岳連盟結成    15 

12 3 1941 16 3 
スキー家の手紙 アップシュテムメンとアンシュテ

ムメンに就いて矢崎泰国氏への答へ  
福岡孝行 16 

12 3 1941 16 3 山岳スキーと新興松之山  本山麟一 18 

12 3 1941 16 3 
理論スキー術＝高速度無制動回転の理論的把

握＝  
山口省太郎 20 

12 3 1941 16 3 岳界評壇 牛を殺さず角を匡めよ  山崎紫峰 30 

12 3 1941 16 3 三月の二王子岳  藤島玄 32 

12 3 1941 16 3 映画「新しいスキー」を観て  矢崎泰国 37 

12 3 1941 16 3 白馬の大雪渓を降る  寺田健一 38 

12 3 1941 16 3 『今日のスキー』読後感  寺田健一・矢崎泰国 39 

12 3 1941 16 3 法師温泉附近  吉田元 42 

12 3 1941 16 3 積雪期の浅開山  古河正文 44 

12 3 1941 16 3 山スキーには白馬と乗鞍  編集部 46 

12 3 1941 16 3 三月の八甲田山  生田八甲 49 

12 3 1941 16 3 遭難救助研究報告  熊沢友三郎 52 

12 3 1941 16 3 一月の北岳、間ノ岳へ  丹羽正吉 56 

12 3 1941 16 3 三月の蔵王山  安斎徹 60 

12 3 1941 16 3 新刊紹介    63 

12 3 1941 16 3 登山とスキーの会会報    64 



12 4 1941 16 4 春の仙ノ倉山  天利文彦 7 

12 4 1941 16 4 Ａ・Ｐ・Ｏ回転競技大会報告  高橋正夫 10 

12 4 1941 16 4 山男の試練  小林隆康 12 

12 4 1941 16 4 丹沢ザンザ洞遡行  植村三郎 17 

12 4 1941 16 4 航空力学的スキイ滑走  テイリング（福岡孝行訳） 18 

12 4 1941 16 4 
理論スキー術＝高速度無制動回転の理論的把

握＝  
山口省太郎 20 

12 4 1941 16 4 春の武甲をのぞみつゝ 正丸峠から指山まで  正井暉雄 26 

12 4 1941 16 4 傘杉峠の旅情  大門八郎 31 

12 4 1941 16 4 箱根二題 畠ノ平と恵ノ平 鞍掛山  多摩雪雄 34 

12 4 1941 16 4 緑の印象  多気康夫 37 

12 4 1941 16 4 友信休泊所へのコース  遠藤嘉一 38 

12 4 1941 16 4 
陽春の奥武蔵 武川岳・大持山・武甲山 奥武蔵

高原から大霧山  
片岡直次郎 40 

12 4 1941 16 4 大血川演路―雑録篇―  宮内敏雄 43 

12 4 1941 16 4 春の泉  村田千秋 45 

12 4 1941 16 4 山の本と収集  小林玻璃三 47 

12 4 1941 16 4 
スキー廻転の力学 「今日のスキー」及び「スキ

ー・フランセ」の理論的批判  
山口省太郎 50 

12 4 1941 16 4 二月の木曽駒ヶ岳縦走  杉本光作 56 

12 4 1941 16 4 ソヴエトの山・一九四〇年  袋一平 60 

12 4 1941 16 4 今月のハイキング（石砂山から石老山へ）    64 

12 4 1941 16 4 登山とスキーの会会報    64 

12 5 1941 16 5 科学的に見た大室山  岩崎京二郎 7 

12 5 1941 16 5 丹沢の覇者 檜洞丸  松本浩 10 

12 5 1941 16 5 丹沢の最高峰 蛭ヶ岳  遠藤嘉一 14 

12 5 1941 16 5 春の乗鞍にて  赤羽四郎 17 

12 5 1941 16 5 五月の訪れと共に  橋本もも代 18 

12 5 1941 16 5 菰釣シ山  岩崎京二郎 20 

12 5 1941 16 5 丹沢山  遠藤嘉一 22 

12 5 1941 16 5 札掛渓谷へ  杉山千代 24 

12 5 1941 16 5 四十八瀬川の概念を語る  田畑芙路子 26 

12 5 1941 16 5 春の泊り場二三  倉光宏 28 

12 5 1941 16 5 密薮の三峰山稜  村田孝次 30 

12 5 1941 16 5 塔ヶ岳  遠藤嘉一 32 

12 5 1941 16 5 日本山岳連盟第一年度事業計画    33 

12 5 1941 16 5 海沢谷三ノ谷  宮内敏雄 36 

12 5 1941 16 5 小金沢山越えて小菅道へ  京増隆介 40 

12 5 1941 16 5 峠の神考  浅加末起 42 

12 5 1941 16 5 富士を眺めるには葛城山  生田八甲 48 

12 5 1941 16 5 石老山ハイキング報告  湯浅日出男 48 



12 5 1941 16 5 船尾山、金国山、大法山  寺元正見 52 

12 5 1941 16 5 
スキー回転の合理的体系＝高速度無制動回転

の理論＝  
山口省太郎 54 

12 5 1941 16 5 最近のハイカー雑感  佐野政男 56 

12 5 1941 16 5 大山  遠藤嘉一 59 

12 5 1941 16 5 登山とスキーの会会報    64 

12 5 1941 16 5 今月のハイキング（十文字峠）    64 

12 5 1941 16 5 中津峡より両神山へ  朝倉昇 90 

12 6 1941 16 6 鈴蘭香る入笠山  中村貞治 7 

12 6 1941 16 6 櫛・形・山  三崎栄一 10 

12 6 1941 16 6 比津羅山  稲垣憲治 12 

12 6 1941 16 6 六月の霧ヶ峰  小林玻璃三 14 

12 6 1941 16 6 ローン・スキーの新考察  太田授一 16 

12 6 1941 16 6 御正体山  郷野杜良 20 

12 6 1941 16 6 北八ヶ岳連峰の盟主 蓼科山  松本浩 23 

12 6 1941 16 6 甘利山－伝説と登路－  細田晋 26 

12 6 1941 16 6 美ヶ原  小林玻璃三 28 

12 6 1941 16 6 市の倉沢雪渓に就いて  吉田礼記 30 

12 6 1941 16 6 木曽御岳縦走（木曽福島から飛騨小坂へ）  長谷川末夫 34 

12 6 1941 16 6 初夏の赤城 黒檜山  伊東祐正 38 

12 6 1941 16 6 奥多摩の沢歩き 落沢溯行  丹羽乙吉 41 

12 6 1941 16 6 奥多摩の沢歩き 砥沢溯行  荻野嘉一 42 

12 6 1941 16 6 四国祖谷山郷落合峠  山田隆夫 44 

12 6 1941 16 6 大血川演路 地誌篇  宮内敏雄 49 

12 6 1941 16 6 
スキー回転の合理的体系＝急角度無制動回転

の理論＝  
山口省太郎 52 

12 6 1941 16 6 磐梯登山  佐藤春江 58 

12 6 1941 16 6 北海道中央高地縦走記  鈴木一 60 

12 6 1941 16 6 登山とスキーの会会報    64 

12 6 1941 16 6 今月のハイキング（入笠山）    64 

12 6 1941 16 6 黒岳山より雁ヶ腹摺山  関根柳治 
（確認

中） 

12 7 1941 16 7 夏山のよさ  荒井道太郎 7 

12 7 1941 16 7 
北アルプス中等科 第一課立山・剣【五色ヶ原・立

山・剣岳・大日岳】  
袋一平 10 

12 7 1941 16 7 霧の錫杖  今井喜美子 18 

12 7 1941 16 7 深谷の撮影  塚本繁松 22 

12 7 1941 16 7 夏山を讃える  茨木猪之吉 24 

12 7 1941 16 7 日本山岳連盟経過報告（一）    27 

12 7 1941 16 7 岩登り漫談義  丹羽正吉 28 

12 7 1941 16 7 山岳遭難対策の諸問題  平林武夫 32 



12 7 1941 16 7 南アルプスの峠  鈴木正彦 34 

12 7 1941 16 7 金正寺山と天狗岩山  青木美代 38 

12 7 1941 16 7 ニュース    41 

12 7 1941 16 7 夏山の気象  三浦栄五郎 42 

12 7 1941 16 7 読・図・放・談  小林淑郎 45 

12 7 1941 16 7 
夏山の回顧 層雲峡より大雪山へ トムラウシの

沼  
大木千枝子 48 

12 7 1941 16 7 紙の炊事法と山の代用食に就て  斎川喜平 50 

12 7 1941 16 7 白根・仙丈の高山植物  中村幸雄 52 

12 7 1941 16 7 山岳地理講話 河岸段丘の話  大橋珊太郎 53 

12 7 1941 16 7 「丹沢山塊」読後感  三崎栄一・佐野八洲夫 58 

12 7 1941 16 7 北海道中央高地縦走記  鈴木一 60 

12 7 1941 16 7 登山とスキーの会会報    64 

12 8 1941 16 8 映画『日本の氷河』に就いて  田中薫 7 

12 8 1941 16 8 東北の三山に就いて 鳥海山・蔵王山・八幡平  平賀文男 12 

12 8 1941 16 8 『丹沢山塊』を読みて  内山敏男 17 

12 8 1941 16 8 夏山相談所風景  町田立穂 18 

12 8 1941 16 8 烏・帽・孑・岩  赤羽四郎 20 

12 8 1941 16 8 昭和十六年度 国民心身鍛錬運動実施要綱案    26 

12 8 1941 16 8 滝の撮影  酒井菊雄 28 

12 8 1941 16 8 登山初歩学  帆形呂九郎 32 

12 8 1941 16 8 双六谷踏破記  橋本忠吾 36 

12 8 1941 16 8 カモシカの話  山田隆夫 38 

12 8 1941 16 8 立山登山記  林紅洋 43 

12 8 1941 16 8 高瀬渓谷より槍へ  大野恒雄 44 

12 8 1941 16 8 山の釣り  伊東祐正 46 

12 8 1941 16 8 夜山礼讃 戸倉城山  神山弘 48 

12 8 1941 16 8 赤城山銚子の伽藍  中島孝治 50 

12 8 1941 16 8 奥武蔵白谷入遡行  大畑良 52 

12 8 1941 16 8 那須茶臼岳の思ひ出  生田八甲 54 

12 8 1941 16 8 小海線をめぐって  田中邦義 59 

12 8 1941 16 8 沖縄の思ひ出  土田新一 62 

12 8 1941 16 8 登山とスキーの会会報    64 

12 8 1941 16 8 戸隠三社から山頂へ  漆間けいわ 96 

12 9 1941 16 9 新コース 日光高原歩道  千家[斦口]麿 7 

12 9 1941 16 9 青森から八甲田へ  茂木慎雄 14 

12 9 1941 16 9 山岳雑書二三について  川端道一 19 

12 9 1941 16 9 回想の一瞬  松本重男 22 

12 9 1941 16 9 初谷鉱泉より神津牧場へ  福田源一郎 25 

12 9 1941 16 9 山で遭った人々  朝戸友秀 28 

12 9 1941 16 9 山麓の撮影  当本正義 30 



12 9 1941 16 9 新刊紹介  平田佐太雄 33 

12 9 1941 16 9 飛騨の山旅  村田大助 34 

12 9 1941 16 9 登山用語の統一に就いて  牧田満政 38 

12 9 1941 16 9 訃報    41 

12 9 1941 16 9 峰谷川覘貌（山名その他）  神山弘 42 

12 9 1941 16 9 丹沢の沢歩き 春岳谷下降  新倉進 44 

12 9 1941 16 9 丹沢の沢歩き カラヒゴ沢溯行  国靖久雄 46 

12 9 1941 16 9 丹沢の沢歩き ヒゴの沢  松岡一美 48 

12 9 1941 16 9 随想 秋の来る頃  湯浅練三 51 

12 9 1941 16 9 扇山より百蔵山へ  吉沢智 54 

12 9 1941 16 9 比良武奈ヶ岳  森本成知 54 

12 9 1941 16 9 奥秩父の峠二つ  春日俊吉 56 

12 9 1941 16 9 一つの終末  
アーノルド・ラン（高井房雄

訳） 
59 

12 9 1941 16 9 登山とスキーの会会報    64 

12 10 1941 16 10 奥日光の秋  矢島市郎 7 

12 10 1941 16 10 『東京附近百名山』の集ひ    10 

12 10 1941 16 10 高原の思ひ出  細田晋 12 

12 10 1941 16 10 鶴見大佐の墓前に捧ぐ  山崎紫峰 15 

12 10 1941 16 10 新刊紹介    17 

12 10 1941 16 10 回想の一瞬  松本重男 18 

12 10 1941 16 10 秋の山旅 百蔵山・峰山尾根・丸岳  片岡直次郎 22 

12 10 1941 16 10 日本山岳連盟の再出発    23 

12 10 1941 16 10 幽渓・川浦谷─安谷川遡行  大石真人 26 

12 10 1941 16 10 湯久保沢遡行  松岡広・深野富雄 30 

12 10 1941 16 10 山の味覚  帆形呂九郎 32 

12 10 1941 16 10 吾妻山の高原  伊東祐正 36 

12 10 1941 16 10 高原  小宮山和男 40 

12 10 1941 16 10 霧降牧場附近  木村正躬 42 

12 10 1941 16 10 入川熊鷹沢  坂井光一 44 

12 10 1941 16 10 水無川遡行  吉沢智 47 

12 10 1941 16 10 玄倉より塔ヶ岳へ  新倉進 48 

12 10 1941 16 10 登山メモ 山での電池応急再生法  神山弘 54 

12 10 1941 16 10 穂高・奥又白谷  赤羽四郎 56 

12 10 1941 16 10 誓へる仲問  稲葉正已 61 

12 10 1941 16 10 登山とスキーの会会報    64 

12 11 1941 16 11 山村実態  依田秋圃 7 

12 11 1941 16 11 大和の山村行  三上秀吉 10 

12 11 1941 16 11 隠れ里  朝史門 13 

12 11 1941 16 11 山裏  大島静重 17 

12 11 1941 16 11 山と村  近藤聡子 20 



12 11 1941 16 11 我がグループを語る 山村民俗の会  宮内敏雄 23 

12 11 1941 16 11 秩父巡り 破不山へ  天野茂 24 

12 11 1941 16 11 「日本山岳連盟」改組拡充の辞  日本山岳連盟本部 28 

12 11 1941 16 11 小河内村によせて  松岡一美 30 

12 11 1941 16 11 新映画 青春乱舞  斎藤順二 31 

12 11 1941 16 11 山峡の夜─奥多摩の手帳から─  宮内敏雄 32 

12 11 1941 16 11 武蔵拝島の達磨市  佐藤東吉 34 

12 11 1941 16 11 越後の山村の話  水野新一 35 

12 11 1941 16 11 数馬の生活  中町敏子 38 

12 11 1941 16 11 鳥海山の登山口について  村上勝太郎 41 

12 11 1941 16 11 「第一回国民行軍力錬成指導者講習会」概要  東京日日新聞社 42 

12 11 1941 16 11 山村の郷土玩具に就いて  紀尚男 45 

12 11 1941 16 11 『西蔵旅行記』を読む  平田佐太雄 46 

12 11 1941 16 11 こけし談義  小林玻璃三 48 

12 11 1941 16 11 山窩  牧田満政 50 

12 11 1941 16 11 荒船山紀行  桜井正一 53 

12 11 1941 16 11 檜枝岐村を観る  本山麟一 54 

12 11 1941 16 11 登山とサイクリング  菅沼達太郎 58 

12 11 1941 16 11 南会津の山村  中村謙 61 

12 11 1941 16 11 登山とスキーの会会報    64 

12 12 1941 16 12 臨戦スキー人の指導標  師尾源蔵 11 

12 12 1941 16 12 錬成スキー論  小島六郎 14 

12 12 1941 16 12 クリスチヤニヤの捻りについて  三浦敬三 18 

12 12 1941 16 12 錬成スキー（スキーする心）  山囗幸一 22 

12 12 1941 16 12 ニュース    23 

12 12 1941 16 12 錬成スキーの方法  桜庭留三郎 24 

12 12 1941 16 12 
スキー回転の合理的体系＝半制動回転の理論

（及び無制動停止）＝  
山口省太郎 28 

12 12 1941 16 12 山の段位制小見  山村庸太郎 35 

12 12 1941 16 12 スキー・ワックスの話  鶴田光一郎 36 

12 12 1941 16 12 

錬成スキー場案内 関東地方（那須・奥日光・鬼

怒高原・赤城山・上の原・水上附近・草津温泉・新

鹿沢温泉・鹿沢温泉） 中部地方（中里・越後湯

沢・岩原・石打・清水・菅平・山田温泉・志賀高原・

高社山麓・戸隠・飯山・野洲・松之山・妙高温泉・

池ノ平温泉・赤倉・関温泉・燕温泉・宇奈月・六呂

師ケ原・蓼科山麓・霧ケ峰・御岳高原・薮原・木曽

福島・大町スキー場・細野スキー場・落倉スキー

場・南小谷スキー場・小谷温泉・富士山麓）  

編集部 38 

12 12 1941 16 12 バックスキー術  馬場笛山 52 

12 12 1941 16 12 「東京附近百名山」読後感  高井房雄 55 



12 12 1941 16 12 スキーの扱ひ方  上村政雄 56 

12 12 1941 16 12 新スキー道の樹立へ    56 

12 12 1941 16 12 スキー人に望む  数奇意山人 58 

13 1 1942 17 1 快適な滑走  宮内寒弥 5 

13 1 1942 17 1 雪への想ひ  細田晋 9 

13 1 1942 17 1 スキーの歴史  編集部 12 

13 1 1942 17 1 九州のスキー場    16 

13 1 1942 17 1 山口氏の無制動回転の理論を読みて  塚本重熊 18 

13 1 1942 17 1 錬成スキーの準備  藤田秀三 20 

13 1 1942 17 1 戦時下スキー服装に就て  菅沼達太郎 24 

13 1 1942 17 1 蔵王滞在記  金子憲夫 27 

13 1 1942 17 1 
シュテムボーゲンに於けるスキーの開き出しにつ

いて  
越野次郎 32 

13 1 1942 17 1 新興スキー場と厚生温泉の松之山  本山麟一 34 

13 1 1942 17 1 

東北の錬成スキー場 花巻温泉・大鰐・青根・岩

代熱海・沼尻・蔵王高湯・押立・米沢・五色温泉・

作並・八森山・瀬見・鳴子・赤倉・鬼首・田山・大荒

沢・高倉山・奥中山・津軽新城・大湯  

編集部 38 

13 1 1942 17 1 岳聯の冬季事業    43 

13 1 1942 17 1 裏磐梯のスキー場  木村正躬 44 

13 1 1942 17 1 近畿の鎌成スキー場  島野ひろ代 46 

13 1 1942 17 1 採取カードから  牧田満政 48 

13 1 1942 17 1 新年の峠を結んで 倉岳山より大地峠へ  仁科繁男丸 50 

13 1 1942 17 1 スキー用語辞典（一）    53 

13 1 1942 17 1 冬山逍遥 御岳山を繞って  宮内敏雄 54 

13 1 1942 17 1 世界名山物語 最高峯エヴェレスト  高井房雄 57 

13 2 1942 17 2 スキーは国策なり  大島静重 3 

13 2 1942 17 2 スキーの体系─斯道の日本的受容と展騒─  麓夕鋤 9 

13 2 1942 17 2 Ａ・Ｐ・Ｏ廻転競技大会    15 

13 2 1942 17 2 飯縄高原スキー行  青木美代 16 

13 2 1942 17 2 近畿のスキー行軍地  島田弘一 16 

13 2 1942 17 2 雪質と雪崩  編集部 20 

13 2 1942 17 2 日本平山遭難脱出記  藤島玄 24 

13 2 1942 17 2 国防スキー練成会開設    25 

13 2 1942 17 2 
東北のスキー行軍地 八甲田・八幡平・泉ヶ岳・

蔵王・磐梯山・吾妻山群・沼尻附近の峠と頂  
編集部 30 

13 2 1942 17 2 スキー用語辞典（二）    38 

13 2 1942 17 2 国民行軍力錬成冬季指導者講習会  東京日日新聞社 39 

13 2 1942 17 2 スキー行軍に心得べき 冬の気象知識  藤田秀三 40 

13 2 1942 17 2 横手山渋峠越え  松岡一美 44 

13 2 1942 17 2 冬山への想ひ  岩満重孝 48 



13 2 1942 17 2 スキーヤーの遭難に就いて  伊東祐正 50 

13 2 1942 17 2 冬山逍遥 御岳山を繞って  宮内敏雄 53 

13 2 1942 17 2 日本スキー職業指導者連盟結成    55 

13 2 1942 17 2 採取カードから  牧田満政 56 

13 2 1942 17 2 冬の低山日記  近江裕 56 

13 2 1942 17 2 冬の低山日記  仁科繁男丸 57 

13 2 1942 17 2 冬の低山日記  細田晋 57 

13 2 1942 17 2 世界名山物語 最高峯エヴェレスト  高井房雄 59 

13 3 1942 17 3 新しき登山目的  外山弥 3 

13 3 1942 17 3 春山のスキー敗将  高橋健治 4 

13 3 1942 17 3 クリシチァニア閑話  矢崎泰国 8 

13 3 1942 17 3 春山とスキー  伊黒正次 13 

13 3 1942 17 3 羽越のスキー行軍地  編集部 16 

13 3 1942 17 3 回転の内足動機  山木茂 20 

13 3 1942 17 3 北海道のスキー行軍記  編集部 22 

13 3 1942 17 3 氷の山越え（山陰スキーの旅）  伊東祐正 24 

13 3 1942 17 3 朝鮮のスキー行軍地  李明全 26 

13 3 1942 17 3 山陰のスキ－行軍地  島田弘一 28 

13 3 1942 17 3 スキー行軍常識 方角の測定  藤田秀三 28 

13 3 1942 17 3 新刊紹介    31 

13 3 1942 17 3 冬の遠州蕎麦粒山へ登らざるの記  石井淙人 32 

13 3 1942 17 3 二月の唐松岳  佐津川渉 36 

13 3 1942 17 3 雪の乗鞍  市東寿雄 37 

13 3 1942 17 3 厳冬の仙丈岳  吉田礼紀 39 

13 3 1942 17 3 御岳雪洞の元旦  春日部馨 40 

13 3 1942 17 3 南大菩薩の四つの雁ヶ腹摺山  神山弘 43 

13 3 1942 17 3 ソフィヤヒュッテを繞りて  遠山知恵子 48 

13 3 1942 17 3 奥秩父の回想ふた昔  春日俊吉 54 

13 3 1942 17 3 低山日記  松本浩 58 

13 3 1942 17 3 世界名山物語 マッターホーンの叙事詩  高井房雄 59 

13 4 1942 17 4 武甲山名考  羽賀正太郎 5 

13 4 1942 17 4 赤石山に登る  菅沼達太郎 9 

13 4 1942 17 4 滝の高さの測定について  富士井駿 12 

13 4 1942 17 4 読者諸氏へのお願ひ    13 

13 4 1942 17 4 ＡＰＯ廻転競技大会報告    14 

13 4 1942 17 4 奥秩父紀行 三峰・雲取縦走  遠藤嘉一 16 

13 4 1942 17 4 三ッ峠山四十八滝川  石井淙人 20 

13 4 1942 17 4 国民行軍力錬成指導者名簿  東京日日新聞社 22 

13 4 1942 17 4 峰谷川覘貌追補  神山弘 24 

13 4 1942 17 4 雨の箱根路  新倉進 26 

13 4 1942 17 4 山村民俗の研究  民俗研究会 28 



13 4 1942 17 4 春の玄倉渓谷遡行  植村三郎 31 

13 4 1942 17 4 大和吉野郡秘境十津川の民俗  山田隆夫 32 

13 4 1942 17 4 伯耆大山南麓の旅  西谷勝也 36 

13 4 1942 17 4 栃谷の炉端（山旅聞書帖より）  宮崎茂夫 40 

13 4 1942 17 4 万年山附近の伝説  まとばよしを 43 

13 4 1942 17 4 江濃山村民俗誌  山田良隆 46 

13 4 1942 17 4 高野奥の山村 山村探訪余話  渥美喜世 50 

13 4 1942 17 4 祖谷の山村  重谷重夫 53 

13 4 1942 17 4 山村随想  小笠原英治 54 

13 4 1942 17 4 桝形山  伊藤孝 57 

13 4 1942 17 4 世界名山物語 マッターホーンの叙事詩  高井房雄 59 

13 5 1942 17 5 若い人々のために  三崎栄一 5 

13 5 1942 17 5 ハキの実  今井喜美子 8 

13 5 1942 17 5 春山随想 五月の花と鳥  瀬名貞利 11 

13 5 1942 17 5 湯村温泉を中心として  山田武 14 

13 5 1942 17 5 沼津から達磨山へ  山田武 15 

13 5 1942 17 5 回想の岩場  佐野八洲夫 16 

13 5 1942 17 5 登山用語あれこれ妄譚（一）  荒井道太郎 20 

13 5 1942 17 5 一ノ倉沢は恐い  大倉寛 23 

13 5 1942 17 5 健歩相談所内輪話  岩根常太郎 24 

13 5 1942 17 5 陣見山と不動山  沢田武志 26 

13 5 1942 17 5 雄竜籠山をめぐる  石川大湖 28 

13 5 1942 17 5 武甲を繞る新しい山旅  大門八郎 30 

13 5 1942 17 5 鳥居峠から精進ヶ滝  大西昇路 36 

13 5 1942 17 5 裸山沢溯行  寺田甲子男 38 

13 5 1942 17 5 塩尻峠より上諏訪へ  山田武 40 

13 5 1942 17 5 ザンザ洞二の沢とキレット尾根  新倉進 40 

13 5 1942 17 5 満騎ヶ原古戦場  山田武 41 

13 5 1942 17 5 山想つれづれ 不遇な山  天野誠吉 45 

13 5 1942 17 5 小沢峠・小雀  岩満重孝 46 

13 5 1942 17 5 関急特選十コース  関急旅客課 48 

13 5 1942 17 5 金峯山麓・信州峠  水野一 50 

13 5 1942 17 5 積雪期のマチガ沢奥壁登攀  坂井光一 53 

13 5 1942 17 5 日本出版文化会推薦図書    54 

13 5 1942 17 5 山想近感  小林玻璃三 56 

13 5 1942 17 5 一杯水より天祖山  松本晴雄 58 

13 5 1942 17 5 世界名山物語 征頂された最高峰ナンダ・デヴィ  高井房雄 60 

13 6 1942 17 6 従軍手帳から  野麦薫 3 

13 6 1942 17 6 山に鍛へる青年達 雨の入笠山  多摩雪雄 8 

13 6 1942 17 6 新緑の丹沢の谷は呼ぶ  高柴武雄 12 

13 6 1942 17 6 登山用語あれこれ妄譚  荒井道太郎 15 



13 6 1942 17 6 結婚と登山  岩根登喜子 18 

13 6 1942 17 6 座談会 東京附近の山小屋を語る  

ハイキング・ペン・クラブ（岩

根常太郎・岩根登喜子・今

田勝巳・大戸井健一・神山

弘・吉田竹志・並木国衛・町

田立穂・松本浩・正井暉雄・

小林玻璃三・佐野八洲夫・

沢田武志・三崎栄一・宮坂

和秀・瀬名貞利） 

20 

13 6 1942 17 6 大倉尾根の一本松第二世    26 

13 6 1942 17 6 和見の七不思議  仁科繁男丸 34 

13 6 1942 17 6 日本出版文化会推薦図書    38 

13 6 1942 17 6 （西上州）雨降山  大石真人 40 

13 6 1942 17 6 晩春・初夏の富士  吉田礼紀 44 

13 6 1942 17 6 初夏の谷川岳紀行 残雪と花  松岡一美 46 

13 6 1942 17 6 コッヘルのフランス語・その他  平田佐太雄 48 

13 6 1942 17 6 海沢核心地帯と枠木沢みち  深野富男 49 

13 6 1942 17 6 「山の絵の会」結成    50 

13 6 1942 17 6 「山岳文化講座」    51 

13 6 1942 17 6 葛葉川左股  松岡一美 52 

13 6 1942 17 6 水無川モミソ沢遡行  国靖久雄 54 

13 6 1942 17 6 道志のある家  神山弘 56 

13 6 1942 17 6 世界名山物語 征頂された最高峯ナンダ・デヴィ  高井房雄 59 

13 7 1942 17 7 東亜の山々は我等を招く  江口清 6 

13 7 1942 17 7 中部山岳雑記  平林武夫 8 

13 7 1942 17 7 ごへいもち  懶愚平 12 

13 7 1942 17 7 行軍について  野麦薫 15 

13 7 1942 17 7 美しい西駒ヶ岳  福沢栄治 19 

13 7 1942 17 7 古書を観る  小野幸 21 

13 7 1942 17 7 八ヶ岳への手引  服部源太郎 24 

13 7 1942 17 7 八ヶ岳縦走記  京増隆介 26 

13 7 1942 17 7 山を想ひ戦友に寄する  今井徹郎 30 

13 7 1942 17 7 日本出版文化会推薦図書    30 

13 7 1942 17 7 槍穂高縦走案内  吉田礼紀 32 

13 7 1942 17 7 初夏の岩魚釣り  鈴木辰雄 34 

13 7 1942 17 7 会津駒ヶ岳登山  新倉進 37 

13 7 1942 17 7 中部山岳登山案内組合    38 

13 7 1942 17 7 岩舟山・太平山  小林玻璃三 40 

13 7 1942 17 7 東部丹沢 塩水谷溯行記  寿美田元 42 

13 7 1942 17 7 （（西上州））雨降山、寒桜山  大石真人 46 

13 7 1942 17 7 名無沢から鍋割山へ  森尾太平 49 



13 7 1942 17 7 中部山岳峠高度表    51 

13 7 1942 17 7 平見城の伝説  伊藤孝 52 

13 7 1942 17 7 登山用語あれこれ妄譚  荒井道太郎 54 

13 7 1942 17 7 新刊紹介    57 

13 7 1942 17 7 中部山岳高度表    58 

13 7 1942 17 7 世界名山物語 緬支国境産地探検記  高井房雄 59 

13 8 1942 17 8 旅行文化に就て  阿部牧太郎 2 

13 8 1942 17 8 奥秩父剪灯瑣談─その一・山小屋篇―  春日俊吉 6 

13 8 1942 17 8 「登山技術書」雑談  岩科小一郎 10 

13 8 1942 17 8 続、従軍手帳から  野麦薫 15 

13 8 1942 17 8 案内所に於いて見たる夏山の印象  斎川喜平 18 

13 8 1942 17 8 晩夏の乗鞍岳  篠原真男 22 

13 8 1942 17 8 風景を創るもの  高柴武雄 22 

13 8 1942 17 8 日本出版文化協会推薦図書    24 

13 8 1942 17 8 塚本闇治氏丹沢山塊写真紀行展    25 

13 8 1942 17 8 白馬随想  松岡一美 26 

13 8 1942 17 8 中部山岳高原一覧表    29 

13 8 1942 17 8 江州伊吹山  近藤保男 30 

13 8 1942 17 8 砂スキーについて  藤田秀三 33 

13 8 1942 17 8 尾瀬の旅  新倉進 34 

13 8 1942 17 8 健民運動夏季心身鍛錬実施要綱    38 

13 8 1942 17 8 盆堀川とその支流（上）  宮崎茂夫・石井淙人 40 

13 8 1942 17 8 奥多摩の沢歩き 中山沢溯行記  生田八甲 47 

13 8 1942 17 8 秩父三峰  杉谷秀三郎 51 

13 8 1942 17 8 徳島県の土柱  岩槻克巳 52 

13 8 1942 17 8 ある雲祭の一方法（八塩富士山紀行）  神山弘 54 

13 8 1942 17 8 ヤナギラン  斎藤武二 55 

13 8 1942 17 8 梅茎草  斎藤武二 56 

13 8 1942 17 8 新刊紹介    56 

13 8 1942 17 8 登山用語あれこれ妄譚  荒井道太郎 57 

13 8 1942 17 8 世界名山物語 アリューシャンの山  高井房雄 59 

13 8 1942 17 8 編集後記    64 

13 9 1942 17 9 濠洲探検史  金峰会 5 

13 9 1942 17 9 恐山ところどころ  金田鬼一 8 

13 9 1942 17 9 初秋の山旅によせて  近藤聡子 11 

13 9 1942 17 9 紅葉の涸沢  林容吉 14 

13 9 1942 17 9 社告    16 

13 9 1942 17 9 登山用語あれこれ妄譚  荒井道太郎 17 

13 9 1942 17 9 奥秩父剪灯瑣談 その二・峠篇  春日俊吉 20 

13 9 1942 17 9 読者会の問題  平田佐太雄 23 

13 9 1942 17 9 奥秩父の密林・谷・峠  吉田浩堂 24 



13 9 1942 17 9 山中  原島歓作 28 

13 9 1942 17 9 日本出版文化協会推薦図書    30 

13 9 1942 17 9 盆堀川とその支流  宮崎茂夫・石井淙人 32 

13 9 1942 17 9 奥多摩の沢歩き 芽嵓沢  深野富男 36 

13 9 1942 17 9 巳ノ戸谷遡行  丹羽乙吉 38 

13 9 1942 17 9 川苔谷逆川遡行  近藤保男 41 

13 9 1942 17 9 南秋川源流の旅  安達秀夫 45 

13 9 1942 17 9 棒の折山山名考  玉川好太郎 50 

13 9 1942 17 9 俳趣の山旅 苗場山より上信の山路を行く  大原儀作 53 

13 9 1942 17 9 世界名山物語 アラスカの雄峯マッキンレー  高井房雄 58 

13 9 1942 17 9 鍛錬国立公園選定さる    63 

13 9 1942 17 9 編集後記    64 

13 10 1942 17 10 ドロミーテの山々（チヴェッタ登攀）  ウイリイ・メルクル 5 

13 10 1942 17 10 カヤマノ平  岩根常太郎 10 

13 10 1942 17 10 水之木沢から菰釣山へ  高柴武雄 14 

13 10 1942 17 10 芝スキーについて  藤田秀三 19 

13 10 1942 17 10 丹沢の山ぬけ  町田立穂 20 

13 10 1942 17 10 丹沢初心者手記  瀬名貞利 22 

13 10 1942 17 10 丹沢炉辺談  小川良爾 24 

13 10 1942 17 10 丹沢山塊話の会  

ハイキング・ペン・クラブ（沢

田武志・正井暉雄・町田立

穂・松本浩・佐野八洲夫・岩

根常太郎・岩崎京二郎・多

摩雪雄・大戸井健一・小林

玻璃三） 

26 

13 10 1942 17 10 同角沢  佐野八洲夫 43 

13 10 1942 17 10 小川谷廊下を行く  小堤正雄 47 

13 10 1942 17 10 大野山小誌  神山弘 50 

13 10 1942 17 10 丹沢山の宿小景  小林玻璃三 51 

13 10 1942 17 10 水ノ戸沢より中尾根－御前山  Ｈ・Ｋ生 51 

13 10 1942 17 10 柳沢峠より鶏冠山へ  吉沢智 54 

13 10 1942 17 10 「新しき山の旅」を読みて  瀬名貞利 56 

13 10 1942 17 10 「山の季節」を編集して  平田佐太雄 57 

13 10 1942 17 10 世界名山物語 アラスカの雄峯マッキンレー  高井房雄 58 

13 12 1942 17 12 国防スキーについて  三沢竜雄 7 

13 12 1942 17 12 最近のスキー技術傾向  高橋健治 11 

13 12 1942 17 12 鹿沢のゲレンデ  京極高光 16 

13 12 1942 17 12 鬼怒高原スキー場  長田進 18 

13 12 1942 17 12 「山の季節」読後感  諸家 19 

13 12 1942 17 12 奥日光  大島静重 20 

13 12 1942 17 12 草津錬成場  吉田元 25 



13 12 1942 17 12 上越線 大穴スキー場  桑原谷平 28 

13 12 1942 17 12 松之山温泉  本山麟一 30 

13 12 1942 17 12 志賀高原  藤沢茂雄 32 

13 12 1942 17 12 ニュース    34 

13 12 1942 17 12 蔵王  堀修一 36 

13 12 1942 17 12 冬の八甲田山  小斗生 38 

13 12 1942 17 12 ドロミーテの山々（チヴェッタ登攀）  ウイリイ・メルクル 41 

13 12 1942 17 12 山の湯場を語る  

ハイキング・ペン・クラブ（岩

根常太郎・松本浩・佐野八

洲夫・沢田武志・高柴武雄・

天野誠吉・町田立穂・岩崎

京二郎・見沢繁幸・小林玻

璃三・瀬名貞利・多摩雪雄・

並木国衛・岩根登喜子・小

堤正雄・菅沼達太郎・三崎

栄一・吉田竹志） 

48 

13 12 1942 17 12 雪の最初の幻影  Ｍ・コンウェイ 50 

13 12 1942 17 12 推薦図書  日本出版文化協会 54 

13 12 1942 17 12 世界名山物語 十誡の山・ジュベル・ムーサ  高井房雄 58 

13 12 1942 17 12 編集後記    64 

14 1 1943 18 1 今冬スキー訓練指導者の基礎篠件  師尾源蔵 7 

14 1 1943 18 1 斜滑降の妙味  池田忱 11 

14 1 1943 18 1 競技スキーの内面と一般スキーの新動向の私観 山田肆郎 16 

14 1 1943 18 1 スキー技術写真解説  堀修一 26 

14 1 1943 18 1 私の好きなスキー場 野沢あれこれ  石原千代 30 

14 1 1943 18 1 私の好きなスキー場 山田牧場附近  青木美代 32 

14 1 1943 18 1 山岳部会新発足    34 

14 1 1943 18 1 初心者のスキーの選び方  帆形呂九郎 35 

14 1 1943 18 1 新刊紹介    37 

14 1 1943 18 1 北海道の練成スキー場  編集部 38 

14 1 1943 18 1 ドンキン最後のビヴァークの発見  Ｄ・Ｗ・フレッシュフィールド 38 

14 1 1943 18 1 冬の天子山塊  村田健蔵 40 

14 1 1943 18 1 座談会"山の湯場″を話る 

ハイキング・ぺン・クラブ（岩

根常太郎・松本浩・佐野八

洲夫・津田武志・高柴武雄・

天野誠吉・町田立穂・岩崎

京二郎・見沢繁幸・小林玻

璃三・瀬名貞利・多摩雪雄・

並木国衛・岩根登喜子・小

堤正雄・菅沼達太郎・三崎

栄一・吉田竹志） 

44 

14 1 1943 18 1 山日記抄  土田新一 52 



14 1 1943 18 1 神秘境長白山科学踏査記  遠藤隆次 57 

14 2 1943 18 2 夜間スキー  岩崎三郎 2 

14 2 1943 18 2 氷雪技術入門  村井栄一 5 

14 2 1943 18 2 雪崩（雪崩の威力）  長井一男 8 

14 2 1943 18 2 シュテムボーゲンの再吟味  越野次郎 14 

14 2 1943 18 2 スキーノートを編纂して  平田佐太雄 19 

14 2 1943 18 2 笛山式軍用スキー  馬場笛山 20 

14 2 1943 18 2 国防スキー回転競技会    25 

14 2 1943 18 2 野沢─松之山 錬成スキー道開拓さる  本山麟一 26 

14 2 1943 18 2 凍傷の予防と処置  近藤保男 32 

14 2 1943 18 2 マンメリイの最後  Ｊ・Ｎ・キャリイ 32 

14 2 1943 18 2 片桐選手の回転  柴田貞三 34 

14 2 1943 18 2 銀嶺那須岳  浦田誠五郎 36 

14 2 1943 18 2 座談会"山の湯場″を話る ハイキング・ペン・クラブ 38 

14 2 1943 18 2 推薦図書    47 

14 2 1943 18 2 我が山の生涯  
ジョージ・フィンチ（大宮健太

郎訳） 
48 

14 3 1943 18 3 スキー廻転理論の再検討  小島公一郎 2 

14 3 1943 18 3 現代男性論のうち山へ行く男性  青山春子 8 

14 3 1943 18 3 山岳短歌漫言  大門八郎 13 

14 3 1943 18 3 第六回岩原スキー競技大会    17 

14 3 1943 18 3 登山用語採集愚考録  牧田満政 18 

14 3 1943 18 3 スキーとお汁粉  宮田恒雄 20 

14 3 1943 18 3 推薦図書    20 

14 3 1943 18 3 浅間尾根のハアモニー  大石真人 23 

14 3 1943 18 3 竜子山雑録  神山弘 26 

14 3 1943 18 3 国防スキー訓練講習会    29 

14 3 1943 18 3 地名瑣談  丹沢四郎 30 

14 3 1943 18 3 内山峠を越えて  小宮山和男 32 

14 3 1943 18 3 高い山の湯一覧表  ハイキング・ペン・クラブ 35 

14 3 1943 18 3 万座より志賀高原へ  福井三郎 36 

14 3 1943 18 3 某大学生新雪の尾瀬遭難に就いて  山口六弥 38 

14 3 1943 18 3 我が山の生涯（コルシカの山々）  
ジョージ・フィンチ（大宮健太

郎訳） 
46 

14 4 1943 18 4 我が山の生涯（ウェッターホルンの登攀）  
ジョージ・フィンチ（大宮健太

郎訳） 
3 

14 4 1943 18 4 フヱーン  福岡孝行 8 

14 4 1943 18 4 山居随想  原島歓作 12 

14 4 1943 18 4 ニュース    15 

14 4 1943 18 4 吾が山の書と  高柴武雄 16 

14 4 1943 18 4 春の大日峠・勘行峰紀行  村田健蔵 20 



14 4 1943 18 4 春山の印象  持田重雄 24 

14 4 1943 18 4 早春の丹那盆地から玄獄へ  高柴武雄 26 

14 4 1943 18 4 盆堀川とその支流  宮崎茂夫・石井淙人 30 

14 4 1943 18 4 登山用語採集愚考録に就いて  牧田満政 33 

14 4 1943 18 4 丹波山大菩薩  菊池恒 35 

14 4 1943 18 4 奥武蔵の峠  岩満重孝 39 

14 4 1943 18 4 某大学生新雪の尾瀬遭難に就いて  山口六弥 42 

14 4 1943 18 4 新緑と残雪スキーの松之山  本山麟一 45 

14 4 1943 18 4 スキーと煙草  宮田恒雄 47 

14 4 1943 18 4 スキー廻転理論の再検討（其二）  小島公一郎 49 

14 5 1943 18 5 今明年度日本スキー界予定計画立案の一参考  師尾源蔵 2 

14 5 1943 18 5 氷河の秘蹟  
ポオル・エルヴュー（江口清

訳） 
6 

14 5 1943 18 5 豊山書談  岩科小一郎 14 

14 5 1943 18 5 同角山彙のことなど  天野誠吉 18 

14 5 1943 18 5 奥多摩の山  水野一 26 

14 5 1943 18 5 奥多摩の山村  佐藤東吉 29 

14 5 1943 18 5 小河内村部洛追想  神山弘 32 

14 5 1943 18 5 盆堀川とその支流（補遺）  宮崎茂夫 37 

14 5 1943 18 5 栗ノ木ドウから鍋割山  森尾太平 42 

14 5 1943 18 5 乗合馬車の思ひ出  山田武 42 

14 5 1943 18 5 スキー廻転理論の再検討  小島公一郎 44 

14 5 1943 18 5 我が山の生涯（ウェッターホルンの登攀）  
ジョージ・フィンチ（大宮健太

郎訳） 
49 

 


